
 

 

 

 

 

（2）理学療法学科 



運動学Ⅰ
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104 1
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1

1
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1
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1

2

1

1

1

76

80

83

95

1

1

1

1

1

1

1

頁

4

1

高齢期理学療法学特別講義

64高齢期理学療法学1

1

小児理学療法学Ⅰ

筋骨格系理学療法学特別講義

72

88

専門科目（理学療法学科）

科目名 科目名

理学療法学概論

頁

66

7 68

内科系理学療法学Ⅱ

17 74

70

1

1

1

1

内科系理学療法学特別講義

理学療法技術学

20

35

物理療法学

運動療法学 14

理学療法検査技術学Ⅰ

23 義肢装具学

神経系理学療法学特別講義

理学療法検査技術学Ⅱ

生体計測学演習

筋骨格系理学療法学Ⅱ

小児理学療法学特別講義

運動学Ⅱ

運動学演習

理学療法評価学Ⅰ

神経系理学療法学Ⅱ

小児理学療法学Ⅱ

内科系理学療法学Ⅰ

地域リハビリテーション学

48

29

理学療法管理運営論

理学療法評価学Ⅱ

38

32

理学療法検査技術学演習

10

生活支援系理学療法学Ⅰ

筋骨格系理学療法学Ⅰ

26

神経系理学療法学Ⅰ

生活支援系理学療法学Ⅱ

地域理学療法学

41

45

臨床実習Ⅳ

理学療法研究法

理学療法研究法演習

理学療法卒業研究

臨床実習Ⅰ

1

1

1

1

158

61

55

臨床実習Ⅴ

50

52

臨床特論

臨床実習Ⅱ

臨床実習Ⅲ



授業科⽬ 科⽬英語表記

職名、担当教
員⽒名

科⽬責任者⽒
名

学内連絡教員
⽒名

学科／分野 学年

科⽬区分
必修・選択の
別

授業形態 開講時期 単位数

授業概要

到達⽬標

成績評価⽅法

成績評価基準

授業計画

回 授業項⽬ 学習内容 学習⽅法 授業外学習 授業ごとの担当教員

1

2

3

4

理学療法学概論 Introduction to Physical Therapy

教 授 鈴⽊ 克彦
教 授 加藤  浩
教 授 渡部 潤⼀
准教授 丹野 克⼦
准教授 南澤 忠儀
講 師 ⾚塚 清⽮
講 師 永瀬外希⼦
講 師 室伏 祐介
講 師 鈴⽊栄三郎
助 教 ⼯藤 ⼤輔

鈴⽊ 克彦

理学療法学科 1年

専⾨ 理学療法学科−必修

講義／演習／実習若しくは実技 前期 2単位

理学療法とは何かについて教員が分担して教授する。

ディプロマ・ポリシー理学２／理学5に関連して
① 理学療法に必要な知識と資質について説明できる。
② 理学療法学をいかに学べばよいか説明できる。
③ 専⾨職としての理学療法⼠の社会的役割を説明できる。

筆記試験またはレポート課題 100％  到達⽬標①・②・③を評価

到達⽬標①〜③に対して

特に優れている   ；適切で⼗分な根拠をふまえて論理的に説明できる。
優れている    ；根拠をふまえて論理的に説明できる。
良好である    ；根拠を⽤いてある程度論理的に説明できる。
最低限の到達    ；根拠は乏しいがある程度論理的に説明できる。
⽬標に到達していない；説明できない。

理学療法とリハビリ
テーション

理学療法・リハビリテーショ
ンとは何か？社会から求めら
れる理学療法とは何か？につ
いて、理学療法の定義を踏ま
えながら、その理念について
講義します。

講義

予習課題
理学療法の仕事をより深く理
解するために参考書書（概説
理学療法）等を読んで予習し
ておいて下さい。

加藤 浩

理学療法⼠のキャリ
ア形成

将来、理学療法⼠としてどの
ような分野に興味があり、そ
の分野で何をやりたいのか？
また、何をやらなければなら
ないのか？ということを具体
的に考えることをキャリアデ
ザインといいます。本講義で
は、事例を⽰しながら将来の
キャリアデザインについて講
義します。

講義

予習課題
理学療法の仕事をより深く理
解するために参考書書（概説
理学療法）等を読んで予習し
ておいて下さい。
復習課題：レポート
講義の最後に課題を出します
ので、後⽇提出して下さい。

加藤 浩

理学療法⼠養成校で
学ぶこと

本学科のカリキュラムポリシ
ー、ディプロマポリシーを明
⽰し、カリキュラムマップに
ついて討議する。

講義、演習

予習課題
本学科のカリキュラムポリシ
ー、ディプロマポリシーを確
認しておいてください。
復習課題：レポート
授業の最後に課題を提⽰しま
すので、後⽇提出してくださ
い。

鈴⽊克彦

理学療法演習（基本
動作観察）

基本動作としての椅⼦からの
起⽴動作と着座動作を考え

講義、演習 復習課題：レポート
椅⼦からの起⽴動作・着座動

鈴⽊克彦

1



5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

⽇付

教科書

る。 作に関する課題内容を提⽰し
ますので、後⽇提出してくだ
さい。

理学療法の対象と理
学療法⼠の職域

理学療法⼠が関わる対象者
と、働いている領域について
学ぶ。

講義 復習課題：レポート 丹野克⼦

理学療法技術（関節
可動域測定・関節可
動域練習）

関節可動域測定と関節可動域
練習について学ぶ 講義、演習 復習課題：レポート ⾚塚清⽮

障がいのとらえ⽅と
評価の流れ

模擬症例情報から国際⽣活機
能分類（ICF）を作成する。 講義、演習

復習課題：レポート
演習で⾏った模擬症例のICF
を分析する。

鈴⽊栄三郎

理学療法と研究（理
学療法を学ぶために）

科学的根拠に基づく理学療法
の重要性を学習する。
演習を通して最善の理学療法
を提供するための⼀連の⾏動
様式を学習する。

講義、演習 復習課題：レポート 南澤忠儀

理学療法を学ぶため
の図書館活⽤⽅法

情報処理教室で実際にコンピ
ュータを⽤いて⽂献検索を⾏
う。

演習

復習課題
授業の内容を実際コンピュー
タを⽤いて復習しておいてく
ださい。

図書館司書

理学療法に関連する
法規と保険制度

医療に携わる理学療法⼠の関
連法規と保険制度について概
説する。

講義と演習

予習課題
理学療法⼠に関わる法律をよ
り深く理解するために参考書
書（概説理学療法）等を読ん
で予習しておいて下さい。

渡部潤⼀

理学療法の組織と倫
理

⽇本理学療法⼠協会について
の説明をします。 講義

予習課題
⽇本理学療法⼠協会のホーム
ページを⾒ておいてくださ
い。
復習課題
振り返りシートの提出

室伏祐介

医療専⾨職と接遇
医療専⾨職にふさわしい接遇
について、ディベートを交え
て講義する。

課題討論（ディベート）、講
義 復習課題：レポート 永瀬外希⼦

施設⾒学オリエンテ
ーション

施設⾒学の実習⽅法を説明
し、実習での望ましい態度・
挨拶を演習する。

講義、演習
学外（病院）実習にあたって
学⽣として望ましい⼼構え・
⾏動・⾔動等を考えること。

鈴⽊栄三郎

施設⾒学 病院の理学療法⼠に帯同し臨
床場⾯を⾒学する。 学外実習 オリエンテーションの復習と

準備

永瀬外希⼦
鈴⽊栄三郎
⼯藤⼤輔

施設⾒学報告会 ⾒学内容を報告・発表し、共
有する。 演習

課題：レポート
報告会での質疑応答も踏まえ
て、⾒学内容と感想を報告す
る。

永瀬外希⼦
鈴⽊栄三郎
⼯藤⼤輔

6. 4.12 (⾦) 4・5
6. 4.19 (⾦) 4・5
6. 4.25 (⽊) 3
6. 5. 2  (⽊) 3
6. 5. 9  (⽊) 3
6. 5.16 (⽊) 3
6. 5.23 (⽊) 3
6. 5.30 (⽊) 3
6. 6. 6  (⽊) 3
6. 6.13 (⽊) 3
6. 6.20 (⽊) 3
6. 6.27 (⽊) 3・4
6. 7. 4  (⽊) 3・4
6. 7.11 (⽊) 3・4
6. 7.18 (⽊) 3・4

指定なし
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参考書

ディプロマ・
ポリシーとの
関連

先修条件指定
科⽬

先修条件指定
科⽬において
あらかじめ修
得しておかな
ければならな
い科⽬

実務経験のあ
る教員

実務経験をい
かした教育内
容

教員の連絡先

備考

概説理学療法 第２版．有⾺慶美（編）．⽂光堂
シンプル理学療法学シリーズ 理学療法⼊⾨テキスト 改訂第４版．細⽥多穂（監）．南江堂

理学2／理学5

⾮該当

⾮該当

鈴⽊克彦：研究室31 ksuzuki@yachts.ac.jp
加藤    浩：研究室36 hikato@yachts.ac.jp
渡部潤⼀：研究室39 jwatanabe@yachts.ac.jp
丹野克⼦：研究室6   ktanno@yachts.ac.jp
南澤忠儀：研究室18 tminamisawa@yachts.ac.jp
⾚塚清⽮：研究室14 sakatsuka@yachts.ac.jp
永瀬外希⼦：研究室23 tishiguri@yachts.ac.jp
室伏祐介：研究室40 ymurofushi@yachts.ac.jp
鈴⽊栄三郎：理・作共同研究室 esuzuki@yachts.ac.jp
⼯藤⼤輔：理・作共同研究室 dkudo@yachts.ac.jp
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授業科⽬ 科⽬英語表記

職名、担当教
員⽒名

科⽬責任者⽒
名

学内連絡教員
⽒名

学科／分野 学年

科⽬区分
必修・選択の
別

授業形態 開講時期 単位数

授業概要

到達⽬標

成績評価⽅法

成績評価基準

授業計画

回 授業項⽬ 学習内容 学習⽅法 授業外学習 授業ごとの担当教員

1

2

3

4

5

6

7

運動学Ⅰ Kinesiology Ⅰ

教 授 佐藤 寿晃
教 授 加藤  浩
教 授 鈴⽊ 克彦
教 授 仁藤 充洋
講 師 室伏 祐介

佐藤 寿晃

理学療法学科／作業療法学科 1年

専⾨ 理学療法学科ー必修
作業療法学科ー必修

講義／演習 後期 2単位

⼈体にある様々な関節の構造やその機能・メカニズムについて教授する。
⾝体の基本的な動作を運動学・運動学的に解説する。

ディプロマ・ポリシー理学2／理学5／作業2に関連して
① 上肢・下肢・体幹の関節運動およびその仕組みを説明できる。
② 主要な筋の起始、停⽌、⾛⾏、作⽤、神経⽀配を説明できる。

定期試験（100％）：到達⽬標①・②

到達⽬標①・②を評価する     
 特に優れている；        適切で⼗分な根拠をふまえて論理的に説明(表現)できる
 優れている；          根拠をふまえて論理的に説明（表現）できる
 良好である；          根拠を⽤いてある程度論理的に説明（表現）できる
 最低限の到達；         根拠は乏しいがある程度論理的に説明（表現）できる
 ⽬標に到達していない； 説明（表現）できない

運動学概説

運動学が臨床でどのように活
⽤できるのか概説します。ま
た、⾝体運動学の捉え⽅と空
間的表現について講義しま
す。

講義

予習課題
講義内容をより深く理解する
ために教科書（エッセンシャ
ル・キネシオロジー）の第1
章キネシオロジーの基本原理
（pp1〜）を予習しておいて
下さい。
復習課題
講義内容の振り返りシートの
提出

加藤

運動器の構造と機能 関節分類、⾻格筋構造、運動
⽅向、筋収縮

スライド資料に基づいて学習
内容を解説する。

講義終了後に復習してくださ
い。 佐藤

仁藤

肩複合体の運動学Ⅰ 肩関節複合体の構造と運動・
筋Ⅰ

スライド資料に基づいて学習
内容を解説する。

講義終了後に復習してくださ
い。 佐藤

仁藤

肩複合体の運動学Ⅱ 肩関節複合体の構造と運動・
筋Ⅱ

スライド資料に基づいて学習
内容を解説する。

講義終了後に復習してくださ
い。 佐藤

仁藤

肘関節・前腕の運動
学

肘および前腕の構造と運動・
筋

スライド資料に基づいて学習
内容を解説する。

講義終了後に復習してくださ
い。 佐藤

仁藤

⼿関節・⼿指の運動
学Ⅰ

⼿関節および⼿指の構造と運
動・筋Ⅰ

スライド資料に基づいて学習
内容を解説する。

講義終了後に復習してくださ
い。 佐藤

仁藤

⼿関節・⼿指の運動
学Ⅱ

⼿関節および⼿指の構造と運
動・筋Ⅱ

スライド資料に基づいて学習
内容を解説する。

講義終了後に復習してくださ
い。 佐藤

仁藤

4



8

9

10

11

12

13

14

15

⽇付

股関節の運動学Ⅰ 股関節の構造と運動・筋Ⅰ スライド資料に基づいて学習
内容を解説する。

講義終了後に復習してくださ
い。 室伏

股関節の運動学Ⅱ 股関節の構造と運動・筋Ⅱ スライド資料に基づいて学習
内容を解説する。

講義終了後に復習してくださ
い。 室伏

膝関節の運動学 膝関節の構造と運動・筋 スライド資料に基づいて学習
内容を解説する。

講義終了後に復習してくださ
い。 室伏

⾜関節・⾜部の運動
学

⾜関節および⾜部の構造と運
動・筋の作⽤との関連につい
て講義する。

講義

予習課題
講義内容をより深く理解する
ために教科書（エッセンシャ
ル・キネシオロジー）の第11
章 ⾜関節と⾜部の構造と機
能（pp292〜）を予習してお
いてください
復習課題
講義内容の振り返りシートの
提出

鈴⽊克彦

脊柱・体幹の運動学
Ⅰ

脊柱の弯曲、頸椎・胸椎・腰
椎・仙椎の構造と運動との関
連について講義する。

スライド資料に基づいて学習
内容を解説する。

予習課題
講義内容をより深く理解する
ために教科書（エッセンシャ
ル・キネシオロジー）の第8
章 脊柱の構造と機能
（pp169〜）を予習しておい
てください。
復習課題
講義内容の振り返りシートの
提出

鈴⽊克彦

換気・呼吸の運動学 胸郭の構造と換気・呼吸の運
動学について講義する。 講義

予習課題
講義内容をより深く理解する
ために教科書（エッセンシャ
ル・キネシオロジー）の第13
章 咀嚼と換気のキネシオロ
ジー（pp358〜）を予習して
おいてください。
復習課題
講義内容の振り返りシートの
提出

鈴⽊克彦

姿勢と動作の捉え⽅
⾝体運動学での姿勢と動作の
表現⽅法について講義しま
す。

講義

予習課題
講義内容をより深く理解する
ために事前に配布する資料を
予習しておいて下さい。
復習課題
講義内容の振り返りシートの
提出

加藤

歩⾏ 歩⾏周期の分類について講義
します。 講義

予習課題
講義内容をより深く理解する
ために教科書（エッセンシャ
ル・キネシオロジー）の第12
章歩⾏の基礎知識（pp331〜）
を予習しておいて下さい。
復習課題
講義内容の振り返りシートの
提出

加藤

6. 9.25  (⽔) 5
6. 9.30  (⽉) 5
6.10. 2  (⽔) 5
6.10. 7  (⽉) 5
6.10. 9  (⽔) 5
6.10.16 (⽔) 5
6.10.21 (⽉) 5
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教科書

参考書

ディプロマ・
ポリシーとの
関連

先修条件指定
科⽬

先修条件指定
科⽬において
あらかじめ修
得しておかな
ければならな
い科⽬

実務経験のあ
る教員

実務経験をい
かした教育内
容

教員の連絡先

備考

6.10.23 (⽔) 5
6.10.28 (⽉) 5
6.10.30 (⽔) 5
6.11. 6  (⽔) 5
6.11.11 (⽉) 5
6.11.13 (⽔) 5
6.11.18 (⽉) 5
6.11.20 (⽔) 5

エッセンシャル・キネシオロジー（原著第3版）．Paul Jackson Mansfield（著）．⼸岡光徳、他（監訳）．南江堂．2020

プロメテウス解剖学アトラス 運動器系（第3版）．医学書院．2017
基礎運動学（第6版）．医⻭薬出版．2020

必要に応じてプリントを配布します。

理学2／理学5／作業2

⾮該当

⾮該当

佐藤：研究室37  tsato@yachts.ac.jp       加藤：研究室36  hikato@yachts.ac.jp
鈴⽊：研究室31  ksuzuki@yachts.ac.jp      仁藤：研究室26 mnito@yachts.ac.jp
室伏：研究室40  ymurofushi@yachts.ac.jp
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授業科⽬ 科⽬英語表記

職名、担当教
員⽒名

科⽬責任者⽒
名

学内連絡教員
⽒名

学科／分野 学年

科⽬区分
必修・選択の
別

授業形態 開講時期 単位数

授業概要

到達⽬標

成績評価⽅法

成績評価基準

授業計画

回 授業項⽬ 学習内容 学習⽅法 授業外学習 授業ごとの担当教員

1

2

3

4

運動学Ⅱ Kinesiology Ⅱ

教 授 加藤    浩
教 授 佐藤 寿晃
准教授 鈴⽊ 由美

加藤 浩

理学療法学科／作業療法学科 2年

専⾨ 理学療法学科ー必修
作業療法学科ー必修

講義／演習 前期 2単位

① 運動⼒学的分析に必要な重⼒、床反⼒、関節モーメントの概念を説明し、その分析⽅法を教授する。
② 運動学Ⅰで学んだ⾝体機能解剖の知識を利⽤して、運動や動作の具体的な分析⽅法を教授する。
③ 基本動作として寝返りや起き上がり等を、⽇常⽣活活動として更⾐動作や⾷事動作等を分析する。グループワークによる直視および動作観
察・分析を中⼼に講義・演習を展開する。

ディプロマ・ポリシー理学2／理学5／作業2に関連して
① 運動⼒学分析に必要な重⼒、床反⼒、関節モーメントの概念を理解し、ベクトルを⽤いて分析内容を可視化し説明できる。
② 運動や動作を観察し、運動学的⽤語を⽤いて表現することができる。
③ 基本的な起居動作や⾝の回り動作の運動パターンと各関節の可動域、筋活動、重⼼の動きを関連付けて説明できる。

筆記試験（期末）：100% ［到達⽬標①・②・③を評価］

到達⽬標①・②・③
 特に優れている   ：論理的、かつ明確に⼗分説明（表現）できる。
 優れている     ：論理的、かつ明確に概ね説明（表現）できる。
 良好である     ：論理的に概ね説明（表現）できる。
 最低限の到達    ：⼀部不⼗分な所もあるが、ある程度説明（表現）できる。
 ⽬標に到達していない：説明できない。

⼒とベクトル
⼒の定義及びベクトルの概念
と基本演算について学習しま
す。

講義（聴講型）

予習課題
本講義は基礎物理（⼒学）の
知識が必要です。参考図書
（姿勢と運動の⼒学がやさし
くわかる本）等で予習してお
いて下さい。
復習課題
第1回講義内容の振り返りシ
ートの提出

加藤 浩

重⼒と⾝体重⼼
重⼒と⾝体重⼼の概念、さら
に重⼼の求め⽅について学習
します。

講義（聴講型）

予習課題
第1回講義で配布した第2回講
義資料を事前に読んでおくこ
と。
復習課題
第2回講義内容の振り返りシ
ートの提出

加藤 浩

⾝体重⼼と⽀持基底
⾯

姿勢・動作分析に必要な⽀持
基底⾯と⾝体重⼼の関係につ
いて学習します。

講義（聴講型）

予習課題
第2回講義で配布した第3回講
義資料を事前に読んでおくこ
と。
復習課題
第3回講義内容の振り返りシ
ートの提出

加藤 浩

⾝体重⼼の分析 椅⼦からの⽴ち上がり動作や
歩⾏動作を例に⾝体重⼼位置
の分析を実習形式で⾏いま
す。

講義（聴講型）
実技実習

予習課題
第3回講義で配布した第4回講
義資料を事前に読んでおくこ
と。
復習課題

加藤 浩
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5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

⽇付

第4回講義内容の振り返りシ
ートの提出

運動の法則

運動⼒学的分析に必要な運動
⽅程式と運動の法則（作⽤・
反作⽤の法則）について学び
ます。

講義（聴講型）

予習課題
第4回講義で配布した第5回講
義資料を事前に読んでおくこ
と。
復習課題
第5回講義内容の振り返りシ
ートの提出

加藤 浩

床反⼒

ヒトが地⾯に体重や⼒を加え
た時に地⾯から受ける反作⽤
の⼒（床反⼒）の概念につい
て学習します。

講義（聴講型）

予習課題
第5回講義で配布した第6回講
義資料を事前に読んでおくこ
と。
復習課題
第6回講義内容の振り返りシ
ートの提出

加藤 浩

関節モーメント
⼈体におけるテコと関節モー
メントの概念について学習し
ます。

講義（聴講型）

予習課題
第6回講義で配布した第7回講
義資料を事前に読んでおくこ
と。
復習課題
第7回講義内容の振り返りシ
ートの提出

加藤 浩

関節モーメントの分
析

椅⼦からの⽴ち上がり動作や
歩⾏動作を例に関節モーメン
ト（外部・内部モーメント）
の捉え⽅について学習しま
す。

講義（聴講型）

予習課題
第7回講義で配布した第8回講
義資料を事前に読んでおくこ
と。
復習課題
第8回講義内容の振り返りシ
ートの提出

加藤 浩

⽇常⽣活活動に必要
な肩複合体の機能 肩複合体の関節、運動

スライド資料に基づいて学習
内容を解説する。

講義終了後に復習してくださ
い。 佐藤寿晃

⽇常⽣活活動に必要
な肘複合体と前腕の
機能

肘複合体と前腕の関節、運動 スライド資料に基づいて学習
内容を解説する。

講義終了後に復習してくださ
い。 佐藤寿晃

⽇常⽣活活動に必要
な⼿関節と⼿指機能 ⼿関節と⼿指機能 スライド資料に基づいて学習

内容を解説する。

講義終了後に復習してくださ
い。 佐藤寿晃

⽣活⾏為の観察と分
析

更⾐動作・⾷事動作の観察と
分析を例に、⽣活⾏為の分析
のポイントを学習します。

講義 上肢の運動学をしっかりと復
習しておくこと。 鈴⽊由美

⽣活⾏為の観察と分
析ー更⾐動作

更⾐動作の観察と分析を通し
て、⽣活⾏為の分析を学習し
ます。

実技実習 グループワーク 上肢の運動学をしっかりと復
習しておくこと。 鈴⽊由美

⽣活⾏為の観察と分
析ー更⾐動作

第13回に引き続き、更⾐動作
の観察と分析を通して、⽣活
⾏為の分析を学習します。

実技実習 グループワーク

分析結果のまとめ・プレゼン
テーションの準備をするこ
と。
プレゼンテーション資料の提
出

鈴⽊由美

⽣活⾏為の観察と分
析

第13回、第14回で実施した内
容を、グループごとに15分以
内でプレゼンテーションしま
す。

プレゼンテーション
各グループのプレゼンテーシ
ョン内容を、配布資料ととも
に⾒返しておくこと。

鈴⽊由美

6. 4.12 (⾦) 1
6. 4.19 (⾦) 1
6. 4.26 (⾦) 1
6. 5.10 (⾦) 1
6. 5.17 (⾦) 1
6. 5.24 (⾦) 1
6. 5.31 (⾦) 1
6. 6.14 (⾦) 1
6. 6.21 (⾦) 1
6. 6.28 (⾦) 1
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教科書

参考書

ディプロマ・
ポリシーとの
関連

先修条件指定
科⽬

先修条件指定
科⽬において
あらかじめ修
得しておかな
ければならな
い科⽬

実務経験のあ
る教員

実務経験をい
かした教育内
容

教員の連絡先

備考

6. 7. 5  (⾦) 1
6. 7.12 (⾦) 1
6. 7.19 (⾦) 1
6. 7.24 (⽔) 1
6. 7.26 (⾦) 1

エッセンシャル・キネシオロジー（原著第3版）．Paul Jackson Mansfield（著）．⼸岡光徳（訳）．南江堂

・筋⾻格系のキネシオロジー．Neumann DA（著）．嶋⽥智明（訳）．医⻭薬出版
・姿勢と運動の⼒学がやさしくわかる本．勝平純司（著）．ナツメ社
・必要に応じてプリントを配布します。

理学2／理学5／作業2

⾮該当

⾮該当

加藤 浩 ：研究室36 hikato@yachts.ac.jp
佐藤 寿晃：研究室37 tsato@yachts.ac.jp
鈴⽊ 由美：研究室30 yusuzuki@yachts.ac.jp

動作の観察・分析は障がい構造を把握する上で、⽋かすことのできない重要な評価⼿段です。
普段の⽣活においても運動学的に観察・分析する思考パターンを⾝につけて下さい。
第12回〜第15回の⽣活⾏為の分析のプレゼンテーション（第15回）は、発表内容が多すぎて時間切れになってしまうグループが毎年出てい
ます。発表時間を守ることはプレゼンテーションの重要な要素です。
必ず事前に、全体を通して読み発表内容を絞り込んでください。
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授業科⽬ 科⽬英語表記

職名、担当教
員⽒名

科⽬責任者⽒
名

学内連絡教員
⽒名

学科／分野 学年

科⽬区分
必修・選択の
別

授業形態 開講時期 単位数

授業概要

到達⽬標

成績評価⽅法

成績評価基準

授業計画

回 授業項⽬ 学習内容 学習⽅法 授業外学習 授業ごとの担当教員

1

2

3

運動学演習 Kinesiology (Lab)

教 授 加藤 浩
准教授 南澤 忠儀
講 師 ⾚塚 清⽮
講 師 永瀬外希⼦
講 師 室伏 祐介
講 師 鈴⽊栄三郎

加藤 浩

理学療法学科 2年

専⾨ 理学療法学科ー必修

講義／演習 後期 1単位

運動学に基づく定量的な評価⽅法を少⼈数のグループ実習を通して教授する。健常者を対象として、運動⼒学、筋電図学を加えて運動を解析
する。具体的な実施⽅法を⽰すとともに、結果の解釈や評価⽅法の意義と限界についても解説する。

ディプロマ・ポリシー理学2／理学5に関連して
① 姿勢の基本的な評価と機器を⽤いた筋⼒・バランス機能の測定と評価⽅法の説明ができる。
② 歩⾏の速度因⼦の測定と評価⽅法の説明ができる。
③ 筋電図や三次元動作解析装置、床反⼒計を⽤いた動作分析の基本的な測定と評価⽅法の説明ができる。
④ データの基本的な解析や作図を表計算ソフトを⽤いて実施し、測定結果をまとめ、考察を加えて発表することができる。

課題レポート：60%         ［到達⽬標 ①・②・③を評価］
授業内でのプレゼンテーション：40% ［到達⽬標 ④を評価］

到達⽬標 ①・②・③
 特に優れている   ：課題内容を理解し、論理的に正しく、かつ明確に⼗分説明できる。
 優れている     ：課題内容を理解し、論理的に正しく、かつ明確に概ね説明できる。
 良好である     ：課題内容を理解し、論理的に正しく概ね説明できる。
 最低限の到達    ：⼀部不⼗分な所もあるが、ある程度説明できる。
 ⽬標に到達していない：説明できない。

到達⽬標 ④
 特に優れている   ：課題内容を理解し、構成⼒、表現⼒、説得⼒が⼗分なプレゼンテーションができる。
 優れている     ：課題内容を理解し、構成⼒、表現⼒、説得⼒が概ね⼗分なプレゼンテーションができる。
 良好である     ：課題内容を理解し、構成⼒、表現⼒、説得⼒がある程度⼗分なプレゼンテーションができる。
 最低限の到達    ：課題内容を理解し、⼀部不適切な部分はあるが、プレゼンテーションができる．
 ⽬標に到達していない：プレゼンテーションできない。

定量的評価⽅法とプ
レゼンテーション

臨床や研究に⽤いられている
運動学的、運動⼒学的評価⽅
法を紹介し、レポート、レジ
ュメ、スライド作成など、プ
レゼンテーション技術のポイ
ントについて説明します。

講義（聴講型）

予習課題
本講義は運動・動作分析の計
測に関する知識が必要です。
参考図書（計測法⼊⾨−計り
⽅・計る意味）等で予習して
おいて下さい。

加藤 浩

姿勢・筋⼒・筋活動
の基本的評価 (1)

実習Ⅰ：3班（A、B、C班）
に分かれて以下の課題を実習
する。
A班：姿勢の評価、⾝体重⼼
位置の推定
B班：筋⼒の定量的評価法
C班：筋電図による動作分析

グループワーク

予習課題
本講義は運動・動作分析の計
測に関する知識が必要です。
参考図書（計測法⼊⾨−計り
⽅・計る意味）等で予習して
おいて下さい。

加藤 浩
⾚塚 清⽮
永瀬 外希⼦

姿勢・筋⼒・筋活動
の基本的評価 (1)

実習Ⅰ：3班（A、B、C班）
に分かれて以下の課題を実習
する。
A班：姿勢の評価、⾝体重⼼
位置の推定
B班：筋⼒の定量的評価法
C班：筋電図による動作分析

グループワーク 予習課題
本講義は運動・動作分析の計
測に関する知識が必要です。
参考図書（計測法⼊⾨−計り
⽅・計る意味）等で予習して
おいて下さい。
復習課題
各班で与えられた課題の測定

加藤 浩
⾚塚 清⽮
永瀬 外希⼦
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4

5

6

7

8

9

10

11

結果をまとめ、レポートを作
成する。

姿勢・筋⼒・筋活動
の基本的評価 (2)

実習Ⅰ：3班（A、B、C班）
に分かれて以下の課題を実習
する。
C班：姿勢の評価、⾝体重⼼
位置の推定
A班：筋⼒の定量的評価法
B班：筋電図による動作分析

グループワーク

予習課題
本講義は運動・動作分析の計
測に関する知識が必要です。
参考図書（計測法⼊⾨−計り
⽅・計る意味）等で予習して
おいて下さい。

加藤 浩
⾚塚 清⽮
永瀬 外希⼦

姿勢・筋⼒・筋活動
の基本的評価 (2)

実習Ⅰ：3班（A、B、C班）
に分かれて以下の課題を実習
する。
C班：姿勢の評価、⾝体重⼼
位置の推定
A班：筋⼒の定量的評価法
B班：筋電図による動作分析

グループワーク

予習課題
本講義は運動・動作分析の計
測に関する知識が必要です。
参考図書（計測法⼊⾨−計り
⽅・計る意味）等で予習して
おいて下さい。
復習課題
各班で与えられた課題の測定
結果をまとめ、レポートを作
成する。

加藤 浩
⾚塚 清⽮
永瀬 外希⼦

姿勢・筋⼒・筋活動
の基本的評価 (3)

実習Ⅰ：3班（A、B、C班）
に分かれて以下の課題を実習
する。
B班：姿勢の評価、⾝体重⼼
位置の推定
C班：筋⼒の定量的評価法
A班：筋電図による動作分析

グループワーク

予習課題
本講義は運動・動作分析の計
測に関する知識が必要です。
参考図書（計測法⼊⾨−計り
⽅・計る意味）等で予習して
おいて下さい。

加藤 浩
⾚塚 清⽮
永瀬 外希⼦

姿勢・筋⼒・筋活動
の基本的評価 (3)

実習Ⅰ：3班（A、B、C班）
に分かれて以下の課題を実習
する。
B班：姿勢の評価、⾝体重⼼
位置の推定
C班：筋⼒の定量的評価法
A班：筋電図による動作分析

グループワーク

予習課題
本講義は運動・動作分析の計
測に関する知識が必要です。
参考図書（計測法⼊⾨−計り
⽅・計る意味）等で予習して
おいて下さい。
復習課題
各班で与えられた課題の測定
結果をまとめ、レポートを作
成する。

加藤 浩
⾚塚 清⽮
永瀬 外希⼦

動作やバランスの定
量的評価 (1)

実習Ⅱ：3班（A、B、C班）
に分かれて以下の課題を実習
する。
A班：三次元、床反⼒による
動作解析
B班：バランス評価（重⼼動
揺計）
C班：速度因⼦の測定と解析

グループワーク

予習課題
本講義は運動・動作分析の計
測に関する知識が必要です。
参考図書（計測法⼊⾨−計り
⽅・計る意味）等で予習して
おいて下さい。

南澤 忠儀
室伏 祐介
鈴⽊ 栄三郎

動作やバランスの定
量的評価 (1)

実習Ⅱ：3班（A、B、C班）
に分かれて以下の課題を実習
する。
A班：三次元、床反⼒による
動作解析
B班：バランス評価（重⼼動
揺計）
C班：速度因⼦の測定と解析

グループワーク

予習課題
本講義は運動・動作分析の計
測に関する知識が必要です。
参考図書（計測法⼊⾨−計り
⽅・計る意味）等で予習して
おいて下さい。
復習課題
各班で与えられた課題の測定
結果をまとめ、レポートを作
成する。

南澤 忠儀
室伏 祐介
鈴⽊ 栄三郎

動作やバランスの定
量的評価 (2)

実習Ⅱ：3班（A、B、C班）
に分かれて以下の課題を実習
する。
C班：三次元、床反⼒による
動作解析
A班：バランス評価（重⼼動
揺計）
B班：速度因⼦の測定と解析

グループワーク

予習課題
本講義は運動・動作分析の計
測に関する知識が必要です。
参考図書（計測法⼊⾨−計り
⽅・計る意味）等で予習して
おいて下さい。

南澤 忠儀
室伏 祐介
鈴⽊ 栄三郎

動作やバランスの定
量的評価 (2)

実習Ⅱ：3班（A、B、C班）
に分かれて以下の課題を実習
する。
C班：三次元、床反⼒による
動作解析
A班：バランス評価（重⼼動

グループワーク 予習課題
本講義は運動・動作分析の計
測に関する知識が必要です。
参考図書（計測法⼊⾨−計り
⽅・計る意味）等で予習して
おいて下さい。

南澤 忠儀
室伏 祐介
鈴⽊ 栄三郎
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12

13

14

15

⽇付

教科書

参考書

ディプロマ・
ポリシーとの
関連

先修条件指定
科⽬

先修条件指定
科⽬において
あらかじめ修
得しておかな
ければならな
い科⽬

実務経験のあ
る教員

揺計）
B班：速度因⼦の測定と解析

復習課題
各班で与えられた課題の測定
結果をまとめ、レポートを作
成する。

動作やバランスの定
量的評価 (3)

実習Ⅱ：3班（A、B、C班）
に分かれて以下の課題を実習
する。
B班：三次元、床反⼒による
動作解析
C班：バランス評価（重⼼動
揺計）
A班：速度因⼦の測定と解析

グループワーク

予習課題
本講義は運動・動作分析の計
測に関する知識が必要です。
参考図書（計測法⼊⾨−計り
⽅・計る意味）等で予習して
おいて下さい。

南澤 忠儀
室伏 祐介
鈴⽊ 栄三郎

動作やバランスの定
量的評価 (3)

実習Ⅱ：3班（A、B、C班）
に分かれて以下の課題を実習
する。
B班：三次元、床反⼒による
動作解析
C班：バランス評価（重⼼動
揺計）
A班：速度因⼦の測定と解析

グループワーク

予習課題
本講義は運動・動作分析の計
測に関する知識が必要です。
参考図書（計測法⼊⾨−計り
⽅・計る意味）等で予習して
おいて下さい。
復習課題
各班で与えられた課題の測定
結果をまとめ、レポートを作
成する。

南澤 忠儀
室伏 祐介
鈴⽊ 栄三郎

課題実習発表会 測定結果の発表を⾏い、教員
を交えて議論します。

プレゼンテーション
講義（議論型）

予習課題
発表に向けたパワーポイント
資料の作成
復習課題
発表で指摘・アドバイスされ
た事項の振り返りシートの提
出

全員

課題実習発表会 測定結果の発表を⾏い、教員
を交えて議論します。

プレゼンテーション
講義（議論型）

予習課題
発表に向けたパワーポイント
資料の作成
復習課題
発表で指摘・アドバイスされ
た事項の振り返りシートの提
出

全員

6. 9.30  (⽉) 3・4・5
6.10. 7  (⽉) 3・4
6.10.21 (⽉) 3・4
6.10.28 (⽉) 3・4
6.11.11 (⽉) 3・4
6.11.18 (⽉) 3・4
6.11.25 (⽉) 3・4

計測法⼊⾨−計り⽅・計る意味．内⼭靖、他(編)．協同医書出版社
エッセンシャル・キネシオロジー（原著第3版）．Paul Jackson Mansfield（著）、⼸岡光徳、他（監訳）．南江堂

理学2／理学5

⾮該当

⾮該当

12



実務経験をい
かした教育内
容

教員の連絡先

備考

加藤 浩  ：研究室36 hikato@yachts.ac.jp
南澤 忠儀 ：研究室18 tminamisawa@yachts.ac.jp
⾚塚 清⽮ ：研究室14 sakatsuka@yachts.ac.jp
永瀬 外希⼦：研究室23 tishiguri@yachts.ac.jp
室伏 祐介 ：研究室40 ymurofushi@yachts.ac.jp
鈴⽊ 栄三郎：理作共同研究室 esuzuki@yachts.ac.jp

3班に分かれて実習を⾏うので、各実習課題に合った服装で出席すること。

13



授業科⽬ 科⽬英語表記

職名、担当教
員⽒名

科⽬責任者⽒
名

学内連絡教員
⽒名

学科／分野 学年

科⽬区分
必修・選択の
別

授業形態 開講時期 単位数

授業概要

到達⽬標

成績評価⽅法

成績評価基準

授業計画

回 授業項⽬ 学習内容 学習⽅法 授業外学習 授業ごとの担当教員

1

2

3

4

5

運動療法学 Therapeutic Exercise

講師 永瀬 外希⼦

永瀬 外希⼦

理学療法学科 2年

専⾨ 理学療法学科ー必修

講義／演習 後期 2単位

理学療法における治療⼿段の主となる運動療法に関する授業の⼀つです。
基本的な運動療法の基礎と実践に関する講義と実技演習を⾏います。

ディプロマ・ポリシー理学2／理学5に関連して
① 運動療法の基礎知識、基本的運動療法⼿技およびその適応と禁忌などを説明できる。
② 基本的運動療法⼿技（徒⼿抵抗運動、関節可動域運動、徒⼿ストレッチ）を適切に実施できる。

筆記試験50％：到達⽬標①を評価
実技試験50％：到達⽬標②を評価

到達⽬標① 運動療法の基礎知識、基本的運動療法⼿技およびその適応と禁忌などを説明できる。
特に優れている   ：論理的に正しく、かつ明確に⼗分説明できる。
優れている     ：論理的に正しく、かつ明確に概ね説明できる。
良好である     ：論理的に正しく、概ね説明できる。
最低限の到達    ：⼀部不⼗分なところもあるが、ある程度説明できる。
⽬標に到達していない：説明できない。

到達⽬標② 基本的運動療法⼿技（徒⼿抵抗運動、関節可動域運動、徒⼿ストレッチ）を適切に実施できる。
特に優れている   ：正しく理解し、適切に実施できる。
優れている     ：正しく理解し、概ね実施できる。
良好である     ：正しく理解し、ある程度実施できる。
最低限の到達    ：⼀部不⼗分なところもあるが、ある程度実施できる。
⽬標に到達していない：実施できない。

運動療法総論

・運動療法の定義や⽅法、運
動療法の適応と禁忌、トレー
ニングの原理・原則について
講義を⾏う。
・運動療法を体験することで
理解を深められるようにす
る。

講義と実技

【予習課題】教科書の第1
章：総論を予習しておいてく
ださい。
【復習課題】教科書の第1
章：まとめを解いてくださ
い。

永瀬外希⼦

筋機能と運動療法
筋収縮様式、筋⼒増強の⽣理
学的効果、強度、時間につい
て講義を⾏う。

講義

【予習課題】教科書の第2
章：筋機能と運動療法を予習
しておいてください。
【復習課題】教科書の第2
章：まとめを解いてくださ
い。

永瀬外希⼦

徒⼿抵抗運動の実技
徒⼿抵抗運動について講義や
視聴覚教材を交えながら実技
を⾏う。

講義と実技
【復習課題】実技で実施した
徒⼿抵抗運動を復習しておい
てください。

永瀬外希⼦

関節可動性と運動療
法

関節の可動性、関節可動性の
制限因⼦、関節可動域運動に
ついて講義を⾏う。

講義

【予習課題】教科書の第3
章：関節可動性と運動療法を
予習しておいてください。
【復習課題】教科書の第3
章：まとめを解いてくださ
い。

永瀬外希⼦

関節可動域運動の実
技

関節可動域運動について講義
や視聴覚教材を交えながら実
技を⾏う。

講義と実技
【復習課題】実技で実施した
関節可動域運動を復習してお
いてください。

永瀬外希⼦
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6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

⽇付

徒⼿ストレッチの実
技（上肢）

上肢の徒⼿ストレッチについ
て講義や視聴覚教材を交えな
がら実技を⾏う。

講義と実技

【予習課題】教科書の第3
章：関節可動性と運動療法を
再度確認しておいてくださ
い。
【復習課題】実技で実施した
徒⼿ストレッチを復習してお
いてください。

永瀬外希⼦

徒⼿ストレッチの実
技（下肢）

下肢の徒⼿ストレッチについ
て講義や視聴覚教材を交えな
がら実技を⾏う。

講義と実技
【復習課題】実技で実施した
徒⼿ストレッチを復習してお
いてください。

永瀬外希⼦

バランス・協調性機
能と運動療法

姿勢・動作におけるバランス
機能、運動における協調性機
能と運動療法について実技を
交えながら講義を⾏う。

講義と実技

【予習課題】教科書の第4・8
章：バランス・協調性機能と
運動療法を予習しておいてく
ださい。
【復習課題】教科書の第4・8
章：まとめを解いてくださ
い。

永瀬外希⼦

呼吸、循環、代謝機
能と運動療法

呼吸、循環、代謝機能と運動
療法について実技を交えなが
ら講義を⾏う。

講義と実技

【予習課題】教科書の第5〜7
章：呼吸・循環・代謝機能と
運動療法を予習しておいてく
ださい。
【復習課題】教科書の第5〜7
章：まとめを解いてくださ
い。

永瀬外希⼦

中枢・末梢神経機能
と運動療法

中枢・末梢神経機能と運動療
法について実技を交えながら
講義を⾏う。

講義と実技

【予習課題】教科書の第9〜
10章：中枢・末梢神経機能と
運動療法を予習しておいてく
ださい。
【復習課題】教科書の第9〜
10章：まとめを解いてくださ
い。

永瀬外希⼦

前庭機能、加齢によ
る運動機能変化と運
動療法

前庭機能、加齢による運動機
能変化と運動療法について実
技を交えながら講義を⾏う。

講義と実技

【予習課題】教科書の第11〜
12章：前庭機能・加齢による
運動機能変化と運動療法を予
習しておいてください。
【復習課題】教科書の第11〜
12章：まとめを解いてくださ
い。

永瀬外希⼦

基本動作、運動学習
と運動療法

基本動作、運動学習と運動療
法について実技を交えながら
講義を⾏う。

講義と実技

【予習課題】教科書の第13
章：基本動作と運動療法を予
習しておいてください。
【復習課題】教科書の第13
章：まとめを解いてくださ
い。

永瀬外希⼦

運動学習と運動療法

運動療法における運動学習の
基本、運動学習理論、実践例
について実技を交えて講義す
る。

講義と実技

【予習課題】教科書の第14
章：運動学習と運動療法を予
習しておいてください。
【復習課題】教科書の第14
章：まとめを解いてくださ
い。

永瀬外希⼦

運動療法技術の確認
と振り返り

運動療法技術である徒⼿抵抗
運動を適切に実施できるかを
確認する。

実技

【予習課題】実技で⾏った徒
⼿抵抗運動を練習しておいて
ください。
【復習課題】指摘事項があれ
ば修正して練習してくださ
い。

永瀬外希⼦

運動療法技術の確認
と振り返り

運動療法技術である関節可動
域運動、徒⼿ストレッチを適
切に実施できるかを確認す
る。

実技

【予習課題】実技で⾏った関
節可動域運動、徒⼿ストレッ
チを練習しておいてくださ
い。
【復習課題】指摘事項があれ
ば修正して練習してくださ
い。

永瀬外希⼦

6. 9.27  (⾦) 3
6.10. 4  (⾦) 4・5
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教科書

参考書

ディプロマ・
ポリシーとの
関連

先修条件指定
科⽬

先修条件指定
科⽬において
あらかじめ修
得しておかな
ければならな
い科⽬

実務経験のあ
る教員

実務経験をい
かした教育内
容

教員の連絡先

備考

6.10.11 (⾦) 3・4
6.10.18 (⾦) 1・2
6.10.25 (⾦) 3・4
6.11. 1  (⾦) 3・4
6.11. 8  (⾦) 3・4
6.11.15 (⾦) 3・4

Crosslink 理学療法学テキスト 運動療法学．対⾺栄輝（編）．メジカルビュー社 

・最新運動療法⼤全 基礎と実践＆エビデンス情報．⿊澤 和⽣（監）．ガイアブックス
・運動療法学 障害別アプローチの理論と実際 第2版．市橋則明（編）．⽂光堂

理学2／理学5

⾮該当

⾮該当

永瀬外希⼦：23研究室（tishiguri@yachts.ac.jp）

運動のしやすい服装で参加してください。
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授業科⽬ 科⽬英語表記

職名、担当教
員⽒名

科⽬責任者⽒
名

学内連絡教員
⽒名

学科／分野 学年

科⽬区分
必修・選択の
別

授業形態 開講時期 単位数

授業概要

到達⽬標

成績評価⽅法

成績評価基準

授業計画

回 授業項⽬ 学習内容 学習⽅法 授業外学習 授業ごとの担当教員

1

2

3

4

理学療法管理運営論 Physical Therapy Service Management

講   師 ⾚塚 清⽮
⾮常勤講師 渡邉 好孝
教   授 鈴⽊ 克彦
講   師 永瀬外希⼦
講   師 室伏 祐介
講   師 鈴⽊栄三郎
助   教 ⼯藤 ⼤輔

⾚塚 清⽮

理学療法学科 4年

専⾨ 理学療法学科ー必修

講義／演習 後期 2単位

理学療法⼠として社会の⼀員として働く上で必要な管理運営（マネジメント）の考え⽅を教授する。
学習者の⼈⽣に役⽴つ「学びとは」、価値創造、⽬的志向、⽬標の設定等を論じ「仕事とは何か」を教授する。
仕事とは何かを論じ、学⽣⾃⾝の今後の⼈⽣に崇⾼な⽬的・⽬標を掲げられるよう教授する。
DX時代（Iot、AI等）の進化と社会変化に対応し、役割・⽴場を理解して社会課題の解決に向けた⾏動できるよう教授する。
理学療法⼠として過ごす⼈⽣での幅広いキャリア形成を教授する。

ディプロマ・ポリシー理学3／理学5に関連して
認知領域
① 働く思考⼿順を理解し、仕事・業務・作業の組み⽴てができる。
情意領域
② 他職種の働きをVTRにて観賞し、そこからの学びを通してディスカッションし“仕事の原点”（仕事の志、到達したい夢）を説明できる。⾃
らの仕事の⼤原点を確認し他者に表現できる。
精神運動領域
③ 働くことから創出される価値をセルフアセスメントし客観的に組織と⾃⾝の仕事を評価できる。
 ＊⽣きることの意味、健康の意味、予防の意味を理解し未来向き志向を養う。
 ＊経営資源である「⼈」の管理の、⽬的・⽬標を理解し論じることができる。
 ＊「深い⼈間理解とそれに基づく愛」によって、⼈⽣・仕事・愛・幸せを論じることができる。

課題レポート 100%  到達⽬標①・②・③

到達⽬標①・②・③

特に優れている   ； 適切で⼗分な根拠をふまえて論理的に説明できる
優れている     ； 根拠をふまえて論理的に説明できる
良好である     ； 根拠を⽤いてある程度論理的に説明できる
最低限の到達    ； 根拠は乏しいがある程度論理的に説明できる
⽬標に到達していない； 説明できない

管理運営（マネジメ
ント）で重視する考
え⽅ 総論

理学療法⼠が⽬指す理想的な
姿に照らして、現代のDigital
社会と近未来に予測されれる
環境変化から将来の問題と課
題のに取り組むためのマネジ
メントを知る。

講義
対話による知の創造

政治や経済とリハビリテーシ
ョン・理学療法の関りを学ぶ 渡邉好孝

世界と⽇本の社会課
題に取り組む
予防（管理）は何の
ために必要なのかを
理解する

仕事や業務管理をする上で何
を予防するのかを知る。ヒュ
ーマンエラーを知る。

講義
対話による知の創造

政治や経済とリハビリテーシ
ョン・理学療法の関りを学ぶ 渡邉好孝

提供価値・顧客認
識・競争認識・経営
資源認識

理学療法⼠が提供する価値と
は何か。顧客認識と競争社会
を認識する。理学療法⼠とし
て経営とは何か、その資源と
はを何かを理解する。

講義
対話による知の創造

政治や経済とリハビリテーシ
ョン・理学療法の関りを学ぶ 渡邉好孝

業務の管理                   
仕事のリーダーシッ

管理者とリーダー、役割と⽴
場の違いを知る。個⼈と組織

講義
対話による知の創造

政治や経済とリハビリテーシ
ョン・理学療法の関りを学ぶ

渡邉好孝
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5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

⽇付

教科書

参考書

ディプロマ・
ポリシーとの
関連

先修条件指定
科⽬

先修条件指定
科⽬において
あらかじめ修
得しておかな
ければならな
い科⽬

プ              
社会的責任                   
⼈材育成

の社会的責任を知る。キャリ
アの考え⽅とライフステージ
と働き⽅、⼈を育てる仕事と
は何かを知る。

顧客市場の理解と経
営資源の理解         
ブランディング

マーケッティングとは何か、
顧客⼼理と経営資源管理の意
味を知る。

講義
対話による知の創造 他職種
をVTR鑑賞

政治や経済とリハビリテーシ
ョン・理学療法の関りを学ぶ 渡邉好孝

個⼈と組織の仕事の
原点を知る           
Vision、Missionの考
え⽅

マネジメントの基本的考え⽅
を学び、⽬的（戦略）、⽬標
（戦術）⽴案し⾏動すること
の意味を知る。

講義
対話による知の創造 他職種
をVTR鑑賞

政治や経済とリハビリテーシ
ョン・理学療法の関りを学ぶ 渡邉好孝

リスク
イノベーションのリスク。価
値創造のリスク。組織と個⼈
の習慣のリスク知る。

講義
対話による知の創造

政治や経済とリハビリテーシ
ョン・理学療法の関りを学ぶ 渡邉好孝

PDCA
OODA
PREP

セルフアセスメントを学ぶ。
情報と時間・空間と存在・⼈
間と繋がりから、情報と⾏動
の関係を知る。

講義
対話による知の創造

政治や経済とリハビリテーシ
ョン・理学療法の関りを学ぶ 渡邉好孝

報告・連絡・相談
報告・連絡・相談の根本を知
る。欲求と願望、確認・承
認・教育の意味を知る。

講義
対話による知の創造

政治や経済とリハビリテーシ
ョン・理学療法の関りを学ぶ 渡邉好孝

理学療法の倫理と教
育

コンプライアンス・法令違
反・ハラスメント 講義

予習
理学療法⼠協会のHPにアク
セスし倫理について調べて下
さい。
復習
振り返りシートの提出

室伏祐介

理学療法の倫理と教
育

医療広告ガイドライン・利害
衝突・コンフリクトマネージ
メントの概要を解説し、実例
を提⽰しながら講義する。

講義+討論
レポート課題
授業の最後に課題を提⽰しま
す。

鈴⽊克彦

理学療法の倫理と教
育 理学療法教育の歴史と内容 講義、グループワーク、発表 復習課題

レポート課題を提出する。 永瀬外希⼦

理学療法の倫理と教
育

理学療法⼠国家試験の出題基
準 講義+演習 復習課題

レポート課題を提出する。 ⼯藤⼤輔

理学療法の倫理と教
育

診療参加型臨床実習・臨床実
習前後の評価 講義+演習 復習課題

レポート課題を提出する。 ⾚塚清⽮

理学療法の倫理と教
育

臨床教育の⽅法・⽣涯学習制
度 講義＋演習 復習課題

レポート課題を提出する。 鈴⽊栄三郎

6.9.17   (⽕) 3・4・5
6.9.24   (⽕) 3・4・5
6.10. 4  (⾦) 3・4・5
6.10. 8  (⽕) 3・4
6.10.15 (⽕) 3・4
6.10.22 (⽕) 3・4

指定なし。 講義・演習に必要な資料は配布する。

理学3／理学5

⾮該当

⾮該当
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実務経験のあ
る教員

実務経験をい
かした教育内
容

教員の連絡先

備考

⾚塚 清⽮：研究室14 sakatsuka@yachts.ac.jp
渡邉 好孝：松⽥病院 w.yoshitaka1006@gmail.com
鈴⽊ 克彦：研究室31 ksuzuki@yachts.ac.jp
永瀬外希⼦：研究室23 tishiguri@yachts.ac.jp
室伏 祐介：研究室40 ymurofushi@yachts.ac.jp
鈴⽊栄三郎：理・作共同研究室 esuzuki@yachts.ac.jp
⼯藤 ⼤輔：理・作共同研究室 dkudo@yachts.ac.jp
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授業科⽬ 科⽬英語表記

職名、担当教
員⽒名

科⽬責任者⽒
名

学内連絡教員
⽒名

学科／分野 学年

科⽬区分
必修・選択の
別

授業形態 開講時期 単位数

授業概要

到達⽬標

成績評価⽅法

成績評価基準

授業計画

回 授業項⽬ 学習内容 学習⽅法 授業外学習 授業ごとの担当教員

1

2

3

4

理学療法検査技術学Ⅰ Physical Therapy Examination Ⅰ

教 授 鈴⽊ 克彦
講 師 室伏 祐介
講 師 永瀬外希⼦

鈴⽊ 克彦

理学療法学科 1年

専⾨ 理学療法学科ー必修

講義／演習 後期 1単位

理学療法評価および治療⼿技に必要な触診技術と形態測定技術を⾝につけるため、実技をとおして教授する。

ディプロマ・ポリシー理学2／理学5に関連して
① 理学療法に必要な主要な⾻・関節・筋・神経・⾎管の解剖学について説明できる。
② 理学療法に必要な主要な⾻・関節・筋・神経・⾎管を触診できる。
③ 四肢⻑および周径測定の⽬的を説明し、計測できる。

筆記試験 40％ 到達⽬標①・③
実技試験 60％ 到達⽬標②・③

到達⽬標①
特に優れている   ； 適切で⼗分で明確な説明ができる
優れている     ； 適切で明確な説明ができる
良好である     ； ある程度適切な説明ができる
最低限の到達    ； 正確性に乏しいところはあるが説明できる
⽬標に到達していない； 説明できない

到達⽬標②・③
特に優れている   ； 適切な⼿順で⼗分正確に触診ならびに計測ができる
優れている     ；適切な⼿順で正確に触診ならびに計測ができる
良好である     ；適切な⼿順である程度正確に触診ならびに計測ができる
最低限の到達    ； ある程度の⼿順で触診ならびに計測が⾏えるが、技術の正確性に⽋ける部分がある
⽬標に到達していない； 触診ならびに計測の説明と実施ができない

触診：総論・肩関節

触診技術の概要を解説する。
肩関節に関連する⾻、関節、
筋、神経、⾎管の触診技術を
実技を通して解説する。

事前学習型授業（講義）＋実
技

予習課題
教科書（触診解剖学アトラ
ス）該当ページを予習してお
いてください。

鈴⽊ 克彦

触診：肩関節
肩関節に関連する⾻、関節、
筋、神経、⾎管の触診技術を
実技を通して解説する。

事前学習型授業（講義）＋実
技

予習課題
教科書（触診解剖学アトラ
ス）と配布資料の該当ページ
を予習しておいてください。
復習課題
講義内容の振り返りシートを
提出してください。

鈴⽊ 克彦

触診：上腕・肘関節
上腕部と肘関節の⾻、関節、
筋、神経、⾎管の触診技術を
実技を通して解説する。

事前学習型授業（講義）＋実
技

予習課題
教科書（触診解剖学アトラ
ス）と配布資料の該当ページ
を予習しておいてください。
復習課題
講義内容の振り返りシートを
提出してください。

鈴⽊ 克彦

触診：前腕
前腕部の⾻、関節、筋、神
経、⾎管の触診技術を実技を
通して解説する。

事前学習型授業（講義）＋実
技

予習課題
教科書（触診解剖学アトラ
ス）と配布資料の該当ページ
を予習しておいてください。
復習課題
講義内容の振り返りシートを
提出してください。

鈴⽊ 克彦
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5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

⽇付

触診：⼿関節・⼿指
⼿関節・⼿指の⾻、関節、
筋、神経、⾎管の触診技術を
実技を通して解説する。

事前学習型授業（講義）＋実
技

予習課題
教科書（触診解剖学アトラ
ス）と配布資料の該当ページ
を予習しておいてください。
復習課題
講義内容の振り返りシートを
提出してください。

鈴⽊ 克彦

触診：頸部
頸部の⾻、関節、筋、神経、
⾎管の触診技術を実技を通し
て解説する。

事前学習型授業（講義）＋実
技

予習課題
教科書（触診解剖学アトラ
ス）と配布資料の該当ページ
を予習しておいてください。
復習課題
講義内容の振り返りシートを
提出してください。

鈴⽊ 克彦

触診：体幹
体幹部の⾻、関節、筋、神
経、⾎管の触診技術を実技を
通して解説する。

事前学習型授業（講義）＋実
技

予習課題
教科書（触診解剖学アトラ
ス）と配布資料の該当ページ
を予習しておいてください。
復習課題
講義内容の振り返りシートを
提出してください。

鈴⽊ 克彦

触診：⾻盤・股関節
股関節に関連する⾻、関節、
筋、神経、⾎管の触診技術を
実技を通して解説する。

事前学習型授業（講義）＋実
技

予習
教科書の該当ページを⼀読し
ておくこと
復習
振り返りシートの提出

室伏 祐介

触診：⼤腿部

股関節・膝関節に関連する
⾻、関節、筋、神経、⾎管の
触診技術を実技を通して解説
する。

事前学習型授業（講義）＋実
技

予習
教科書の該当ページを⼀読し
ておくこと
復習
振り返りシートの提出

室伏 祐介

触診：膝関節
膝関節に関連する⾻、関節、
筋、神経、⾎管の触診技術を
実技を通して解説する。

事前学習型授業（講義）＋実
技

予習
教科書の該当ページを⼀読し
ておくこと
復習
振り返りシートの提出

室伏 祐介

触診：下腿部

膝関節・⾜関節に関連する
⾻、関節、筋、神経、⾎管の
触診技術を実技を通して解説
する。

事前学習型授業（講義）＋実
技

予習
教科書の該当ページを⼀読し
ておくこと
復習
振り返りシートの提出

室伏 祐介

触診：⾜関節・⾜部
⾜関節に関連する⾻、関節、
筋、神経、⾎管の触診技術を
実技を通して解説する。

事前学習型授業（講義）＋実
技

予習
教科書の該当ページを⼀読し
ておくこと
復習
振り返りシートの提出

室伏 祐介

形態測定：総論

形態測定の種類や注意事項を
解説する。
形態計測の実際について実技
を交えて解説する。

事前学習型授業（講義）＋実
技

予習課題
教科書「理学療法評価学」該
当ページ（第3章：形態測定）
を予習しておくこと
復習課題
授業における振り返りの提出

永瀬外希⼦

形態測定：四肢⻑
形態計測の評価の⼀つである
四肢⻑について実技を交えて
解説する。

事前学習型授業（講義）＋実
技

予習課題
教科書「理学療法評価学」該
当ページ（第3章：形態測定）
を予習しておくこと
復習課題
授業における振り返りの提出

永瀬外希⼦

形態測定：周径
形態計測の評価の⼀つである
周径について実技を交えて解
説する。

事前学習型授業（講義）＋実
技

予習課題
教科書「理学療法評価学」該
当ページ（第3章：形態測定）
を予習しておくこと
復習課題
授業における振り返りの提出

永瀬外希⼦
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教科書

参考書

ディプロマ・
ポリシーとの
関連

先修条件指定
科⽬

先修条件指定
科⽬において
あらかじめ修
得しておかな
ければならな
い科⽬

実務経験のあ
る教員

実務経験をい
かした教育内
容

教員の連絡先

備考

・触診解剖学アトラス．奈良勲（監訳）．医学書院
・理学療法評価学 第6版補訂版．松澤正・江⼝ 勝彦（著）．⾦原出版

運動療法のための機能解剖学的触診技術 上肢・下肢 第２版．林典雄（著）．メジカルビュー

理学2／理学5

⾮該当

⾮該当

鈴⽊ 克彦（理学療法⼠）
室伏 祐介（理学療法⼠）
永瀬外希⼦（理学療法⼠）

鈴⽊ 克彦：研究室31 ksuzuki@yachts.ac.jp
室伏 祐介：研究室40 ymurofushi@yachts.ac.jp
永瀬外希⼦：研究室23 tishiguri@yachts.ac.jp

実技ができる服装で出席すること。
第13回-15回では、各⾃メジャーを持参し、服装はジャージのインナーに肩を表出できるTシャツと⼤腿全体を表出できる半ズボンを着⽤す
ること。
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授業科⽬ 科⽬英語表記

職名、担当教
員⽒名

科⽬責任者⽒
名

学内連絡教員
⽒名

学科／分野 学年

科⽬区分
必修・選択の
別

授業形態 開講時期 単位数

授業概要

到達⽬標

成績評価⽅法

成績評価基準

授業計画

回 授業項⽬ 学習内容 学習⽅法 授業外学習 授業ごとの担当教員

1

2

3

4

理学療法検査技術学Ⅱ Physical Therapy Examination Ⅱ

講師 ⾚塚 清⽮
教授 鈴⽊ 克彦
講師 室伏 祐介
講師 永瀬外希⼦
講師 鈴⽊栄三郎

⾚塚 清⽮

理学療法学科 2年

専⾨ 理学療法学科ー必修

講義／演習 前期 1単位

理学療法評価に⽋かせない、関節可動域（ROM）測定、徒⼿筋⼒検査法（MMT）、筋⻑検査の意義や⼿技を学び習得する。

ディプロマポリシー理学2／理学5に関連して
① 各種理学療法評価の⽅法や判定について説明できる。
② ROM測定を的確に実施することができる。
③ MMTの適切なオリエンテーションと迅速かつ正確な検査を実施することができる。
④ ⼆関節筋の筋⻑検査を的確に実施し、判定することができる。

筆記試験（50%）到達⽬標の①を評価
実技試験（50%）到達⽬標の①〜④を評価

到達⽬標①
特に優れている   ；正しく明確に、⼗分説明できる。
優れている     ；正しく明確に、概ね説明できる。
良好である     ；正しく、概ね説明できる。
最低限の到達    ；⼀部不⼗分なところもあるが、ある程度説明できる。
⽬標に到達していない；説明できない。

到達⽬標①〜④
特に優れている   ；適切で明確な説明ができ、⼗分正確な検査⼿技が実施できる。
優れている     ；明確な説明ができ、正確な検査⼿技が実施できる。
良好である     ；明確な説明ができ、ある程度正確な検査⼿技が実施できる。
最低限の到達    ；ある程度の内容の説明ができ、正確ではないがある程度の検査⼿技が実施できる。
⽬標に到達していない；説明できず、検査⼿技が実施できない。

ROM①総論 関節可動域表⽰ならびに測定
法の総論 講義と実技演習

予習課題
教科書（理学療法評価学）の
第4章関節可動域Ⅰ〜Ⅷを予
習する。

⾚塚清⽮
鈴⽊栄三郎

ROM②上肢（肩関
節、肘関節、前腕、
⼿関節、⼿指）

上肢（肩関節、肘関節、前
腕、⼿関節、⼿指）の関節可
動域表⽰ならびに測定法

講義と実技演習

予習課題
教科書（理学療法評価学）の
第4章関節可動Ⅸ関節可動域
の実際を予習する。
復習課題
第２回⽬で習得した内容につ
いて、反復練習を⾏う。

⾚塚清⽮
鈴⽊栄三郎

ROM③上肢（肩関
節、肘関節、前腕、
⼿関節、⼿指）

上肢（肩関節、肘関節、前
腕、⼿関節、⼿指）の関節可
動域表⽰ならびに測定法

講義と実技演習

予習課題
教科書（理学療法評価学）の
第4章関節可動Ⅸ関節可動域
の実際を予習する。
復習課題
第３回⽬で習得した内容につ
いて、反復練習を⾏う。

⾚塚清⽮
鈴⽊栄三郎

ROM④上肢（肩関
節、肘関節、前腕、
⼿関節、⼿指）

上肢（肩関節、肘関節、前
腕、⼿関節、⼿指）の関節可
動域表⽰ならびに測定法

講義と実技演習 予習課題
教科書（理学療法評価学）の
第4章関節可動Ⅸ関節可動域

⾚塚清⽮
鈴⽊栄三郎
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5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

の実際を予習する。
復習課題
第４回⽬で習得した内容につ
いて、反復練習を⾏う。

ROM⑤下肢（股関
節、膝関節、⾜関
節、頚部、体幹）

下肢（股関節、膝関節、⾜関
節、頚部、体幹）の関節可動
域表⽰ならびに測定法

講義と実技演習

予習課題
教科書（理学療法評価学）の
第4章関節可動Ⅸ関節可動域
の実際を予習する。
復習課題
第５回⽬で習得した内容につ
いて、反復練習を⾏う。

⾚塚清⽮
鈴⽊栄三郎

ROM⑥下肢（股関
節、膝関節、⾜関
節、頚部、体幹）

下肢（股関節、膝関節、⾜関
節、頚部、体幹）の関節可動
域表⽰ならびに測定法

講義と実技演習

予習課題
教科書（理学療法評価学）の
第4章関節可動Ⅸ関節可動域
の実際を予習する。
復習課題
第６回⽬で習得した内容につ
いて、反復練習を⾏う。

⾚塚清⽮
鈴⽊栄三郎

ROM⑦下肢（股関
節、膝関節、⾜関
節、頚部、体幹）

下肢（股関節、膝関節、⾜関
節、頚部、体幹）の関節可動
域表⽰ならびに測定法

講義と実技演習

予習課題
教科書（理学療法評価学）の
第4章関節可動Ⅸ関節可動域
の実際を予習する。
復習課題
第７回⽬で習得した内容につ
いて、反復練習を⾏う。

⾚塚清⽮
鈴⽊栄三郎

MMT①下肢
総論、股関節、膝関
節

総論、股関節および膝関節の
MMTについて要点を説明
し、実技演習を⾏う。

講義と実技演習 実技練習を反復すること。 室伏祐介

MMT②下肢
股関節、膝関節

股関節および膝関節のMMT
について要点を説明し、実技
演習を⾏う。

講義と実技演習 実技練習を反復すること。 室伏祐介

MMT③下肢
⾜関節、⾜部

⾜関節および⾜部のMMTに
ついて要点を説明し、実技演
習を⾏う。

講義と実技演習 実技練習を反復すること。 室伏祐介

MMT④下肢
⾜関節、⾜部、体幹

⾜関節および⾜部、体幹の
MMTについて要点を説明
し、実技演習を⾏う。

講義と実技演習 実技練習を反復すること。 室伏祐介

MMT⑤上肢
肩関節・上肢帯

肩関節および上肢帯のMMT
について要点を説明し、実技
演習を⾏う。

講義と実技演習

予習課題
実技実習の習得のために教科
書（新・徒⼿筋⼒検査法）第
5章 上肢の筋⼒テスト
（pp93〜153）を読んでおい
てください。
復習課題
講義内容の振り返りシートを
提出してください。

鈴⽊克彦

MMT⑥上肢
肘関節・前腕・⼿関
節

肘関節・前腕・⼿関節の
MMTについて要点を説明
し、実技演習を⾏う。

講義と実技演習

予習課題
実技実習の習得のために教科
書（新・徒⼿筋⼒検査法）第
5章 上肢の筋⼒テスト
（pp154〜182）を読んでお
いてください。
復習課題
講義内容の振り返りシートを
提出してください。

鈴⽊克彦

MMT⑦上肢
⼿指・頸部

⼿指・頸部のMMTについて
要点を説明し、実技演習を⾏
う。

講義と実技演習

予習課題
実技実習の習得のために教科
書（新・徒⼿筋⼒検査法）第
3章 頚筋のテスト（pp23
〜）、第5章 上肢の筋⼒テス
ト（pp183〜221）を読んで
おいてください。
復習課題
講義内容の振り返りシートを
提出してください。

鈴⽊克彦
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15

⽇付

教科書

参考書

ディプロマ・
ポリシーとの
関連

先修条件指定
科⽬

先修条件指定
科⽬において
あらかじめ修
得しておかな
ければならな
い科⽬

実務経験のあ
る教員

実務経験をい
かした教育内
容

教員の連絡先

備考

筋⻑検査
下肢の短縮筋の判定⽅法につ
いて要点を説明し、筋⻑検査
法の実技演習を⾏う。

講義と実技演習 ⼆関節筋の起始・停⽌と作⽤
を復習しておくこと。 永瀬外希⼦

6. 4.10 (⽔) 3
6. 4.17 (⽔) 3・4
6. 4.24 (⽔) 3・4
6. 5. 1  (⽔) 3・4
6. 5. 8  (⽔) 3・4
6. 5.15 (⽔) 3・4
6. 5.22 (⽔) 3・4
6. 5.29 (⽔) 3・4

・PT ・ OTのための測定評価シリーズ ROM測定．福⽥修（監）．三輪書店
・新・徒⼿筋⼒検査法．津⼭直⼀・中村耕三（訳）．協同医書出版
・理学療法評価学 第6版補訂版．松澤正・江⼝ 勝彦（著）．⾦原出版株式会社

標準理学療法学 専⾨分野 理学療法評価学．奈良 勲（監）内⼭ 靖・岩井 信彦（編）．医学書院

理学2／理学5

⾮該当

⾮該当

⾚塚 清⽮：研究室14 sakatsuka@yachts.ac.jp
鈴⽊ 克彦：研究室31 ksuzuki@yachts.ac.jp
室伏 祐介：研究室40 ymurofushia@yachts.ac.jp
永瀬外希⼦：研究室23 tishiguri@yachts.ac.jp
鈴⽊栄三郎：理作共同研究室 esuzuki@yachts.ac.jp

実技が可能な服装で参加してください。
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授業科⽬ 科⽬英語表記

職名、担当教
員⽒名

科⽬責任者⽒
名

学内連絡教員
⽒名

学科／分野 学年

科⽬区分
必修・選択の
別

授業形態 開講時期 単位数

授業概要

到達⽬標

成績評価⽅法

成績評価基準

授業計画

回 授業項⽬ 学習内容 学習⽅法 授業外学習 授業ごとの担当教員

1

2

3

4

5

6

7

理学療法検査技術学演習 Practice of Physical Therapy Examination

講師 ⾚塚 清⽮
講師 永瀬外希⼦
講師 室伏 祐介
講師 鈴⽊栄三郎

⾚塚 清⽮

理学療法学科 2年

専⾨ 理学療法学科ー必修

講義／演習 後期 1単位

臨床的状況で適切に検査を実施できるようになるために、基本的な理学療法検査技術を⽤いた臨床的な展開⽅法を教授する。

ディプロマポリシー理学2／理学5に関連して、
① 対象者の安全に配慮ができ、適切な態度や⾔葉遣いで接することができる。
② 臨床的な状況に応じて、適切な検査項⽬を選択し、その検査を適切に実施することができる。

実技試験（100%）にて、到達⽬標の①②を評価。

到達⽬標①②
 特に優れている   ：正しく理解し、⼗分実施できる。
 優れている     ：正しく理解し、概ね実施できる。
 良好である     ：正しく理解し、ある程度実施できる。
 最低限の到達    ：⼀部不⼗分な所もあるが、ある程度実施できる。
 ⽬標に到達していない：実施できない。

理学療法検査技術の
臨床的展開⽅法と
ROM-Tの実際

オリエンテーション
基本的な理学療法検査技術の
臨床的な展開⽅法とROM-Tの
実施⽅法について講義・演習
する。

講義と演習
技術の習得度を⾼めるために
⾃主的な学習・練習を⾏うこ
とが望ましい。

⾚塚清⽮

医療⾯接・バイタル
サイン計測の実際

医療⾯接における基本的な態
度と臨床におけるバイタルサ
イン計測の実施⽅法を講義・
演習する。

講義と演習
技術の習得度を⾼めるために
⾃主的な学習・練習を⾏うこ
とが望ましい。

鈴⽊栄三郎

MMTの実際
臨床的状況におけるMMTの
実施⽅法について講義・演習
する。

講義と演習

予習
MMTの⽅法について復習を
しておいてください。
復習
振り返りシートの提出

室伏祐介

肢⻑、周径の実際
臨床的状況における肢⻑、周
径の実施⽅法について講義・
演習する。

講義と演習
技術の習得度を⾼めるために
⾃主的な学習・練習を⾏うこ
とが望ましい。

永瀬外希⼦

実技演習①

臨床的状況に応じて、バイタ
ルサイン計測、ROM-T、
MMT、肢⻑と周計の計測が
適切に実施できる技術を習得
するための演習を⾏う。

演習
技術の習得度を⾼めるために
⾃主的な学習・練習を⾏うこ
とが望ましい。

⾚塚清⽮
永瀬外希⼦
室伏祐介
鈴⽊栄三郎

実技演習②

臨床的状況に応じて、バイタ
ルサイン計測、ROM-T、
MMT、肢⻑と周計の計測が
適切に実施できる技術を習得
するための演習を⾏う。

演習
技術の習得度を⾼めるために
⾃主的な学習・練習を⾏うこ
とが望ましい。

⾚塚清⽮
永瀬外希⼦
室伏祐介
鈴⽊栄三郎

実技演習③ 臨床的状況に応じて、バイタ
ルサイン計測、ROM-T、
MMT、肢⻑と周計の計測が

演習 技術の習得度を⾼めるために
⾃主的な学習・練習を⾏うこ
とが望ましい。

⾚塚清⽮
永瀬外希⼦
室伏祐介
鈴⽊栄三郎
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8

9

10

11

12

13

14

15

⽇付

教科書

参考書

ディプロマ・
ポリシーとの
関連

先修条件指定
科⽬

先修条件指定
科⽬において
あらかじめ修
得しておかな

適切に実施できる技術を習得
するための演習を⾏う。

実技演習④

臨床的状況に応じて、バイタ
ルサイン計測、ROM-T、
MMT、肢⻑と周計の計測が
適切に実施できる技術を習得
するための演習を⾏う。

演習
技術の習得度を⾼めるために
⾃主的な学習・練習を⾏うこ
とが望ましい。

⾚塚清⽮
永瀬外希⼦
室伏祐介
鈴⽊栄三郎

実技演習⑤

臨床的状況に応じて、バイタ
ルサイン計測、ROM-T、
MMT、肢⻑と周計の計測が
適切に実施できる技術を習得
するための演習を⾏う。

演習
技術の習得度を⾼めるために
⾃主的な学習・練習を⾏うこ
とが望ましい。

⾚塚清⽮
永瀬外希⼦
室伏祐介
鈴⽊栄三郎

実技演習⑥

臨床的状況に応じて、バイタ
ルサイン計測、ROM-T、
MMT、肢⻑と周計の計測が
適切に実施できる技術を習得
するための演習を⾏う。

演習
技術の習得度を⾼めるために
⾃主的な学習・練習を⾏うこ
とが望ましい。

⾚塚清⽮
永瀬外希⼦
室伏祐介
鈴⽊栄三郎

実技演習⑦

臨床的状況に応じて、バイタ
ルサイン計測、ROM-T、
MMT、肢⻑と周計の計測が
適切に実施できる技術を習得
するための演習を⾏う。

演習
技術の習得度を⾼めるために
⾃主的な学習・練習を⾏うこ
とが望ましい。

⾚塚清⽮
永瀬外希⼦
室伏祐介
鈴⽊栄三郎

実技演習⑧

臨床的状況に応じて、バイタ
ルサイン計測、ROM-T、
MMT、肢⻑と周計の計測が
適切に実施できる技術を習得
するための演習を⾏う。

演習
技術の習得度を⾼めるために
⾃主的な学習・練習を⾏うこ
とが望ましい。

⾚塚清⽮
永瀬外希⼦
室伏祐介
鈴⽊栄三郎

理学療法検査技術の
確認①

実技演習の習得度を評価す
る。 演習

技術の習得度を⾼めるために
⾃主的な学習・練習を⾏うこ
とが望ましい。

⾚塚清⽮
永瀬外希⼦
室伏祐介
鈴⽊栄三郎

理学療法検査技術の
確認②

実技演習の習得度を評価す
る。 演習

技術の習得度を⾼めるために
⾃主的な学習・練習を⾏うこ
とが望ましい。

⾚塚清⽮
永瀬外希⼦
室伏祐介
鈴⽊栄三郎

理学療法検査技術の
確認③

実技演習の習得度を評価す
る。 演習 習得度が不⼗分な技術につい

ての再学習が望まれる。

⾚塚清⽮
永瀬外希⼦
室伏祐介
鈴⽊栄三郎

6. 9.25  (⽔) 3・4
6.10. 2  (⽔) 3・4
6.10 .9  (⽔) 3・4
6.10.16 (⽔) 3・4
6.10.23 (⽔) 3・4
6.10.30 (⽔) 3・4
6.11. 6  (⽔) 3・4・5

指定なし。 講義・演習に必要な資料は配布する。

・PT ・ OTのための測定評価シリーズ ROM測定．福⽥修（監）．三輪書店
・新・徒⼿筋⼒検査法．津⼭直⼀・中村耕三（訳）．協同医書出版
・理学療法評価学 第6版補訂版．松澤正・江⼝ 勝彦（著）．⾦原出版

理学2／理学5

⾮該当

⾮該当
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ければならな
い科⽬

実務経験のあ
る教員

実務経験をい
かした教育内
容

教員の連絡先

備考

⾚塚 清⽮（理学療法⼠）
永瀬外希⼦（理学療法⼠）
室伏 祐介（理学療法⼠）
鈴⽊栄三郎（理学療法⼠）

⾚塚 清⽮：研究室14 sakatsuka@yachts.ac.jp
永瀬外希⼦：研究室23 tishiguri@yachts.ac.jp
室伏 祐介：研究室40 ymurofushi@yachts.ac.jp
鈴⽊栄三郎：理作共同研究室 esuzuki@yachts.ac.jp

実技が可能な服装で参加してください。
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授業科⽬ 科⽬英語表記

職名、担当教
員⽒名

科⽬責任者⽒
名

学内連絡教員
⽒名

学科／分野 学年

科⽬区分
必修・選択の
別

授業形態 開講時期 単位数

授業概要

到達⽬標

成績評価⽅法

成績評価基準

授業計画

回 授業項⽬ 学習内容 学習⽅法 授業外学習 授業ごとの担当教員

1

2

3

4

5

6

理学療法評価学Ⅰ Physical Therapy EvaluationⅠ

准教授 南澤 忠儀
講 師 ⾚塚 清⽮
講 師 永瀬外希⼦
講 師 鈴⽊栄三郎
助 教 ⼯藤 ⼤輔

南澤 忠儀

理学療法学科 2年

専⾨ 理学療法学科ー必修

講義／演習 前期 2単位

中枢神経系に関連する各種検査測定について学習する。

ディプロマポリシー理学2／理学5に関連して
① 各種検査の意義を説明できる。
② 各種検査測定⽅法を説明できる。
③ 検査結果を適切に記録できる。

筆記試験100％ 到達⽬標①・②・③を評価

到達⽬標①・②・③について以下により評価する。

特に優れている   ；各種検査測定に関する知識が⼗分にあり、記録も適切に⾏える。
優れている     ；各種検査測定に関する知識があり、記録も適切に⾏える。
良好である     ；各種検査測定に関する知識がある程度あり、おおむね記録も適切に⾏える。
最低限の到達    ；各種検査測定に関する最低限の知識があり、記録もなんとか⾏える。
⽬標に到達していない；各種検査測定に関する知識がなく、記録も⾏えない。

神経学的検査の概論
神経学的検査の概要、⽬的、
および⼿順について学習す
る。

講義

予習課題
教科書「理学療法評価学」総
論について熟読しておいてく
ださい。

南澤忠儀

バイタルサイン リスク管理としてのバイタル
サインについて学習する。 講義、演習

予習課題
教科書「理学療法評価学」第
2章：バイタルサインについ
て予習しておいてください。
復習課題
授業内容の振り返りの提出

鈴⽊栄三郎

反射の診かた

反射（腱反射，病的反射、表
在反射）の機序と検査の意
義、⽬的、⼿順を学習し、疾
患の病態を理解する。

講義、演習

予習課題
教科書「理学療法評価学」第
8章：深部腱反射・病的反射
について予習しておいてくだ
さい。

南澤忠儀

知覚検査
知覚検査の⼿順、注意事項、
検査⽅法、解釈について、実
技を交えながら講義を⾏う。

講義、演習

予習課題
教科書「理学療法評価学」第
7章：知覚検査について予習
しておいてください。
復習課題
授業内容の振り返りの提出

永瀬外希⼦

脳神経検査 脳神経検査の⽬的、⼿順を学
習する。 講義、演習

予習課題
教科書「理学療法評価学」第
19章：脳神経検査について予
習しておいてください。
復習課題
授業内容の振り返りの提出

鈴⽊栄三郎

協調性検査 四肢体幹の運動失調検査 講義、演習 予習課題
教科書「理学療法評価学」第

⾚塚清⽮
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7

8

9

10

11

12

13

14

15

⽇付

教科書

参考書

17章：協調性検査を予習して
おいてください。
復習課題
授業内容の振り返りの提出

⽚⿇痺機能検査
（Brunstrom test）

⽚⿇痺の運動機能や回復過
程、特徴を解説する。
⽚⿇痺機能検査である
Brunstrom testの評価⽅法と
判定について、実技を交えな
がら講義を⾏う。

講義、演習

予習課題
教科書「理学療法評価学」第
18章：⽚⿇痺機能検査につい
て予習しておいてください。
復習課題
授業内容の振り返りの提出

永瀬外希⼦

⽚⿇痺機能検査（12
段階式⽚⿇痺機能テ
スト、脳卒中機能評
価法）

⽚⿇痺機能検査である12段階
式⽚⿇痺機能テストおよび脳
卒中機能評価法の評価⽅法と
判定について、実技を交えな
がら講義を⾏う。

講義、演習

予習課題
教科書「理学療法評価学」第
18章：⽚⿇痺機能検査につい
て予習しておいてください。
復習課題
授業内容の振り返りの提出

永瀬外希⼦

錐体外路疾患の診か
た

錘体路徴候パーキンソン病、
パーキンソン症候群を伴う関
連疾患、不随意運動

講義

予習課題
教科書「病気がみえる」神経
変性疾患（p.340-345）を熟
読しておいてください。

南澤忠儀

疼痛評価
VAS、NRS、フェイススケー
ルなどの評価⽅法を学習す
る。

講義、演習

予習課題
教科書「理学療法評価学」第
６章：痛みの評価について予
習しておいてください。

南澤忠儀

筋緊張検査
Modified Ashworth Scale等
の筋緊張評価について学習す
る。

講義、演習

予習課題
教科書「理学療法評価学」第
10章：筋トーヌス検査につい
て予習しておいてください。

南澤忠儀

バランス評価
バランス障害について理解
し、その検査法および評価法
を学習する。

講義、演習

予習課題
教科書「理学療法評価学」第
9章：バランステストについ
て予習しておいてください。
復習課題
授業内容の振り返りの提出

⼯藤⼤輔

⾼次脳機能検査
失語、失⾏、失認および認知
機能の検査の意義、⽬的、⽅
法を学ぶ。

講義、演習

予習課題
教科書「理学療法評価学」第
20章：⾼次脳機能検査につい
て予習しておいてください。

南澤忠儀

包括的演習①
本講義でこれまで学習した内
容を踏まえてケーススタディ
を⾏なう。

講義、演習
予習課題
事前に配布する資料を熟読し
ておいてください。

南澤忠儀

包括的演習②
本講義でこれまで学習した内
容を踏まえてケーススタディ
を⾏なう。

講義、演習
予習課題
事前に配布する資料を熟読し
ておいてください。

南澤忠儀

6. 4. 8  (⽉) 4
6. 4.15 (⽉) 4
6. 4.22 (⽉) 4
6. 5.13 (⽉) 4
6. 5.20 (⽉) 4
6. 5.27 (⽉) 4
6. 6. 3  (⽉) 4
6. 6.10 (⽉) 4
6. 6.17 (⽉) 4
6. 6.24 (⽉) 4
6. 7. 1  (⽉) 4
6. 7. 8  (⽉) 4
6. 7.22 (⽉) 4
6. 7.23 (⽕) 4
6. 7.29 (⽉) 4

病気がみえる  vol.7 脳・神経．医療情報科学研究所（編）．メディックメディア
理学療法評価学（第6版補訂版）．松澤正・江⼝勝彦（著）．⾦原出版

ベッドサイドの神経の診かた．⽥崎義昭・斎藤佳雄（著）．坂井⽂彦（改）．南⼭堂
PT・OTのための測定評価シリーズ 7 ⽚⿇痺機能検査・協調性検査．伊藤俊⼀（監）．三輪書店
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ディプロマ・
ポリシーとの
関連

先修条件指定
科⽬

先修条件指定
科⽬において
あらかじめ修
得しておかな
ければならな
い科⽬

実務経験のあ
る教員

実務経験をい
かした教育内
容

教員の連絡先

備考

理学2／理学5

⾮該当

⾮該当

南澤：研究室18 tminamisawa@yachts.ac.jp
⾚塚：研究室14 sakatsuka@yachts.ac.jp
永瀬：研究室23 tishiguri@yachts.ac.jp 
鈴⽊(栄)：理学・作業共同研究室  esuzuki@yachts.ac.jp
⼯藤 ：理学・作業共同研究室 dkudo@yachts.ac.jp
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授業科⽬ 科⽬英語表記

職名、担当教
員⽒名

科⽬責任者⽒
名

学内連絡教員
⽒名

学科／分野 学年

科⽬区分
必修・選択の
別

授業形態 開講時期 単位数

授業概要

到達⽬標

成績評価⽅法

成績評価基準

授業計画

回 授業項⽬ 学習内容 学習⽅法 授業外学習 授業ごとの担当教員

1

2

3

4

5

6

7

理学療法評価学Ⅱ Physical Therapy EvaluationⅡ

准教授 南澤 忠儀
講 師 永瀬 外希⼦
講 師 室伏 祐介

南澤 忠儀

理学療法学科 3年

専⾨ 理学療法学科ー必修

講義／演習 前期 2単位

理学療法を実施するための情報収集、評価結果の統合と解釈、問題点の抽出、プログラム⽴案、効果判定の⼀連の⼿順について、論理的思考
を基にした臨床推論能⼒を⾝につける為の講義を⾏なう。

ディプロマ・ポリシー理学2／理学5に関連して
① 症例に即した評価項⽬の選択ができる。
② 評価結果の解釈および問題点の抽出ができる。
③ ⽬標設定、治療プログラム作成までの過程を、障害構造モデルを⽤いながら実践することができる。

課題レポート30％ 到達⽬標②・③を評価
筆記試験  70％ 到達⽬標①・②・③を評価

筆記試験 到達⽬標①〜③
 特に優れている   ： 適切で⼗分な根拠をふまえて、論理的に説明できる。
 優れている     ： 根拠をふまえて、論理的に説明できる。
 良好である     ： 根拠を⽤いて、ある程度論理的に説明できる。
 最低限の到達    ： 根拠は乏しいが、ある程度論理的に説明できる。
 ⽬標に到達していない： 説明できない。

課題レポート 到達⽬標②③
 特に優れている：課題内容の理解、論理構成、表現、国内外雑誌の引⽤が⼗分整ったレポートを作成することができる。
 優れている  ：課題内容の理解、論理構成、表現、国内外雑誌の引⽤が概ね整ったレポートを作成することができる。
 良好である  ：課題内容の理解、論理構成、表現、国内外雑誌の引⽤がある程度整ったレポートを作成することができる。
 最低限の到達 ：課題内容の理解、論理構成、表現、国内外雑誌の引⽤が⼀部不⼗分だが、レポートを作成することができる。
 ⽬標に到達していない：レポートの作成ができない。

理学療法評価の⽬的 理学療法評価の⽬的について
学ぶ。 講義

予習
事前に配布する資料を熟読す
ること

南澤 忠儀

障害構造の分析法 障害構造モデルを⽤いた理学
療法評価過程を学ぶ。 講義および演習

予習
事前に配布する資料を熟読す
ること

南澤 忠儀

理学療法評価⽅法と
情報収集

理学療法実施に必要な評価項
⽬の選択⽅法とその評価の意
義を学ぶ。

講義および演習
予習
事前に配布する資料を熟読す
ること

南澤 忠儀

統合と解釈、問題点
の抽出、⽬標設定、
プログラムの⽴案⽅
法

理学療法評価から得られた情
報を基に統合と解釈、プログ
ラム⽴案までの学習を⾏な
う。

講義
予習
事前に配布する資料を熟読す
ること

南澤 忠儀

Paper patientによる
臨床推論

急性期、回復期、外来、在宅
などの場⾯を想定して、事例
を通して臨床推論を学ぶ。

講義および演習
予習
事前に配布する資料を熟読す
ること

南澤 忠儀

Paper patientによる
臨床推論

急性期、回復期、外来、在宅
などの場⾯を想定して、事例
を通して臨床推論を学ぶ。

講義および演習
予習
事前に配布する資料を熟読す
ること

南澤 忠儀

診療記録・ケースレ
ポートの作成⽅法

症例報告書作成法および診療
記録法について学ぶ。 講義および演習

予習
事前に配布する資料を熟読す
ること

南澤 忠儀
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8

9

10

11

12

13

14

15

⽇付

教科書

参考書

ディプロマ・
ポリシーとの
関連

診療記録・ケースレ
ポートの作成⽅法

症例報告書作成法および診療
記録法について学ぶ。 講義および演習

予習
事前に配布する資料を熟読す
ること

南澤 忠儀

歩⾏分析による理学
療法評価①

歩⾏分析の⽅法、異常歩⾏の
メカニズムについて学習す
る。

講義

予習
正常歩⾏について復習してお
いてください。
復習
振り返りシートの提出

室伏 祐介

歩⾏分析による理学
療法評価②

変形性膝関節症症例の異常歩
⾏の分析を実際に⾏い、異常
歩⾏について学習する。

講義

予習
変形性膝関節症についての復
習をしておいてください。
復習
振り返りシートの提出

室伏祐介

歩⾏分析による理学
療法評価③

変形性股関節症例の異常歩⾏
について実際に分析を⾏い、
異常歩⾏について学習する。

講義

予習
変形性股関節症について復習
をしておいてください。
復習
振り返りシートの提出

室伏 祐介

歩⾏分析による理学
療法評価④

⼈⼯膝関節全置換術後症例の
動作分析を実際に⾏い、異常
歩⾏について学習する。

講義

予習
⼈⼯膝関節全置換術について
調べておいてください
復習
振り返りシートの提出

室伏 祐介

論理的思考を基にし
た臨床推論の実践

実在する脳卒中⽚⿇痺症例に
ついて、歩⾏、寝返り、起き
上がり、⽴ち上がり動作の動
画を⾒て、問題点や理学療法
評価項⽬を検討する演習を⾏
う。

演習、グループワーク、発表

予習課題
教科書「理学療法評価学」第
18章：⽚⿇痺機能検査、巻
末：臨床応⽤１脳卒中⽚⿇痺
について予習しておいてくだ
さい。
復習課題
授業内容の振り返りの提出

永瀬外希⼦

脳卒中⽚⿇痺事例に
おける理学療法の進
め⽅

実在する脳卒中⽚⿇痺症例が
⾏う理学療法評価（SIAS）の
動画および評価結果の情報を
得たうえで、問題点の抽出や
プログラムを⽴案する演習を
⾏う。

演習、グループワーク、発表

予習課題
教科書「理学療法評価学」第
18章：⽚⿇痺機能検査、巻
末：臨床応⽤１脳卒中⽚⿇痺
について予習しておいてくだ
さい。
復習課題
授業で提⽰した症例の報告書
をまとめて、後⽇提出してく
ださい。

永瀬外希⼦

症例ノートのまとめ
⽅

各⾃作成した症例報告書を振
り返り、症例ノートのまとめ
⽅などについて演習する。

講義および演習

予習課題
⾃分が作成した症例報告書を
振り返り、さらに相⼿にわか
りやすく伝えるために⼯夫で
きることはないかを考えてく
ださい。
復習課題
授業内容の振り返りの提出

永瀬外希⼦

6.5.29 (⽔) 4・5
6.6.  5 (⽔) 1・2
6.6.12 (⽔) 1・2
6.6.19 (⽔) 1・2
6.6.26 (⽔) 1・2
6.7.  3 (⽔) 1・2
6.7.17 (⽔) 1・2
6.7.24 (⽔) 2

理学療法評価学（第6版補訂版）．松澤正、江⼝勝彦（著）．⾦原出版

理学2／理学5

33



先修条件指定
科⽬

先修条件指定
科⽬において
あらかじめ修
得しておかな
ければならな
い科⽬

実務経験のあ
る教員

実務経験をい
かした教育内
容

教員の連絡先

備考

⾮該当

該当

南澤 忠儀 18研究室 tminamisawa@yachts.ac.jp
永瀬外希⼦ 23研究室 tishiguri@yachts.ac.jp
室伏 祐介 40研究室 ymurofushi@yachts.ac.jp

第15回の授業では、前回⾃分が作成した症例報告書と症例に関する資料を持参してください。
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授業科⽬ 科⽬英語表記

職名、担当教
員⽒名

科⽬責任者⽒
名

学内連絡教員
⽒名

学科／分野 学年

科⽬区分
必修・選択の
別

授業形態 開講時期 単位数

授業概要

到達⽬標

成績評価⽅法

成績評価基準

授業計画

回 授業項⽬ 学習内容 学習⽅法 授業外学習 授業ごとの担当教員

1

2

3

⽣体計測学演習 Biomechanical Measurement & Science

教 授 加藤  浩
准教授 南澤 忠儀
講 師 ⾚塚 清⽮
講 師 永瀬外希⼦
講 師 室伏 祐介
講 師 鈴⽊栄三郎
助 教 ⼯藤 ⼤輔

加藤 浩

理学療法学科 3年

専⾨ 理学療法学科ー必修

講義／演習 後期 1単位

筋電図、経頭蓋磁気刺激法、三次元動作解析装置、床反⼒計、重⼼動揺計、筋トルク測定機器、超⾳波測定装置等を⽤いた評価⽅法とその
意義について学習する。グループワークを通して、テーマの選択から実際の計測、データ解析、プレゼンテーションまでを経験する。

ディプロマ・ポリシー理学2／理学5に関連して
① 計測機器を⽤いた評価⽅法とその意義を理解し、かつ実践し実験の概略ならびに得られた結果を科学的⼿法により分析検討できる。
② 計測機器を⽤いた評価⽅法とその意義を理解し、かつ実践し実験の概略ならびに得られた結果を科学的⼿法により分析検討しプレゼンテ
ーションできる。

第1〜7回までの講義  課題レポート：50%           ［到達⽬標 ①を評価］
第8〜15回までの講義  授業内でのプレゼンテーション：50% ［到達⽬標 ②を評価］

到達⽬標 ①
 特に優れいている  ：課題内容の理解、論理構成，表現（⽂字の正確さ）、引⽤が⼗分なレポートを作成することができる。
 優れている     ：課題内容の理解、論理構成，表現（⽂字の正確さ）、引⽤が概ね⼗分なレポートを作成することができる。
 良好である     ：課題内容の理解、論理構成が概ね⼗分なレポートを作成することができる。
 最低限の到達    ：課題内容の理解、論理構成が⼀部不⼗分だが、ある程度体裁の整ったレポートを作成することができる。
 ⽬標に到達していない：レポートの作成ができない。

到達⽬標 ②
 特に優れている   ：課題内容を理解し、構成⼒、表現⼒、説得⼒が⼗分なプレゼンテーションができる。
 優れている     ：課題内容を理解し、構成⼒、表現⼒、説得⼒が概ね⼗分なプレゼンテーションができる。
 良好である     ：課題内容を理解し、構成⼒、表現⼒、説得⼒がある程度⼗分なプレゼンテーションができる。
 最低限の到達    ：課題内容を理解し、⼀部不適切な部分はあるが、プレゼンテーションができる。
 ⽬標に到達していない：プレゼンテーションできない。

オリエンテーション
及び表⾯筋電図解析
の基礎

オリエンテーション及び表⾯
筋電図の整流処理⽅法につい
て学びます。

講義（聴講型）
演習

予習課題
本講義は表⾯筋電図の知識が
必要です。参考図書（臨床に
いかす表⾯筋電図）等で予習
しておいて下さい。

加藤 浩

表⾯筋電図解析の基
礎

表⾯筋電図の積分解析及び移
動平均（ARV）の⽅法につい
て学びます。

演習

予習課題
本講義は表⾯筋電図の知識が
必要です。参考図書（臨床に
いかす表⾯筋電図）等で予習
しておいて下さい。

加藤 浩

表⾯筋電図解析の応
⽤

歩⾏時のサンプルデータを⽤
いて歩⾏周期を100%にした
EMGグラフ作成の⽅法を学び
ます。

演習

予習課題
本講義は表⾯筋電図の知識が
必要です。参考図書（臨床に
いかす表⾯筋電図）等で予習
しておいて下さい。
復習課題
講義終了時に課題テーマを発
表しますので、課題内容に沿
ってレポートを提出してくだ
さい。

加藤 浩
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4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

⽇付

経頭蓋磁気刺激法の
基礎

経頭蓋磁気刺激法の概要、運
動誘発電位、磁気刺激の種類
などの基本的な知識について
学びます。

講義（聴講型）
演習

予習課題
本講義は経頭蓋磁気刺激法の
知識が必要です。参考図書
（リハビリテーションのため
の臨床神経⽣理学）等で予習
しておいて下さい。
復習課題
課題レポートの提出

⼯藤 ⼤輔

経頭蓋磁気刺激法に
よる脳機能計測

経頭蓋磁気刺激法による脳機
能計測の基本的な知識と技術
を学びます。

演習

予習課題
本講義は経頭蓋磁気刺激法の
知識が必要です。参考図書
（リハビリテーションのため
の臨床神経⽣理学）等で予習
しておいて下さい。
復習課題
課題レポートの提出

⼯藤 ⼤輔

三次元動作解析と関
節モーメント

三次元動作解析と関節モーメ
ントに関する基本的な知識と
技術を学ぶ。

講義（聴講型）
演習

復習課題
課題レポートの提出 南澤 忠儀

三次元動作解析と関
節モーメント

三次元動作解析と関節モーメ
ントに関する基本的な知識と
技術を学ぶ。

演習 復習課題
課題レポートの提出 南澤 忠儀

等速性筋⼒測定
徒⼿筋⼒計
超⾳波検査
重⼼動揺計
パフォーマンステス
ト

グループワーク
筋機能やバランス機能に関連
する各種計測を実施し、全員
の測定結果を基に各項⽬間の
関連性などを検討する。

グループワーク
演習

復習課題
次回のためにデータを整理す
る。

⾚塚 清⽮
室伏 祐介
永瀬 外希⼦
鈴⽊ 栄三郎

等速性筋⼒測定
徒⼿筋⼒計
超⾳波検査
重⼼動揺計
パフォーマンステス
ト

グループワーク
筋機能やバランス機能に関連
する各種計測を実施し、全員
の測定結果を基に各項⽬間の
関連性などを検討する。

グループワーク
演習

復習課題
次回のためにデータを整理す
る。

⾚塚 清⽮
室伏 祐介
永瀬 外希⼦
鈴⽊ 栄三郎

等速性筋⼒測定
徒⼿筋⼒計
超⾳波検査
重⼼動揺計
パフォーマンステス
ト

グループワーク
筋機能やバランス機能に関連
する各種計測を実施し、全員
の測定結果を基に各項⽬間の
関連性などを検討する。

グループワーク
演習

復習課題
次回のためにデータを整理す
る。

⾚塚 清⽮
室伏 祐介
永瀬 外希⼦
鈴⽊ 栄三郎

等速性筋⼒測定
徒⼿筋⼒計
超⾳波検査
重⼼動揺計
パフォーマンステス
ト

グループワーク
筋機能やバランス機能に関連
する各種計測を実施し、全員
の測定結果を基に各項⽬間の
関連性などを検討する。

グループワーク
演習

復習課題
次回のためにデータを整理す
る。

⾚塚 清⽮
室伏 祐介
永瀬 外希⼦
鈴⽊ 栄三郎

発表テーマ検討
データ解析

グループワーク
前回計測したデータを⽤い、
グループのテーマを決定し、
データ解析を⾏う。

グループワーク

復習課題
各班で与えられた課題の測定
結果をまとめ、スライドを作
成する。

⾚塚 清⽮
室伏 祐介
永瀬 外希⼦
鈴⽊ 栄三郎

発表テーマ検討
データ解析

グループワーク
前回計測したデータを⽤い、
グループのテーマを決定し、
データ解析を⾏う。

グループワーク

復習課題
各班で与えられた課題の測定
結果をまとめ、スライドを作
成する。

⾚塚 清⽮
室伏 祐介
永瀬 外希⼦
鈴⽊ 栄三郎

グループワーク発表
会

実験の概略ならびに得られた
結果を、スライドを⽤いたプ
レゼンテーションにて発表す
る。

プレゼンテーション
講義（議論型）

予習課題
発表の準備をする。

⾚塚 清⽮
室伏 祐介
永瀬 外希⼦
鈴⽊ 栄三郎

グループワーク発表
会

実験の概略ならびに得られた
結果を、スライドを⽤いたプ
レゼンテーションにて発表す
る。

プレゼンテーション
講義（議論型）

予習課題
発表の準備をする。

⾚塚 清⽮
室伏 祐介
永瀬 外希⼦
鈴⽊ 栄三郎
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教科書

参考書

ディプロマ・
ポリシーとの
関連

先修条件指定
科⽬

先修条件指定
科⽬において
あらかじめ修
得しておかな
ければならな
い科⽬

実務経験のあ
る教員

実務経験をい
かした教育内
容

教員の連絡先

備考

・臨床にいかす表⾯筋電図．加藤浩、他（編）．医学書院
・計測法⼊⾨ 計り⽅・計る意味．内⼭靖、他（編）．協同医書出版社
・観察による歩⾏分析．⽉城慶⼀、他（訳）．医学書院
・リハビリテーションのための臨床神経⽣理学．正⾨由久（編著）．中外医学社

理学2／理学5

⾮該当

⾮該当

加藤 浩  ：研究室36 hikato@yachts.ac.jp
南澤 忠儀 ：研究室18 tminamisawa@yachts.ac.jp
⾚塚 清⽮ ：研究室14 sakatsuka@yachts.ac.jp
永瀬 外希⼦：研究室23 tishiguri@yachts.ac.jp
室伏 祐介 ：研究室40 ymurofushi@yachts.ac.jp
鈴⽊ 栄三郎：理作共同研究室 esuzuki@yachts.ac.jp
⼯藤 ⼤輔 ：理作共同研究室 dkudo@yachts.ac.jp

種々の機器を⽤いた評価・研究法に関する講義と実習を⾏うので、実習可能な服装で臨むこと。発表会におけるテーマに関しては各グループ
で検討し決定する。
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授業科⽬ 科⽬英語表記

職名、担当教
員⽒名

科⽬責任者⽒
名

学内連絡教員
⽒名

学科／分野 学年

科⽬区分
必修・選択の
別

授業形態 開講時期 単位数

授業概要

到達⽬標

成績評価⽅法

成績評価基準

授業計画

回 授業項⽬ 学習内容 学習⽅法 授業外学習 授業ごとの担当教員

1

2

3

4

5

筋⾻格系理学療法学Ⅰ Musculoskeletal Physical Therapy Ⅱ

講 師 室伏 祐介
教 授 鈴⽊ 克彦
教 授 加藤    浩
教 授 村   成幸

室伏 祐介

理学療法学科 2年

専⾨ 理学療法学科ー必修

講義／演習 後期 2単位

理学療法⼠が臨床場⾯で触れることの多い股・膝・肩関節疾患を取り上げ、これらの疾患を有する症例や術後患者に対する理学療法評価と治
療に関して講義および実技を通して教授する。リスク管理や理学療法治療・指導の根拠となるバイオメカニクスに関しても説明を加える。

ディプロマ・ポリシー理学2／理学5に関連して
① 肩・股・膝関節疾患の病態ならびに障がい像を説明できる。
② 肩・股・膝関節疾患に対する必要な評価項⽬と、理学療法の進め⽅を説明できる。
③ 疼痛を有する患者への基本的な触れ⽅や関節の動かし⽅を、健常者を対象に実施・説明することができる。
④ 機能障がいに対する問題点を列挙し、必要となる理学療法推論を説明することができる。

期末試験 100％ 到達⽬標①・②・③・④

到達⽬標 ①〜④

特に優れている   ：適切で⼗分な根拠を踏まえて、疾患や理学療法について⼗分な説明ができる
優れている     ：適切な根拠を踏まえて、疾患や理学療法について説明できる
良好である     ：根拠を踏まえて、疾患や理学療法についてある程度説明できる
最低限の到達    ：根拠は乏しいが、ある程度疾患や理学療法について説明できる
⽬標に到達していない：説明できない

組織修復と治癒過
程・⾻折について

組織修復と治癒過程・⾻折に
関する総論を講義します。 講義

予習課題
運動器疾患の理学療法の基礎
となるため教科書（Crosslink
運動器障害理学療法学）の第
1章各論 2．組織修復・治癒
過程総論（pp16〜）を予習し
ておいてください。
復習課題
講義内容の振り返りシートの
提出

鈴⽊克彦

膝靱帯・半⽉板損傷
や膝蓋⼤腿関節障害
について

疾患総論に関する講義 講義・演習

予習
靭帯損傷について調べてくる
こと
復習
振り返りシートの作成

室伏

膝靱帯・半⽉板損傷
や膝蓋⼤腿関節障害
に対する理学療法

膝靱帯損傷後の理学療法につ
いて説明する。 講義・演習

予習
半⽉板損傷について調べてく
ること
復習
振り返りシートの作成

室伏

半⽉板損傷や膝蓋⼤
腿関節障害に対する
理学療法について説
明する。

膝靱帯・半⽉板損傷や膝蓋⼤
腿関節障害の理学療法プログ
ラムについての学習

講義・演習

予習
膝蓋⼤腿関節障害について調
べてくること
復習
振り返りシートの作成

室伏

変形性膝関節症・⼈
⼯膝関節置換術後の
理学療法①

変形性膝関節症の病態を概説
します。その後、理学療法評
価、治療⽅法について実技を
交えながら講義を⾏います。

講義＋実技実習 予習課題
変形性膝関節症をより深く理
解するために教科書
（Crosslink 運動器障害理学
療法学）の第2章各論 5．変

加藤 浩
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6

7

8

9

10

11

12

13

14

形性膝関節症（pp240〜）を
予習しておいて下さい。

変形性膝関節症・⼈
⼯膝関節置換術後の
理学療法②

変形性膝関節症に対する理学
療法評価、治療⽅法について
実技を交えながら講義を⾏い
ます。

講義＋実技実習

予習課題
変形性膝関節症をより深く理
解するために教科書
（Crosslink 運動器障害理学
療法学）の第2章各論 5．変
形性膝関節症（pp240〜）を
予習しておいて下さい。
復習課題
講義内容の振り返りシートの
提出

加藤 浩

変形性股関節症の理
学療法①

変形性股関節症の病態を概説
します。その後、変形性股関
節症に対する理学療法評価、
治療⽅法について実技を交え
ながら講義を⾏います。

講義＋実技実習

予習課題
変形性股関節症をより深く理
解するために教科書
（Crosslink 運動器障害理学
療法学）の第2章各論 4．変
形性股関節症（pp190〜）を
予習しておいて下さい。

加藤 浩

変形性股関節症の理
学療法②

変形性股関節症に対する筋緊
張の評価や疼痛評価の⽅法に
ついて実技を交えながら講義
を⾏います。

講義＋実技実習

予習課題
変形性股関節症をより深く理
解するために教科書
（Crosslink 運動器障害理学
療法学）の第2章各論 4．変
形性股関節症（pp190〜）を
予習しておいて下さい。

加藤 浩

変形性股関節症の理
学療法③

変形性股関節症の疼痛に対す
る治療⽅法について実技を交
えながら講義を⾏います。

講義＋実技実習

予習課題
変形性股関節症をより深く理
解するために教科書
（Crosslink 運動器障害理学
療法学）の第2章各論 4．変
形性股関節症（pp190〜）を
予習しておいて下さい。
復習課題
講義内容の振り返りシートの
提出

加藤 浩

⼤腿⾻近位部⾻折お
よび⼈⼯股関節置換
術後の理学療法

⼤腿⾻近位部⾻折後の理学療
法について説明する。 講義・演習

予習
⼤腿⾻近位部⾻折についての
復習をしてくる。
復習
振り返りシートの提出

室伏

⼤腿⾻近位部⾻折お
よび⼈⼯股関節置換
術後の理学療法

⼈⼯股関節全置換術後の理学
療法評価・治療について講
義・演習を⾏う。

講義・演習

予習
⼈⼯股関節全置換術について
調べてくる
復習
振り返りシートの作成

室伏

肩関節周囲炎，腱板
断裂，肩関節脱⾅の
理学療法

総論・画像・⼿術に関する講
義

肩関節の代表的疾患、外傷の
病態、治療についてスライド
を通して理解する。
⼿術法については、動画・ス
ライドで学習する。

運動器障がい論の肩のプリン
トを復習してください。 村

肩関節周囲炎、腱板
断裂、肩関節脱⾅の
理学療法

疾患の障害像の特徴を明⽰
し、理学療法評価について実
技を交えて講義する。

講義・実技実習

予習課題
肩関節疾患をより深く理解す
るために教科書（Crosslink
運動器障害理学療法学）の第
2章各論 6-1肩関節周囲炎 
6-2腱板断裂 （pp276〜）を
予習しておいてください。
復習課題
講義内容の振り返りシートを
提出してください。

鈴⽊克彦

肩関節周囲炎、腱板
断裂、肩関節脱⾅の
理学療法

肩関節周囲炎症例を提⽰し、
評価・問題点抽出・治療につ
いて討論し、必要に応じて実
技を交えて講義する。

演習・講義・実技実習 予習課題
前回の授業内容を復習してお
いてください。
復習課題
肩関節周囲炎症例について振

鈴⽊克彦
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15

⽇付

教科書

参考書

ディプロマ・
ポリシーとの
関連

先修条件指定
科⽬

先修条件指定
科⽬において
あらかじめ修
得しておかな
ければならな
い科⽬

実務経験のあ
る教員

実務経験をい
かした教育内
容

教員の連絡先

備考

り返りシートを提出してくだ
さい。

肩関節周囲炎、腱板
断裂、肩関節脱⾅の
理学療法

疾患に対する理学療法治療理
論について実技を交えて講義
する。

講義・実技実習

レポート課題
授業最後に復習課題を配布し
ますので、内容をまとめて後
⽇提出してください。

鈴⽊克彦

6.11.22 (⾦) 3
6.11.29 (⾦) 3・4・5
6.12. 6  (⾦) 3・4
6.12.13 (⾦) 3・4・5
6.12.20 (⾦) 3・4・5
7. 1.10  (⾦) 3・4・5

Crosslink 理学療法学テキスト 運動器障害理学療法学．加藤浩（編）．メジカルビュー社

理学療法NAVI  “臨床思考”が⾝につく運動療法Q＆A．⾼橋哲也（編）．医学書院
⾻関節障害理学療法学．対⾺栄輝・有⾺慶美（編）．⽂光堂

理学2／理学5

⾮該当

⾮該当

室伏：研究室40 ymurofushi@yachts.ac.jp 鈴⽊：研究室31 ksuzuki@yachts.ac.jp
加藤：研究室36 hikato@yachts.ac.jp          村：研究室35 nmura@yachts.ac.jp
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授業科⽬ 科⽬英語表記

職名、担当教
員⽒名

科⽬責任者⽒
名

学内連絡教員
⽒名

学科／分野 学年

科⽬区分
必修・選択の
別

授業形態 開講時期 単位数

授業概要

到達⽬標

成績評価⽅法

成績評価基準

授業計画

回 授業項⽬ 学習内容 学習⽅法 授業外学習 授業ごとの担当教員

1

2

3

4

筋⾻格系理学療法学Ⅱ Musculoskeletal Physical Therapy Ⅰ

教授 鈴⽊ 克彦
講師 ⾚塚 清⽮
講師 永瀬外希⼦

鈴⽊ 克彦

理学療法学科 3年

専⾨ 理学療法学科ー必修

講義／演習 前期 1単位

理学療法⼠が臨床場⾯で関わることが多い疾患に対する理学療法評価と治療に関して講義および演習を通して教授する。

ディプロマポリシー理学2／理学5に関連して
① 疾患の病態と障害像を説明できる。
② 必要な理学療法評価を列挙し、治療理論を論理的に説明できる。
③ 機能障がいに対する問題点を列挙し、必要となる理学療法推論を説明できる。

筆記試験 100%  到達⽬標①・②・③を評価

到達⽬標①・②・③ 疾患の病態・障害像・評価項⽬・治療項⽬・臨床推論を説明できる。

特に優れている   ；適切で⼗分な根拠をふまえて論理的に説明できる。
優れている     ；根拠をふまえて論理的に説明できる。
良好である     ；根拠を⽤いてある程度論理的に説明できる。
最低限の到達    ；根拠は乏しいがある程度論理的に説明できる。
⽬標に到達していない；説明できない。

関節リウマチの概要
および治療の種類と
特徴

関節リウマチの概要および治
療の種類と特徴について講義
を⾏います。

事前学習型授業（講義）

予習課題
教科書の第2章・10関節リウ
マチ１⃣疾患の概要２⃣治療の種
類と特徴を予習しておいて下
さい。
復習課題
授業内容の振り返りの提出

⾚塚清⽮

関節リウマチの理学
療法評価および治療

関節リウマチの理学療法評価
および治療について、実技を
交えながら講義を⾏います。

事前学習型授業（講義）＋演
習

予習課題
教科書の第2章・10関節リウ
マチ３⃣理学療法評価４⃣理学療
法プログラムを予習しておい
て下さい。
復習課題
授業内容の振り返りの提出

⾚塚清⽮

脊髄損傷の病態、主
症状、予後予測

脊髄損傷の病態と障害像の特
徴、予後予測について、視聴
覚教材を活⽤しながら講義を
⾏います。

事前体験型授業（講義）

予習課題
2年後期「運動器障がい論」
教科書（標準整形外科学）の
脊髄疾患について復習してお
いてください。
復習課題
授業内容の振り返りの提出

永瀬外希⼦

脊髄損傷の随伴症
状、理学療法評価お
よび治療

脊髄損傷の随伴症状、理学療
法評価および治療について、
視聴覚教材を活⽤しながら講
義を⾏います。

事前体験型授業（講義）

予習課題
2年後期「⽣活⽀援系理学療
法学Ⅰ」教科書（PT・OTビ
ジュアルテキスト ADL）の
脊髄疾患について復習してお
いてください。
復習課題
授業内容の振り返りの提出

永瀬外希⼦
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5

6

7

8

9

10

11

脊髄損傷者に対する
実践的な理学療法評
価および治療

脊髄損傷者に対する実践的な
理学療法評価および治療につ
いて実技や動画を交えながら
講義を⾏います。

事前体験型授業（講義）＋演
習

予習課題
当科⽬の第3回、第4回で実施
した脊髄損傷の内容を復習し
ておいてください。
3年前期「⽣活⽀援系理学療
法学Ⅱ」脊髄損傷者のADLに
ついて復習しておいてくださ
い。
復習課題
授業内容の振り返りの提出

永瀬外希⼦

脊髄損傷者の基本動
作やADLの特徴

脊髄損傷者の基本動作やADL
の特徴を捉えるために、実技
や動画を交えながら講義を⾏
います。

事前体験型授業（講義）＋演
習

予習課題
当科⽬の第3回、第4回で実施
した脊髄損傷の内容を復習し
ておいてください。
3年前期「⽣活⽀援系理学療
法学Ⅱ」脊髄損傷者のADLに
ついて復習しておいてくださ
い。
復習課題
授業内容の振り返りの提出

永瀬外希⼦

腰部疾患の理学療法
評価

⾮特異的腰痛、腰部椎間板ヘ
ルニア、腰部脊柱管狭窄症の
病態と障害像の特徴を明⽰
し、実践的な理学療法評価⽅
法について実技を交えながら
講義を⾏います。

事前学習型授業（講義）＋演
習

予習課題
本講義は⾮特異的腰痛、腰部
椎間板ヘルニア、腰部脊柱管
狭窄症の知識が必要です。教
科書の第2章・7 腰部・脊椎
疾患；１⃣疾患の概要、３⃣理学
療法評価の該当ページを予習
しておいて下さい。

鈴⽊克彦

腰部疾患の理学療法
治療理論と実践

⾮特異的腰痛、腰部椎間板ヘ
ルニア、腰部脊柱管狭窄症の
実践的な理学療法治療戦略に
ついて実技を交えながら講義
を⾏います。

事前学習型授業（講義）＋演
習

予習課題
本講義は⾮特異的腰痛、腰部
椎間板ヘルニア、腰部脊柱管
狭窄症の知識が必要です。教
科書の第2章・7 腰部・脊椎
疾患；４⃣理学療法プログラム
の該当ページを予習しておい
て下さい。

鈴⽊克彦

腰部疾患の症例検討

代表的な腰部疾患症例の理学
療法評価および治療理論につ
いて臨床推論を深めるグルー
プディスカッションを⾏いま
す。

討論＋演習

予習課題
本講義は⾮特異的腰痛、腰部
椎間板ヘルニア、腰部脊柱管
狭窄症の知識をもとに症例検
討を⾏います。これまでの第
7回と第8回の内容を復習して
おいて下さい。

復習課題
講義内容の振り返りシートを
提出して下さい。

鈴⽊克彦

頸部疾患の理学療法
評価および治療

頸椎症性脊髄症、頸椎症性神
経根症の病態と障害像の特徴
を明⽰し、理学療法評価⽅法
および治療戦略について実技
を交えながら講義を⾏いま
す。

事前学習型授業（講義）＋演
習

予習課題
本講義は頸椎症性脊髄症、頸
椎症性神経根症の知識が必要
です。教科書の第2章・7 腰
部・脊椎疾患；１⃣疾患の概
要、３⃣理学療法評価の該当ペ
ージを予習しておいて下さ
い。

復習課題
講義内容の振り返りシートを
提出して下さい。

鈴⽊克彦

上肢の⾻折の理学療
法

代表的な上肢の⾻折の障害像
の特徴を明⽰し、理学療法評
価⽅法および治療戦略につい
て実技を交えながら講義を⾏
います。

事前学習型授業（講義）＋演
習

予習課題
本講義は上肢の⾻折の知識が
必要です。教科書の第2章・1
上肢（上肢帯）の⾻折；１⃣疾
患の概要、２⃣評価と治療を予
習しておいて下さい。
復習課題
講義内容の振り返りシートを
提出して下さい。

鈴⽊克彦

42



12

13

14

15

⽇付

教科書

参考書

ディプロマ・
ポリシーとの
関連

先修条件指定
科⽬

先修条件指定
科⽬において
あらかじめ修
得しておかな
ければならな
い科⽬

実務経験のあ
る教員

実務経験をい
かした教育内
容

末梢神経損傷の理学
療法

代表的な末梢神経損傷の障害
像の特徴を明⽰し、理学療法
評価⽅法および治療戦略につ
いて講義を⾏います。

事前学習型授業（講義）

予習課題
本講義は上肢・下肢の末梢神
経損傷の知識が必要です。事
前に配布する参考資料を予習
しておいて下さい。
復習課題
講義内容の振り返りシートを
提出して下さい。

鈴⽊克彦

⾜関節・⾜部疾患の
理学療法評価および
治療

⾜関節捻挫、アキレス腱断
裂、⾜関節果部⾻折、踵⾻⾻
折の障害像の特徴を明⽰し、
実践的な理学療法評価⽅法に
ついて実技を交えながら講義
を⾏います。

事前学習型授業（講義）＋演
習

予習課題
本講義は⾜関節捻挫、アキレ
ス腱断裂、⾜関節果部⾻折、
踵⾻⾻折の知識が必要です。
教科書の第2章・9 ⾜部・⾜
関節疾患；１⃣疾患の概要、２⃣
理学療法評価の該当ページを
予習しておいて下さい。

鈴⽊克彦

⾜関節・⾜部疾患の
理学療法評価および
治療

⾜関節捻挫、アキレス腱断
裂、⾜関節果部⾻折、踵⾻⾻
折の障害像の特徴を明⽰し、
実践的な理学療法治療戦略に
ついて実技を交えながら講義
を⾏います。

事前学習型授業（講義）＋演
習

予習課題
本講義は⾜関節捻挫、アキレ
ス腱断裂、⾜関節果部⾻折、
踵⾻⾻折の知識が必要です。
教科書の第2章・9 ⾜部・⾜
関節疾患；３⃣理学療法・装具
療法プログラムの該当ページ
を予習しておいて下さい。

鈴⽊克彦

⾜関節・⾜部疾患の
理学療法評価および
治療

代表的な⾜関節・⾜部疾患症
例の理学療法評価および治療
理論について臨床推論を深め
るグループディスカッション
を⾏います。

討論＋演習

予習課題
本講義は⾜関節捻挫、アキレ
ス腱断裂、⾜関節果部⾻折、
踵⾻⾻折の知識をもとに症例
検討を⾏います。これまでの
第13回と第14回の内容を復習
しておいて下さい。
復習課題
講義内容の振り返りシートを
提出して下さい。

鈴⽊克彦

6.5.27 (⽉) 1・2
6.6.  3 (⽉) 1・2
6.6.10 (⽉) 1・2
6.6.17 (⽉) 1・2
6.6.24 (⽉) 1・2
6.7.  1 (⽉) 1・2
6.7.  8 (⽉) 1・2・3

Crosslink理学療法学テキスト 運動器障害理学療法学．加藤浩（編）．メジカルビュー社

理学2／理学5

⾮該当

該当
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教員の連絡先

備考

鈴⽊克彦：研究室31 ksuzuki@yachts.ac.jp
⾚塚清⽮：研究室14 sakatsuka@yachts.ac.jp
永瀬外希⼦：研究室23 tishiguri@yachts.ac.jp
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授業科⽬ 科⽬英語表記

職名、担当教
員⽒名

科⽬責任者⽒
名

学内連絡教員
⽒名

学科／分野 学年

科⽬区分
必修・選択の
別

授業形態 開講時期 単位数

授業概要

到達⽬標

成績評価⽅法

成績評価基準

授業計画

回 授業項⽬ 学習内容 学習⽅法 授業外学習 授業ごとの担当教員

1

2

3

4

筋⾻格系理学療法学特別講義 Advanced Musculoskeletal Physical Therapy

教   授 加藤 浩
講   師 永瀬外希⼦
⾮常勤講師 ⼤浦 徹男

加藤 浩

⾮常勤講師     ⼤浦 徹男先⽣（学内連絡担当：鈴⽊ 克彦）
スポット⾮常勤講師 ⼩泉 圭介先⽣（学内連絡担当：室伏 祐介）

理学療法学科 3年

専⾨ 理学療法学科ー選択

講義／演習 後期 1単位

① 運動器疾患を有する患者の歩⾏の特徴と臨床での観察・分析⽅法を教授する。
② 筋⾻格系理学療法学Ⅰ、Ⅱの授業で取り扱わなかった疾患等に対する理学療法について、講義・実技を⾏う。

ディプロマ・ポリシー理学2／理学5に関連して
① 代表的な運動器疾患々者の歩⾏上の特徴を説明できる。
② スポーツ分野の理学療法⼠の役割、⾜部スポーツ外傷に対する理学療法評価と治療理論を説明できる。
③ ウィメンズヘルスにおける理学療法の関わりかた、特徴を説明できる。

筆記試験（期末）：100% ［到達⽬標①・②・③を評価］

到達⽬標①・②・③
 特に優れている   ：論理的に正しく、かつ明確に⼗分説明できる。
 優れている     ：論理的に正しく、かつ明確に概ね説明できる。
 良好である     ：論理的に正しく、概ね説明できる。
 最低限の到達    ：⼀部不⼗分な所もあるが、ある程度説明できる。
 ⽬標に到達していない：説明できない。

運動連鎖からみた下
肢運動器疾患の理学
療法評価

下肢運動器疾患の異常歩⾏の
分析から障害像の特徴を明⽰
し、実践的な理学療法評価⽅
法について実技を交えなが
ら、講義を⾏います。

講義（聴講型）
実技実習

予習課題
本講義は多関節運動連鎖の知
識が必要です。参考図書（多
関節運動連鎖からみた変形性
関節症の保存療法）等で予習
しておいて下さい。

加藤 浩

運動連鎖からみた下
肢運動器疾患の理学
療法治療戦略

下肢運動器疾患の異常歩⾏の
分析から障害像の特徴を明⽰
し、実践的な理学療法治療戦
略について実技を交えなが
ら、講義を⾏います。

講義（聴講型）
実技実習

予習課題
本講義は多関節運動連鎖の知
識が必要です。参考図書（多
関節運動連鎖からみた変形性
関節症の保存療法）等で予習
しておいて下さい。
復習課題
講義内容の振り返りシートの
提出

加藤 浩

ウィメンズヘルス

ウィメンズヘルスにおける理
学療法について説明し、実践
的な理学療法治療について実
技を交えながら、講義を⾏い
ます。

講義（聴講型）
実技実習

予習課題
⽇本理学療法⼠協会ホームペ
ージ＞刊⾏物＞理学療法ハン
ドブック10（⼥性のライフス
テージ）をみて予習しておい
てください。
https://www.japanpt.or.jp/a
ssets/pdf/activity/books/ha
ndbook10_whole_210308.pdf
復習課題
授業内容の振り返りの提出

永瀬 外希⼦

アスレチックリハビ
リテーション①

トレーナーの役割やアスレチ
ックリハビリテーションにつ
いての講義を⾏います。

講義（聴講型）

予習課題
本講義はスポーツ理学療法学
の知識が必要です。参考図書
（スポーツ理学療法学）等で
予習しておいて下さい。

スポット
東都⼤学
⼩泉 圭介
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5

6

7

8

⽇付

教科書

参考書

ディプロマ・
ポリシーとの
関連

先修条件指定
科⽬

先修条件指定
科⽬において
あらかじめ修
得しておかな
ければならな
い科⽬

実務経験のあ
る教員

実務経験をい
かした教育内
容

教員の連絡先

アスレチックリハビ
リテーション②

スポーツ現場で⾏っているス
ポーツ理学療法について実技
を交えて講義をします。

講義（聴講型）
実技実習

予習課題
本講義はスポーツ理学療法学
の知識が必要です。参考図書
（スポーツ理学療法学）等で
予習しておいて下さい。
復習課題
講義内容の振り返りシートの
提出．

スポット
東都⼤学
⼩泉 圭介

スポーツ外傷の理学
療法①

スポーツ分野の理学療法⼠の
役割と業務について実例を交
えながら講義を⾏います。

講義（聴講型）

予習課題
本講義はスポーツ分野の理学
療法の知識が必要です。参考
図書（アスリートのリハビリ
テーションとリコンディショ
ニング上巻・下巻）等で予習
しておいて下さい。

⼤浦 徹男

スポーツ外傷の理学
療法②

⾜部・⾜関節外傷後の競技復
帰に向けたスポーツ理学療法
について、実技を交えながら
講義を⾏います。

講義（聴講型）
実技実習

予習課題
本講義はスポーツ外傷後の評
価とプログラミング知識が必
要です。参考図書（アスリー
トのリハビリテーションとリ
コンディショニング上巻・下
巻）等で予習しておいて下さ
い。

⼤浦 徹男

スポーツ外傷の理学
療法③

⾜関節内反捻挫を例に、理学
療法評価に基づいた機能的な
テーピングの考え⽅につい
て、実技を交えながら講義を
⾏います。

講義（聴講型）
実技実習

予習課題
本講義はテーピングの知識が
必要です。参考図書（ファン
クショナルテーピング）等で
予習しておいて下さい。
復習課題
講義内容の振り返りシートの
提出

⼤浦 徹男

多関節運動連鎖からみた変形性関節症の保存療法−刷新的理学療法−．井原秀俊、他（編）．全⽇本病院出版会
観察による歩⾏分析．⽉城慶⼀、他（訳）．医学書院
アスリートのリハビリテーションとリコンディショニング上巻 外傷学総論/検査・測定と評価ーリスクマネジメントに基づいたアプロー
チ．⼩林寛和（編）．⽂光堂
アスリートのリハビリテーションとリコンディショニング下巻 プログラミングの実際と⼿法の活⽤ーリスクマネジメントに基づいたアプロ
ーチ．⼩林寛和（編）．⽂光堂
ファンクショナルテーピング．川野哲英（著）．ブックハウスHD
スポーツ理学療法学ー動作に基づく外傷・障害の理解と評価・治療の進め⽅．陶⼭哲夫（監）．⾚坂清和（編）．メジカルビュー社

理学2／理学5

⾮該当

⾮該当

加藤 浩  ：研究室36    hikato@yachts.ac.jp
永瀬 外希⼦：研究室23    tishiguri@yachts.ac.jp
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備考

⼤浦 徹男 ：⼭形徳洲会病院 beima0316@gmail.com
⼩泉 圭介 ：東都⼤学    keisuke.koizumi@tohto.ac.jp

47



授業科⽬ 科⽬英語表記

職名、担当教
員⽒名

科⽬責任者⽒
名

学内連絡教員
⽒名

学科／分野 学年

科⽬区分
必修・選択の
別

授業形態 開講時期 単位数

授業概要

到達⽬標

成績評価⽅法

成績評価基準

授業計画

回 授業項⽬ 学習内容 学習⽅法 授業外学習 授業ごとの担当教員

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

神経系理学療法学Ⅰ Neurological Physical Therapy Ⅰ

准教授 南澤 忠儀
講 師 永瀬外希⼦

南澤 忠儀

理学療法学科 2年

専⾨ 理学療法学科ー必修

講義／演習 後期 2単位

脳⾎管障害に対する理学療法について、基礎的な医学的知識やリスク管理を含めた各病期に応じた理学療法を教⽰する。

① 脳⾎管障害の病期に応じた基本的な理学療法の⽅法とリスク管理⽅法を説明できる。

筆記試験100％ 到達⽬標①を評価

到達⽬標①に対して
特に優れている   ； 適切で⼗分な根拠をふまえて、論理的に説明できる。
優れている     ； 根拠をふまえて、論理的に説明できる。
良好である     ； 根拠を⽤いて、ある程度論理的に説明できる。
最低限の到達    ； 根拠は乏しいが、ある程度論理的に説明できる。
⽬標に到達していない； 説明できない。

概論・病態 脳⾎管障害に対する理学療法
の概略を学習する。 講義

予習
事前に配布する資料を熟読す
ること

南澤 忠儀

急性期の理学療法
急性期におけるリスク管理、
評価⼿順や評価項⽬および治
療法について学習する。

講義および演習
予習
事前に配布する資料を熟読す
ること

南澤 忠儀

急性期の理学療法
急性期におけるリスク管理、
評価⼿順や評価項⽬および治
療法について学習する。

講義および演習
予習
事前に配布する資料を熟読す
ること

南澤 忠儀

急性期の理学療法
急性期におけるリスク管理、
評価⼿順や評価項⽬および治
療法について学習する。

講義および演習
予習
事前に配布する資料を熟読す
ること

南澤 忠儀

急性期の理学療法
急性期におけるリスク管理、
評価⼿順や評価項⽬および治
療法について学習する。

講義および演習
予習
事前に配布する資料を熟読す
ること

南澤 忠儀

回復期の理学療法に
おける⽬的や⽅法

回復期の理学療法について⽬
的や⽅法、回復過程などを視
聴覚教材を交えながら講義を
⾏う。

講義および演習 復習課題
授業内容の振り返りの提出 永瀬 外希⼦

回復期リハビリテー
ションの実際

回復期の理学療法などについ
て、視聴覚教材を交えながら
講義を⾏う。
⽚⿇痺患者に対する理学療法
について、実技を交えながら
講義を⾏う。

講義および演習、実技 復習課題
授業内容の振り返りの提出 永瀬 外希⼦

回復期の理学療法
回復期の運動障害および⾼次
脳機能障害に対する介⼊⽅法
を学習する。

講義および演習
予習
事前に配布する資料を熟読す
ること

南澤 忠儀

回復期の理学療法
回復期の運動障害および⾼次
脳機能障害に対する介⼊⽅法
を学習する。

講義および演習
予習
事前に配布する資料を熟読す
ること

南澤 忠儀

早期離床にむけた理
学療法アプローチの
実際

画像所⾒と神経症状および予
後予測について学習する。 講義

予習
事前に配布する資料を熟読す
ること

「スポット」今川 英俊
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11

12

13

14

15

⽇付

教科書

参考書

ディプロマ・
ポリシーとの
関連

先修条件指定
科⽬

先修条件指定
科⽬において
あらかじめ修
得しておかな
ければならな
い科⽬

実務経験のあ
る教員

実務経験をい
かした教育内
容

教員の連絡先

備考

早期離床にむけた理
学療法アプローチの
実際

画像所⾒と神経症状および予
後予測について学習する。

予習
事前に配布する資料を熟読す
ること

「スポット」今川 英俊

脳⾎管障害と画像所
⾒ CT、MRIの⾒⽅を学習する。 講義

予習
事前に配布する資料を熟読す
ること

南澤 忠儀

起居動作の動作観察
および動作分析

基本動作の分析⽅法について
学習する。 講義および実技

予習
事前に配布する資料を熟読す
ること

南澤 忠儀

ケーススタディ
症例を通して、理学療法評価
から治療プログラム⽴案まで
を学習する。

講義および演習
予習
事前に配布する資料を熟読す
ること

南澤 忠儀

ケーススタディ
症例を通して、理学療法評価
から治療プログラム⽴案まで
を学習する。

講義および演習
予習
事前に配布する資料を熟読す
ること

南澤 忠儀

・配布資料

・今⽇の理学療法指針．医学書院
・病気がみえるvol.7 脳・神経（第2版）．MEDIC MEDIA

理学2／理学5

⾮該当

該当

南澤：研究室18 tminamisawa@yachts.ac.jp
永瀬：研究室23 tishiguri@yachts.ac.jp
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授業科⽬ 科⽬英語表記

職名、担当教
員⽒名

科⽬責任者⽒
名

学内連絡教員
⽒名

学科／分野 学年

科⽬区分
必修・選択の
別

授業形態 開講時期 単位数

授業概要

到達⽬標

成績評価⽅法

成績評価基準

授業計画

回 授業項⽬ 学習内容 学習⽅法 授業外学習 授業ごとの担当教員

1

2

3

4

5

6

7

8

9

神経系理学療法学Ⅱ Neurological Physical Therapy Ⅱ

准教授 南澤 忠儀
講 師 ⾚塚 清⽮

南澤 忠儀

理学療法学科 3年

専⾨ 理学療法学科ー必修

講義／演習 前期 1単位

神経系疾患の理学療法や新たな治療戦略について教⽰する。

ディプロマポリシー理学2／理学5に関連して
① 神経・筋疾患の病態および⼀般的な理学療法評価項⽬を列挙できる。

筆記試験100％ 到達⽬標①を評価

到達⽬標①について

特に優れている   ； 適切で⼗分な根拠をふまえて、論理的に説明できる。
優れている     ； 根拠をふまえて、論理的に説明できる。
良好である     ； 根拠を⽤いて、ある程度論理的に説明できる。
最低限の到達    ； 根拠は乏しいが、ある程度論理的に説明できる。
⽬標に到達していない； 説明できない。

神経・筋疾患と理学
療法

神経・筋疾患に対する理学療
法の概略を学習する。 講義

予習
事前に配布する資料を熟読す
ること

南澤 忠儀

パーキンソン病
パーキンソン病に対する理学
療法評価、⼿順および介⼊⽅
法について講義を⾏なう。

講義
予習
事前に配布する資料を熟読す
ること

南澤 忠儀

筋萎縮性側索硬化症
（ALS）

筋萎縮性側索硬化症（ALS）
に対する理学療法評価、⼿順
および介⼊⽅法について講義
を⾏なう。

講義
予習
事前に配布する資料を熟読す
ること

南澤 忠儀

多発性硬化症
多発性硬化症に対する理学療
法評価、⼿順および介⼊⽅法
について講義を⾏なう。

講義
予習
事前に配布する資料を熟読す
ること

南澤 忠儀

重症筋無⼒症・⽪膚
筋炎

重症筋無⼒症・⽪膚筋炎に対
する理学療法評価、⼿順およ
び介⼊⽅法について講義を⾏
なう。

講義
予習
事前に配布する資料を熟読す
ること

南澤 忠儀

末梢神経障害（ギラ
ンバレー症候群）

末梢神経障害（ギランバレー
症候群）に対する理学療法評
価、⼿順および介⼊⽅法につ
いて講義を⾏なう。

講義
予習
事前に配布する資料を熟読す
ること

⾚塚 清⽮

脊髄⼩脳変性症
脊髄⼩脳変性症に対する理学
療法評価、⼿順および介⼊⽅
法について講義を⾏なう。

講義と演習
予習
事前に配布する資料を熟読す
ること

⾚塚 清⽮

神経難病に対する理
学療法の進め⽅

神経難病に対する理学療法の
進め⽅について学習する。 講義

予習
事前に配布する資料を熟読す
ること

「スポット」⽯川 慎⼀郎

ケーススタディ①

初期評価から統合解釈までの
過程を学習する。
治療プログラム⽴案から介⼊
までを学習する。

演習
予習
事前に配布する資料を熟読す
ること

南澤 忠儀
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10

11

12

13

14

15

⽇付

教科書

参考書

ディプロマ・
ポリシーとの
関連

先修条件指定
科⽬

先修条件指定
科⽬において
あらかじめ修
得しておかな
ければならな
い科⽬

実務経験のあ
る教員

実務経験をい
かした教育内
容

教員の連絡先

備考

ケーススタディ②

初期評価から統合解釈までの
過程を学習する。
治療プログラム⽴案から介⼊
までを学習する。

演習
予習
事前に配布する資料を熟読す
ること

南澤 忠儀

ケーススタディ③

初期評価から統合解釈までの
過程を学習する。
治療プログラム⽴案から介⼊
までを学習する。

演習
予習
事前に配布する資料を熟読す
ること

南澤 忠儀

ケーススタディ④

初期評価から統合解釈までの
過程を学習する。
治療プログラム⽴案から介⼊
までを学習する。

演習
予習
事前に配布する資料を熟読す
ること

南澤 忠儀

ケーススタディ⑤

初期評価から統合解釈までの
過程を学習する。
治療プログラム⽴案から介⼊
までを学習する。

演習
予習
事前に配布する資料を熟読す
ること

南澤 忠儀

ケーススタディ⑥

初期評価から統合解釈までの
過程を学習する。
治療プログラム⽴案から介⼊
までを学習する。

演習
予習
事前に配布する資料を熟読す
ること

南澤 忠儀

ケーススタディ⑦

初期評価から統合解釈までの
過程を学習する。
治療プログラム⽴案から介⼊
までを学習する。

演習
予習
事前に配布する資料を熟読す
ること

南澤 忠儀

6.5.16 (⽊) 4
6.5.23 (⽊) 4・5
6.5.30 (⽊) 4・5
6.6.  6 (⽊) 4・5
6.6.13 (⽊) 4・5
6.6.20 (⽊) 4・5
6.6.27 (⽊) 4・5
6.7.  4 (⽊) 4・5

配布資料

・今⽇の理学療法指針 ．内⼭ 靖（総編集）．医学書院
・病気がみえるvol.7 脳・神経（第2版）．医療情報科学研究所（編）．MEDIC MEDIA

理学2／理学5

⾮該当

該当

南澤：18研究室 tminamisawa@yachts.ac.jp
⾚塚：14研究室 sakatsuka@yachts.ac.jp 
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授業科⽬ 科⽬英語表記

職名、担当教
員⽒名

科⽬責任者⽒
名

学内連絡教員
⽒名

学科／分野 学年

科⽬区分
必修・選択の
別

授業形態 開講時期 単位数

授業概要

到達⽬標

成績評価⽅法

成績評価基準

授業計画

回 授業項⽬ 学習内容 学習⽅法 授業外学習 授業ごとの担当教員

1

2

3

4

5

神経系理学療法学特別講義 Advanced Neurological Physical Therapy

教 授 渡部 潤⼀
准教授 南澤 忠儀

渡部 潤⼀

理学療法学科 3年

専⾨ 理学療法学科ー選択

講義／演習 後期 1単位

中枢神経系の障がいを考えたとき、脳実質の損傷や難治性疾患によって多様な病態や症候が出現する。
重度な神経障がい患者への試みとして、臨床の第⼀線で⾏われている理学療法を紹介し、今後の展望を考える。

ディプロマ・ポリシー理学2／理学5に関連して
① 神経障がい者の動作観察による臨床推論過程を説明できる。
② 運動制御理論と姿勢制御理論を説明できる。
③ 脳⾎管疾患や神経難病の病期に応じた理学療法プログラムを作成し、実⾏できるようになるために、評価から問題点抽出、プログラム⽴
案、実施できる能⼒を⾝につける。
④ 最先端の知⾒より必要な情報を利⽤し、理学療法の介⼊⽅法に応⽤することができる。

期末試験（80％） 到達⽬標①・②・③・④を評価
⼩テスト（10％） 到達⽬標①を評価
授業内プレゼンテーション（10%） 到達⽬標②・④を評価

との合計点により最終評価を⾏う。

【期末試験／⼩テスト／授業内プレゼンテーション】の成績評価基準は、到達⽬標①〜④に関して、下記の通りとする。

特に優れている   ； 適切で⼗分な根拠をふまえて、論理的に説明できる。
優れている     ； 根拠をふまえて、論理的に説明できる。
良好である     ； 根拠を⽤いて、ある程度論理的に説明できる。
最低限の到達    ； 根拠は乏しいが、ある程度論理的に説明できる。
⽬標に到達していない； 説明できない 。

ニューロリハビリテ
ーションの基礎

ニューロリハビリテーション
の基礎的内容を学習する。 講義形式 【予習】事前配布資料をよく

読んでくること。 南澤忠儀

バーチャルリアリテ
ィを取り⼊れた理学
療法の実際ー上肢に
対するアプローチ①

バーチャルリアリティを取り
⼊れた上肢に対する理学療法
を学習する。

講義と演習形式 【予習】事前配布資料をよく
読んでくること。 南澤忠儀

バーチャルリアリテ
ィを取り⼊れた理学
療法の実際ー上肢に
対するアプローチ②

バーチャルリアリティを取り
⼊れた上肢に対する理学療法
を学習する。

演習形式 【予習】事前配布資料をよく
読んでくること。 南澤忠儀

世界における理学療
法①

アジアにおける理学療法
Japan Qualityの展開について
理解を深める。

講義形式

【予習】事前配布資料をよく
読んでくること。
【復習】実施した内容は臨床
に直結する知識・技術である
ため、よく復習すること。確
認テストに向けた準備をする
こと。

スポット：⻄尾 匡紀
（KITAHARA Medical
Strategies International）

世界における理学療
法②

カンボジアとベトナムにおけ
る遠隔リハビリテーションサ
ービスの実証調査事業につい
て理解を深める。

講義形式

【予習】事前配布資料をよく
読んでくること。
【復習】実施した内容は臨床
に直結する知識・技術である
ため、よく復習すること。確
認テストに向けた準備をする
こと。

スポット：⻄尾 匡紀
（KITAHARA Medical
Strategies International）
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6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

中枢神経疾患に対す
る⾔語聴覚⼠の介⼊
と理学療法⼠に求め
ること

中枢性疾患に対する多職種介
⼊の実際やその効果について
学習する。

講義形式

【予習】事前配布資料をよく
読んでくること。
【復習】実施した内容は臨床
に直結する知識・技術である
ため、よく復習すること。確
認テストに向けた準備をする
こと。

スポット：三瀬和⼈（愛媛県
⽴中央病院）

コミュニケーション
に影響を与える⾼次
脳機能障がい

⾼次脳機能障がいに対する介
⼊の実際やその効果について
理解する。

講義形式とグループワーク

【予習】事前配布資料をよく
読んでくること。
【復習】実施した内容は臨床
に直結する知識・技術である
ため、よく復習すること。確
認テストに向けた準備をする
こと。

スポット：三瀬和⼈（愛媛県
⽴中央病院）

誤嚥性肺炎を予防す
るチームアプローチ

中枢性疾患に対する摂⾷機能
療法、多職種介⼊の実際やそ
の効果について学習する。

講義形式と実技

【予習】事前配布資料をよく
読んでくること。
【復習】実施した内容は臨床
に直結する知識・技術である
ため、よく復習すること。確
認テストに向けた準備をする
こと。

スポット：三瀬和⼈（愛媛県
⽴中央病院）

神経系理学療法領域
における製薬企業で
の理学療法⼠の仕事

製薬企業での理学療法⼠の仕
事に理解を深め、キャリア形
成について議論する。

講義形式

【予習】事前配布資料をよく
読んでくること。
【復習】実施した内容は臨床
に直結する知識・技術である
ため、よく復習すること。確
認テストに向けた準備をする
こと。

スポット：久保 航（グラク
ソ・スミスクライン株式会
社）

神経系理学療法領域
における理学療法⼠
のキャリア形成と可
能性

製薬企業での理学療法⼠の仕
事に理解を深め、キャリア形
成について議論する。

反転授業（学⽣によるプレゼ
ンテーション）

【予習】事前配布資料をよく
読んでくること。
【復習】実施した内容は臨床
に直結する知識・技術である
ため、よく復習すること。確
認テストに向けた準備をする
こと。

スポット：久保 航（グラク
ソ・スミスクライン株式会
社）

脳⾎管障がいに対す
る急性期理学療法(リ
スク管理/ポジショニ
ング／座位耐性)

急性期脳⾎管障害に対する理
学療法の⽬的を理解するとと
もに、理学療法技術の実際を
学ぶ。

実技形式

【予習】事前配布資料をよく
読んでくること。
【復習】実施した内容は臨床
に直結する知識・技術である
ため、よく復習すること。確
認テストに向けた準備をする
こと。

渡部潤⼀

脳⾎管障がいに対す
る回復期理学療法(座
位姿勢⇒⽴位・歩⾏
アプローチ)

脳機能と姿勢バランスの関連
や、脳⾎管障がいの姿勢バラ
ンス障害の評価・理学療法の
展開について学ぶ。

実技形式

【予習】事前配布資料をよく
読んでくること。
【復習】実施した内容は臨床
に直結する知識・技術である
ため、よく復習すること。確
認テストに向けた準備をする
こと。

渡部潤⼀

脳⾎管障がいに対す
る慢性期理学療法
（歩⾏／⾝体活動量
の確保／シーティン
グ）

慢性期脳⾎管障害に対する理
学療法の⽬的を理解するとと
もに、理学療法技術の実際を
学ぶ。

反転授業（学⽣によるプレゼ
ンテーション）

【予習】事前配布資料をよく
読んでくること。
【復習】実施した内容は臨床
に直結する知識・技術である
ため、よく復習すること。確
認テストに向けた準備をする
こと。

渡部潤⼀

リハビリテーション
ロボットと理学療法

リハビリテーションロボット
の治療原理、リハビリテーシ
ョ ンロボットによる効果、リ
ハビリテーションロボットの
臨床とその実施⼿順、HAL、
WPAL-G、歩⾏練習ロボット

講義形式

【予習】事前配布資料をよく
読んでくること。
【復習】実施した内容は臨床
に直結する知識・技術である
ため、よく復習すること。確
認テストに向けた準備をする
こと。

渡部潤⼀

⽚⿇痺の様々なアプ
ローチ法の紹介(考え
⽅の基本)

筋緊張のコントロール、ＣＩ
療法、川平法、装具療法など

反転授業（学⽣によるプレゼ
ンテーション）・⼩テスト

【予習】事前配布資料をよく
読んでくること。
【復習】実施した内容は臨床
に直結する知識・技術である

渡部潤⼀
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⽇付

教科書

参考書

ディプロマ・
ポリシーとの
関連

先修条件指定
科⽬

先修条件指定
科⽬において
あらかじめ修
得しておかな
ければならな
い科⽬

実務経験のあ
る教員

実務経験をい
かした教育内
容

教員の連絡先

備考

ため、よく復習すること。確
認テストに向けた準備をする
こと。

資料を配布します。

随時紹介します。

理学2／理学5

⾮該当

⾮該当

渡部潤⼀：研究室39 jwatanabe@yachts.ac.jp 
南澤忠義：研究室18 tminamisawa@yachts.ac.jp

学⽣の理解度によっては、シラバスの項⽬内容の変更が発⽣することもあります。
神経系障害に対して理学療法⼠は何ができるのか？可能性を考えてください。
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授業科⽬ 科⽬英語表記

職名、担当教
員⽒名

科⽬責任者⽒
名

学内連絡教員
⽒名

学科／分野 学年

科⽬区分
必修・選択の
別

授業形態 開講時期 単位数

授業概要

到達⽬標

成績評価⽅法

成績評価基準

授業計画

回 授業項⽬ 学習内容 学習⽅法 授業外学習 授業ごとの担当教員

1

2

3

4

5

⼩児理学療法学Ⅰ ⼩児理学療法学Ⅰ

教授 渡部 潤⼀

渡部 潤⼀

理学療法学科 2年

専⾨ 理学療法学科ー必修

講義／演習 後期 2単位

障がい児を理解する上で必要な正常運動発達を解説する。
脳性⿇痺を中⼼に障がい児に関する基礎的知識、理学療法評価及び治療の考え⽅を解説する。

ディプロマ・ポリシー理学2／理学5に関連して、次の3つを科⽬の到達⽬標とする。
① 療育、⼩児理学療法の意義を説明できる。
② 運動発達の連続性のある内容を説明できる。
③ 脳性⿇痺の障がい特性および理学療法の基本的概念を説明でき、どのような評価が必要となるのか事例を通して理解する。

期末テスト（80%）：到達⽬標①・②
レポート課題（授業内試験）（10%）：到達⽬標①・②・③
発⾔や質問・演習など授業への参加度（10%）：到達⽬標③から、総合的に評価する。 

【期末テスト／レポート課題（授業内試験)／発⾔や質問・演習など授業への参加度】の成績評価基準
到達⽬標①〜③に関して、下記の理解度によって評価する。

特に優れている   ； 適切で⼗分な根拠をふまえて、論理的に説明できる。
優れている     ； 根拠をふまえて、論理的に説明できる。
良好である     ； 根拠を⽤いて、ある程度論理的に説明できる。
最低限の到達    ； 根拠は乏しいが、ある程度論理的に説明できる。
⽬標に到達していない； 説明できない。

⼩児理学療法総論 療育について、⼩児理学療法
の意義を学ぶ。 講義

【予習】配布した資料を事前
に読んでくること
【復習】実施した内容は臨床
に直結する知識・技術である
ため、繰り返し練習し、習得
すること

渡部

正常運動発達1（反
射・反応）

⼩児の反射・反応の体験を通
して学ぶ。 講義・演習

【予習】教科書の第1章を事
前に読んでくること
【復習】実施した内容は臨床
に直結する知識・技術である
ため、繰り返し練習し、習得
すること

渡部

正常運動発達２（⾝
体の形成）

⼈の⾝体形成の過程と、姿勢
反射の役割を理解する。 講義・演習

【予習】教科書の第1章を事
前に読んでくること
【復習】実施した内容は臨床
に直結する知識・技術である
ため、繰り返し練習し、習得
すること

渡部

正常運動発達３（粗
⼤運動発達：0−3ヶ
⽉）

0−3ヶ⽉までの粗⼤運動と上
肢運動の発達過程を理解す
る。

講義・演習

【予習】教科書の第1章及び
配布された資料を事前に読ん
でくること
【復習】実施した内容は臨床
に直結する知識・技術である
ため、繰り返し練習し、習得
すること

渡部

正常運動発達４（粗
⼤運動発達：６−１
２ヶ⽉）

６−１２ヶ⽉までの粗⼤運動
と上肢運動の発達過程を理解
する。

講義・演習 【予習】教科書の第1章及び
配布された資料を事前に読ん
でくること
【復習】実施した内容は臨床

渡部
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に直結する知識・技術である
ため、繰り返し練習し、習得
すること

認知⾏動のメカニズ
ム１（感覚・運動模
倣・空間認知）

感覚・空間認知の発達と動作
模倣について理解する。 講義

【予習】教科書の第２章を事
前に読んでくること
【復習】実施した内容は臨床
に直結する知識・技術である
ため、繰り返し練習し、習得
すること

渡部

認知⾏動のメカニズ
ム２（摂⾷嚥下・⾔
語と⽇常⽣活の発達）

摂⾷と⾔語を介した⽇常⽣活
活動は、理学療法の⽬的⼿段
なることを理解する。

講義

【予習】教科書の第２章を事
前に読んでくること
【復習】実施した内容は臨床
に直結する知識・技術である
ため、繰り返し練習し、習得
すること

渡部

発達にかかわる理学
療法評価１
（Dubowizの新⽣児
神経学的評価・遠城
寺式乳幼児分析検査）

疾患・発達時期に応じた適切
な検査・評価法の選択および
実施について理解できる。

講義・演習・実技
レポート課題（授業内試験）

【予習】教科書の第３章を事
前に読んでくること
【復習】実施した内容は臨床
に直結する知識・技術である
ため、繰り返し練習し、習得
すること

渡部

発達にかかわる理学
療法評価２
（GMFM・GMFCS・
PEDI）

疾患・発達時期に応じた適切
な検査・評価法の選択および
実施について理解できる。

講義・演習・実技

【予習】教科書の第３章を事
前に読んでくること
【復習】実施した内容は臨床
に直結する知識・技術である
ため、繰り返し練習し、習得
すること

渡部

ライフサイクルに応
じて必要とされる理
学療法と他職種

ライフサイクルに応じたリハ
ビリテーションの流れと、他
職種の役割と連携について理
解できる。

講義

【予習】教科書の第８章を事
前に読んでくること
【復習】実施した内容は臨床
に直結する知識・技術である
ため、繰り返し練習し、習得
すること

渡部

脳性⿇痺の原因と病
理

脳性⿇痺の障がい特性および
理学療法の基本的概念を学
ぶ。

講義

【予習】教科書の第４章を事
前に読んでくること
【復習】実施した内容は臨床
に直結する知識・技術である
ため、繰り返し練習し、習得
すること

渡部

脳性⿇痺の分類
脳性⿇痺の障がい特性および
理学療法の基本的概念を学
ぶ。

講義

【予習】教科書の第４章を事
前に読んでくること
【復習】実施した内容は臨床
に直結する知識・技術である
ため、繰り返し練習し、習得
すること

渡部

胎児の発達 正常運動発達を理解する。 講義・演習・実技

【予習】配布された資料を事
前に読んでくること
【復習】実施した内容は臨床
に直結する知識・技術である
ため、繰り返し練習し、習得
すること

渡部

脳性⿇痺に対する理
学療法評価

理学療法を実践するうえで必
要となる評価、介⼊の概要と
構成要素を理解する。

反転授業（学⽣によるプレゼ
ンテーション）

【予習】配布された資料を事
前に読んでくること
【復習】実施した内容は臨床
に直結する知識・技術である
ため、繰り返し練習し、習得
すること

渡部

発達性協調運動障害
に対する理学療法評
価

理学療法を実践するうえで必
要となる評価、介⼊の概要と
構成要素を理解する。

反転授業（学⽣によるプレゼ
ンテーション）

【予習】配布された資料を事
前に読んでくること
【復習】実施した内容は臨床
に直結する知識・技術である
ため、繰り返し練習し、習得
すること

渡部

6.12. 2  (⽉) 3・4
6.12. 9  (⽉) 3・4
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教科書

参考書

ディプロマ・
ポリシーとの
関連

先修条件指定
科⽬

先修条件指定
科⽬において
あらかじめ修
得しておかな
ければならな
い科⽬

実務経験のあ
る教員

実務経験をい
かした教育内
容

教員の連絡先

備考

6.12.16 (⽉) 3・4
6.12.23 (⽉) 3・4
7. 1. 6   (⽉) 3・4
7. 1.20  (⽉) 3・4
7. 1.27  (⽉) 3・4・5

最新理学療法学講座 ⼩児理学療法学．新⽥收（編著）．医⻭薬出版

理学2／理学5

⾮該当

⾮該当

渡部潤⼀：研究室39 jwatanabe@yachts.ac.jp 

講義中に実技も⾏いますので、動きやすい服装で出席してください。
全ての講義に出席することが前提となります。ただし、公⽋等の場合には、その都度、課題を与えて対応しますので、事後であっても必ず申
し出てください。
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授業科⽬ 科⽬英語表記

職名、担当教
員⽒名

科⽬責任者⽒
名

学内連絡教員
⽒名

学科／分野 学年

科⽬区分
必修・選択の
別

授業形態 開講時期 単位数

授業概要

到達⽬標

成績評価⽅法

成績評価基準

授業計画

回 授業項⽬ 学習内容 学習⽅法 授業外学習 授業ごとの担当教員

1

2

3

4

5

⼩児理学療法学Ⅱ Pediatric Physical Therapy Ⅱ

教授 渡部 潤⼀

渡部 潤⼀

理学療法学科 3年

専⾨ 理学療法学科ー必修

講義／演習 前期 1単位

代表的な⼩児疾患の発達の特性、臨床像、理学療法評価および理学療法の原則を解説する。

ディプロマ・ポリシー理学2／理学5に関連して
① 運動発達・認知発達の過程を理解し、その運動や認知の成り⽴ちを説明できる。
② 達期の中枢系疾患・運動器疾患の病態・障害像を理解して説明できる。
③ 発達期の疾患別理学療法の評価と治療、関連する装具・福祉⽤具の活⽤法について説明できる。
④ 発達期に関連する社会制度、在宅医療を理解して、説明できる。

期末試験（80％） 到達⽬標①・②・③・④を評価
⼩テスト（10％） 到達⽬標①を評価
授業内プレゼンテーション（10%） 到達⽬標②・④を評価

との合計点により最終評価を⾏う。

【期末試験 ⼩テスト／授業内プレゼンテーション】の成績評価基準は下記の通りとする。
①〜④の到達⽬標に関して
特に優れている   ； 適切で⼗分な根拠をふまえて、論理的に説明できる。
優れている     ； 根拠をふまえて、論理的に説明できる。
良好である     ； 根拠を⽤いて、ある程度論理的に説明できる。
最低限の到達    ； 根拠は乏しいが、ある程度論理的に説明できる。
⽬標に到達していない； 説明できない。

脳性⿇痺①（痙直型
四肢⿇痺）

痙直型四肢⿇痺に特徴的な痙
性分布、代償運動により⽣じ
る姿勢や運動発達の特徴、理
学療法評価と介⼊を理解する
脳性⿇痺児に使⽤する補装具
について理解する

スライドと配布資料をもとに
講義しながら適時、対教員や
学⽣グループでの知識確認や
討論を取り⼊れる。

【予習】配布した資料を事前
に読んでくること
【復習】実施した内容は臨床
に直結する知識・技術である
ため、繰り返し練習し、習得
すること

渡部

脳性⿇痺②（痙直型
両⿇痺）

痙直型両⿇痺の特徴的な痙性
分布、代償運動により⽣じる
姿勢や運動発達の特徴、理学
療法評価と介⼊を理解する
脳性⿇痺児に使⽤する補装具
について理解する

スライドと配布資料をもとに
講義しながら適時、対教員や
学⽣グループでの知識確認や
討論を取り⼊れる。

【予習】配布した資料を事前
に読んでくること
【復習】実施した内容は臨床
に直結する知識・技術である
ため、繰り返し練習し、習得
すること

渡部

脳性⿇痺③（痙直型
⽚⿇痺）

痙直型⽚⿇痺の特徴的な痙性
分布、代償運動により⽣じる
姿勢や運動発達の特徴、理学
療法評価と介⼊を理解する
脳性⿇痺児に使⽤する補装具
について理解する

スライドと配布資料をもとに
講義しながら適時、対教員や
学⽣グループでの知識確認や
討論を取り⼊れる。

【予習】配布した資料を事前
に読んでくること
【復習】実施した内容は臨床
に直結する知識・技術である
ため、繰り返し練習し、習得
すること

渡部

脳性⿇痺①（アテト
ーゼ型）

アテトーゼ型脳性⿇痺に認め
られる、特徴的な運動障害
（異常運動）や運動発達の特
徴、理学療法評価と介⼊を理
解する

スライドと配布資料をもとに
講義しながら適時、対教員や
学⽣グループでの知識確認や
討論を取り⼊れる。

【予習】配布した資料を事前
に読んでくること
【復習】実施した内容は臨床
に直結する知識・技術である
ため，繰り返し練習し、習得
すること

渡部

脳性⿇痺⑤（失調型） 失調型脳性⿇痺に認められ
る、特徴的な運動障害や運動

スライドと配布資料をもとに
講義しながら適時、対教員や

【予習】配布した資料を事前
に読んでくること
【復習】実施した内容は臨床

渡部
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発達の特徴、理学療法評価と
介⼊を理解する

学⽣グループでの知識確認や
討論を取り⼊れる。

に直結する知識・技術である
ため、繰り返し練習し、習得
すること

脳性⿇痺の理学療法
と治療の実際

痙縮治療の種類を列挙し、そ
れぞれのメリットとデメリッ
トを説明できる。また観⾎的
治療前後の理学療法評価と介
⼊を理解する

スライドと配布資料をもとに
講義しながら適時、対教員や
学⽣グループでの知識確認や
討論を取り⼊れる。

【予習】教科書第6章を事前
に読んでくること
【復習】実施した内容は臨床
に直結する知識・技術である
ため、繰り返し練習し、習得
すること

渡部

低出⽣体重児・ハイ
リスク児の理学療法

低出⽣体重児・ハイリスク児
に対する理学療法の評価と治
療について学ぶ。

スライドと配布資料をもとに
講義しながら適時、対教員や
学⽣グループでの知識確認や
討論を取り⼊れる。

【予習】教科書第９章を事前
に読んでくること
【復習】実施した内容は臨床
に直結する知識・技術である
ため、繰り返し練習し、習得
すること

渡部

ダウン症候群
ダウン症候群に対する理学療
法の評価と治療について学
ぶ。

スライドと配布資料をもとに
講義しながら適時、対教員や
学⽣グループでの知識確認や
討論を取り⼊れる。

【予習】教科書第14章を事前
に読んでくること
【復習】実施した内容は臨床
に直結する知識・技術である
ため、繰り返し練習し、習得
すること

渡部

デュシェンヌ型筋ジ
ストロフィ−：その
他の筋ジストロフィ
ー、SMAなど

デュシェンヌ型筋ジストロフ
ィー、その他の筋ジストロフ
ィー、SMAなどの疾患、障害
像、理学療法の評価と治療に
ついて学ぶ。

スライドと配布資料をもとに
講義しながら適時、対教員や
学⽣グループでの知識確認や
討論を取り⼊れる。

【予習】教科書第11章を事前
に読んでくること
【復習】実施した内容は臨床
に直結する知識・技術である
ため、繰り返し練習し、習得
すること

渡部

⾻形成不全症、先天
性多発性関節拘縮
症、発育性股関節形
成不全、ペルテス病

⼩児整形疾患（⾻形成不全
症・先天性多発性関節拘縮
症・発育性股関節形成不全, 
ペルテス病）の疾患、理学療
法の評価と治療を学ぶ

スライドと配布資料をもとに
講義しながら適時、対教員や
学⽣グループでの知識確認や
討論を取り⼊れる。

【予習】配布した資料を事前
に読んでくること
【復習】実施した内容は臨床
に直結する知識・技術である
ため、繰り返し練習し、習得
すること

渡部

呼吸機能障害に対す
る理学療法（呼吸理
学療法）

⼩児における呼吸機能障害に
対する理学療法の概要と評
価・治療を理解する

スライドと配布資料をもとに
講義しながら適時、対教員や
学⽣グループでの知識確認や
討論を取り⼊れる。

【予習】教科書第12章を事前
に読んでくること
【復習】実施した内容は臨床
に直結する知識・技術である
ため、繰り返し練習し、習得
すること

渡部

⼆分脊椎の理学療法 ⼆分脊椎について理解し、理
学療法の評価と治療を学ぶ

スライドと配布資料をもとに
講義しながら適時、対教員や
学⽣グループでの知識確認や
討論を取り⼊れる。

【予習】教科書第13章を事前
に読んでくること
【復習】実施した内容は臨床
に直結する知識・技術である
ため、繰り返し練習し、習得
すること

渡部

重症⼼⾝障害児に対
する理学療法

重症⼼⾝障害児について説明
が⾏え、理学療法評価と介⼊
の考え⽅について理解する

スライドと配布資料をもとに
講義しながら適時、対教員や
学⽣グループでの知識確認や
討論を取り⼊れる。

【予習】教科書第10章を事前
に読んでくること
【復習】実施した内容は臨床
に直結する知識・技術である
ため、繰り返し練習し、習得
すること

渡部

発達性協調運動障害

発達障害の定義、その範囲と
特徴、理学療法の評価と治
療、社会的な⽀援について学
ぶ。

スライドと配布資料をもとに
講義しながら適時、対教員や
学⽣グループでの知識確認や
討論を取り⼊れる。

【予習】教科書第15章を事前
に読んでくること
【復習】実施した内容は臨床
に直結する知識・技術である
ため、繰り返し練習し、習得
すること

渡部

発達性協調運動障害
における理学療法の
実際

発達障害の定義、その範囲と
特徴を理解し、今後、増加す
ると思われる発達障害への理
学療法介⼊の特徴について理
解する

反転授業（学⽣によるプレゼ
ンテーション）
⼩テスト

【予習】教科書第15章を事前
に読んでくること
【復習】実施した内容は臨床
に直結する知識・技術である
ため、繰り返し練習し、習得
すること

渡部

6.4.10 (⽔) 1・2
6.4.17 (⽔) 1・2
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教科書

参考書

ディプロマ・
ポリシーとの
関連

先修条件指定
科⽬

先修条件指定
科⽬において
あらかじめ修
得しておかな
ければならな
い科⽬

実務経験のあ
る教員

実務経験をい
かした教育内
容

教員の連絡先

備考

6.4.24 (⽔) 1・2
6.5. 1  (⽔) 1・2
6.5. 8  (⽔) 1・2
6.5.15 (⽔) 1・2
6.5.22 (⽔) 1・2
6.5.29 (⽔) 2

最新理学療法学講座 ⼩児理学療法学．新⽥收（編著）．医⻭薬出版

理学2／理学5

⾮該当

該当

渡部潤⼀：研究室39 jwatanabe@yachts.ac.jp

講義中に実技も⾏いますので、動きやすい服装で出席してください。
この授業科⽬は、臨床実習Ⅲにおいてあらかじめ修得しておかなければならない科⽬に指定されています。
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授業科⽬ 科⽬英語表記

職名、担当教
員⽒名

科⽬責任者⽒
名

学内連絡教員
⽒名

学科／分野 学年

科⽬区分
必修・選択の
別

授業形態 開講時期 単位数

授業概要

到達⽬標

成績評価⽅法

成績評価基準

授業計画

回 授業項⽬ 学習内容 学習⽅法 授業外学習 授業ごとの担当教員

1

2

3

4

⼩児理学療法学特別講義 Advanced Pediatric Physical Therapy

教   授 渡部 潤⼀
⾮常勤講師 ⼤⻄ 康平

渡部 潤⼀

理学療法学科 4年

専⾨ 理学療法学科ー選択

講義／演習 後期 1単位

⼩児疾患に対する総合的な評価・治療計画⽴案までを学⽣⾃ら実践するために、症例を提⽰し解説する。
運動発達検査、背臥位から歩⾏までの誘導⽅法、新⽣児集中治療における理学療法、重症⼼⾝障がい児の理学療法について解説する。
運動発達障がい児者に理学療法を実施する上で、理学療法介⼊がどのような影響を与えるのか科学的な検証を探っていくために、対象者の⾝
体機能を中⼼に客観的に評価する⽅法論について研究する。
また、発達協調運動障がいのある⼩児の⾝体機能の評価と必要な理学療法介⼊および⽴案について考察する。

ディプロマ・ポリシー理学2／理学5に関連して
① 症例検討を通して、理学療法評価及び治療計画を⽴案できる。
② 発達障がい児に対する理学療法技術を提案できる。
③ 重症⼼⾝障がい児の理学療法について理解できる。
④ 新⽣児集中治療における理学療法の概要を説明できる。

期末試験（80％） 到達⽬標①・②・③・④を評価
⼩テスト（10％） 到達⽬標①を評価
授業内プレゼンテーション（10%） 到達⽬標②・③を評価

との合計点により最終評価を⾏う。

【期末試験／⼩テスト／授業内プレゼンテーション】の成績評価基準は到達⽬標①〜④に関して、下記のように評価する。

特に優れている   ； 適切で⼗分な根拠をふまえて、論理的に説明できる。
優れている     ； 根拠をふまえて、論理的に説明できる。
良好である     ； 根拠を⽤いて、ある程度論理的に説明できる。
最低限の到達    ； 根拠は乏しいが、ある程度論理的に説明できる。
⽬標に到達していない； 説明できない。

⼩児疾患とその関わ
り

⼩児疾患に対する総合的な評
価・治療計画⽴案までを⾃ら
実践することを理解できる。

講義形式

【予習】配布した資料を事前
に読んでくること
【復習】実施した内容は臨床
に直結する知識・技術である
ため、繰り返し練習し、習得
すること

⾮常勤講師・⼤⻄ 康平

演習・症例検討①
グループワークにより⼩児理
学療法評価及び治療計画を⽴
案し、発表する。

講義形式・学⽣によるグルー
プワーク

【予習】配布した資料を事前
に読んでくること
【復習】実施した内容は臨床
に直結する知識・技術である
ため、繰り返し練習し、習得
すること

⾮常勤講師・⼤⻄ 康平

演習・症例検討②
グループワークにより理学療
法評価及び治療計画を⽴案し
発表する

講義形式・学⽣によるグルー
プワーク

【予習】配布した資料を事前
に読んでくること
【復習】実施した内容は臨床
に直結する知識・技術である
ため、繰り返し練習し、習得
すること

⾮常勤講師・⼤⻄ 康平

演習・症例検討③
グループワークにより理学療
法評価及び治療計画を⽴案し
発表する。

反転授業（学⽣によるプレゼ
ンテーション）

【予習】配布した資料を事前
に読んでくること
【復習】実施した内容は臨床
に直結する知識・技術である
ため、繰り返し練習し、習得
すること

⾮常勤講師・⼤⻄ 康平
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5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

演習・運動発達検査
①

GMFMとGMFCSの活⽤につ
いて学習する。 講義形式・演習

【予習】配布した資料を事前
に読んでくること
【復習】実施した内容は臨床
に直結する知識・技術である
ため、繰り返し練習し、習得
すること

渡部 潤⼀

演習・運動発達検査
②

発達検査（遠城寺式乳幼児分
析的発達検査法、CO-OP、
PEDI）について、紹介する。

講義形式・演習

【予習】配布した資料を事前
に読んでくること
【復習】実施した内容は臨床
に直結する知識・技術である
ため、繰り返し練習し、習得
すること

渡部 潤⼀

重症⼼⾝障がい児の
理学療法①

重症⼼⾝障がい児に対する評
価、理学療法の実施までを⾝
につける。

講義形式・演習

【予習】配布した資料を事前
に読んでくること
【復習】実施した内容は臨床
に直結する知識・技術である
ため、繰り返し練習し、習得
すること

渡部 潤⼀

重症⼼⾝障がい児の
理学療法②

重症⼼⾝障がい児に対する評
価、理学療法の実施までを⾝
につける。

学⽣によるグループワーク・
⼩テスト

【予習】配布した資料を事前
に読んでくること
【復習】実施した内容は臨床
に直結する知識・技術である
ため、繰り返し練習し、習得
すること

渡部 潤⼀

障害児者通所⽀援に
よる⼩児理学療法⼠
の関わり①

障害児者通所⽀援における、
⼩児分野での理学療法⼠の取
り組みと実態を理解する。

講義形式

【予習】配布した資料を事前
に読んでくること
【復習】実施した内容は臨床
に直結する知識・技術である
ため、繰り返し練習し、習得
すること

スポット講師・⾚塚 郁奈

障害児者通所⽀援に
よる⼩児理学療法⼠
の関わり②

障害児者通所⽀援における、
⼩児分野での理学療法⼠の取
り組みと実態を理解する。

講義形式・演習

【予習】配布した資料を事前
に読んでくること
【復習】実施した内容は臨床
に直結する知識・技術である
ため、繰り返し練習し、習得
すること

スポット講師・⾚塚 郁奈

⼩児における⼦ども
⽤⾞いすと座位保持
装置の実際

障がい児における、⼦ども⽤
⾞いすと座位保持装置の作成
⽅法、⾏政⼿続き⽅法を理解
する。

講義形式・演習

【予習】配布した資料を事前
に読んでくること
【復習】実施した内容は臨床
に直結する知識・技術である
ため、繰り返し練習し、習得
すること

渡部 潤⼀

新⽣児理学療法（ポ
ジショニングとハン
ドリング）

NICUにおける新⽣児集中治
療における理学療法（ポジシ
ョニングとハンドリング）の
実際を学ぶ。

講義形式・演習

【予習】配布した資料を事前
に読んでくること
【復習】実施した内容は臨床
に直結する知識・技術である
ため、繰り返し練習し、習得
すること

渡部 潤⼀

新⽣児理学療法（呼
吸理学療法）

NICUにおける新⽣児集中治
療における理学療法（呼吸理
学療法）の実際を学ぶ。

講義形式・演習

【予習】配布した資料を事前
に読んでくること
【復習】実施した内容は臨床
に直結する知識・技術である
ため、繰り返し練習し、習得
すること

渡部 潤⼀

発達障がい児の運動
指導①

発達障がい児の運動指導の実
際を、グループワークにより
理学療法評価及び治療計画を
⽴案し発表する。

学⽣によるプレゼンテーショ
ン

【予習】配布した資料を事前
に読んでくること
【復習】実施した内容は臨床
に直結する知識・技術である
ため、繰り返し練習し、習得
すること

渡部 潤⼀

発達障がい児の運動
指導②

発達障がい児の運動指導の実
際を、グループワークにより
理学療法評価及び治療計画を
⽴案し発表する。

発達障害児をシミュレーショ
ンした学⽣による反転授業を
⾏う。

【予習】配布した資料を事前
に読んでくること
【復習】実施した内容は臨床
に直結する知識・技術である
ため、繰り返し練習し、習得
すること

渡部 潤⼀
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⽇付

教科書

参考書

ディプロマ・
ポリシーとの
関連

先修条件指定
科⽬

先修条件指定
科⽬において
あらかじめ修
得しておかな
ければならな
い科⽬

実務経験のあ
る教員

実務経験をい
かした教育内
容

教員の連絡先

備考

授業で使⽤する資料は、配布します。

・GMFM粗⼤運動能⼒尺度．近藤泉・福⽥道隆（監訳）．医学書院
・重症⼼⾝障害児･者の呼吸リハビリテーション（DVD）．⾦⼦断⾏・花井丈夫（監修）．アローウィン

理学2／理学5

⾮該当

⾮該当

渡部潤⼀：研究室39 jwatanabe@yachts.ac.jp

実技実習も⾏います。積極的な参加を望みます。
これまでに学習した基礎知識を⼗分復習した上で臨んでください。
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授業科⽬ 科⽬英語表記

職名、担当教
員⽒名

科⽬責任者⽒
名

学内連絡教員
⽒名

学科／分野 学年

科⽬区分
必修・選択の
別

授業形態 開講時期 単位数

授業概要

到達⽬標

成績評価⽅法

成績評価基準

授業計画

回 授業項⽬ 学習内容 学習⽅法 授業外学習 授業ごとの担当教員

1

2

3

4

5

6

7

⾼齢期理学療法学 Geriatric Physical Therapy

准教授 丹野 克⼦
助 教 ⼯藤 ⼤輔

丹野 克⼦

理学療法学科 2年

専⾨ 理学療法学科ー必修

講義／演習 後期 2単位

・加齢に伴う⽣理・運動・精神・⼼理機能の変化に対する理学療法の関わりについて解説する。
・⾼齢者に対する各種制度を概観し、制度下で実施されている理学療法を解説する。

ディプロマ・ポリシー理学2／理学5に関連して
① 加齢に伴う⽣理機能や運動機能および精神・⼼理機能の変化を説明できる。
② ⾼齢者の姿勢・運動および精神・⼼理の特徴を説明できる。
③ ⾼齢者に対する種々の制度と理学療法の関与を説明できる。

・⼩テスト：第1回〜第13回の授業終了後にFormsによる試験 65点配点：到達⽬標①・②・③を評価。
・定着度テスト：第14・15回授業中の学習態度と内容定着度 35点配点：到達⽬標①・②を評価。

・⼩テスト（第1回〜第13回授業外課題）は、各回5点換算で採点する。 5点×13回＝65点
・定着度テスト（第14・15回）は、実技内容を以下に従って採点する。 最⾼35点
 ・35点：提⽰された課題を誤りなく適切な時間内に実施・評価できる。かつ、グループメンバーの⽀援を積極的に⾏える。
 ・30点：提⽰された課題を、⽀援されながら適切な時間内に実施・評価できる。かつ、グループメンバーの⽀援を積極的に⾏える。
 ・25点：提⽰された課題を、⽀援されながら実施・評価できるが時間がかかる。かつ、グループメンバーの⽀援を積極的に⾏える。
 ・15点：提⽰された課題に取り組むが、ほとんどを⽀援される必要がある。または、課題実施は35〜25点に相当するがグループメンバー
の⽀援を⾏えない。
 ・5点：提⽰された課題にグループメンバーの⽀援に加えて教員の指導が必要である。または、課題実施が15点程度に相当するがグループ
メンバーの⽀援を⾏えない。
 ・0点：提⽰された課題に取り組まない。

・⼩テストと定着度テストの合計得点に基づき，以下の基準に従って成績評価を⾏う。
 A：100点〜90点、B：89点〜80点、C：79点〜70点、D：69点〜60点、F：59点以下

・授業オリエンテー
ション
・⾼齢期理学療法の
概念

・⾼齢者に対する理学療法の
特徴
・理学療法⼠が認識すべき⾼
齢者の尊厳保持

講義 【授業後課題】⼩テスト 丹野

⾼齢期の諸機能の特
性と理学療法に影響
する課題

低栄養、フレイル及びサルコ
ペニアと理学療法 講義 【授業後課題】⼩テスト 丹野

⾼齢期の諸機能の特
性と理学療法に影響
する課題

加齢に伴う⽣理機能の変化 講義 【授業後課題】⼩テスト ⼯藤

⾼齢期の諸機能の特
性と理学療法に影響
する課題

加齢に伴う神経機能の変化 講義 【授業後課題】⼩テスト ⼯藤

⾼齢期の諸機能の特
性と理学療法に影響
する課題

⾼齢期の摂⾷嚥下障がいと排
泄障がいと理学療法 講義 【授業後課題】⼩テスト ⼯藤

⾼齢期の諸機能の特
性と理学療法に影響
する課題

加齢に伴う運動機能の変化 講義 【授業後課題】⼩テスト ⼯藤

⾼齢期の諸機能の特
性と理学療法に影響
する課題

ロコモティブシンドロームと
理学療法 講義 【授業後課題】⼩テスト ⼯藤
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8

9

10

11

12

13

14

15

⽇付

教科書

参考書

ディプロマ・
ポリシーとの
関連

先修条件指定
科⽬

先修条件指定
科⽬において
あらかじめ修
得しておかな
ければならな
い科⽬

実務経験のあ
る教員

実務経験をい
かした教育内
容

教員の連絡先

備考

⾼齢期の諸機能の特
性と理学療法に影響
する課題

転倒への対応 講義 【授業後課題】⼩テスト ⼯藤

⾼齢期の諸機能の特
性と理学療法に影響
する課題

⾼齢者の姿勢・運動の特徴と
分析⽅法 講義 【授業後課題】⼩テスト ⼯藤

⾼齢期の諸機能の特
性と理学療法に影響
する課題

加齢に伴う精神・⼼理・記憶
機能の変化 講義 【授業後課題】⼩テスト 丹野

⾼齢期の諸機能の特
性と理学療法に影響
する課題

認知症と理学療法 講義 【授業後課題】⼩テスト 丹野

⾼齢者とのコミュニ
ケーション

⾼齢者とのコミュニケーショ
ンの技術と注意点

講義
演習 【授業後課題】⼩テスト 丹野

⾼齢期の保健・医
療・福祉制度と理学
療法⼠の関わり

健康増進・介護予防と理学療
法⼠の関与 講義 【授業後課題】⼩テスト 丹野

⾼齢者の機能・能⼒
の評価

⾼齢者に対する⾝体機能と能
⼒の評価⽅法の実技 実技 【事前】測定⽅法の予習 丹野

⼯藤

⾼齢者の機能・能⼒
の評価

⾼齢者に対する⾝体機能と能
⼒の評価⽅法の実技 実技 【事前】測定⽅法の予習 丹野

⼯藤

Crosslink 理学療法学テキスト ⾼齢者理学療法学．池添冬芽（編）．メジカルビュー社

随時紹介します。

理学2／理学5

⾮該当

該当

丹野克⼦
⼯藤⼤輔

丹野：研究室6 ktanno@yachts.ac.jp
⼯藤：理作共同研究室 dkudo@yachts.ac.jp

第14・15回は実技のため、動きやすい服装と⾝だしなみで出席してください。
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授業科⽬ 科⽬英語表記

職名、担当教
員⽒名

科⽬責任者⽒
名

学内連絡教員
⽒名

学科／分野 学年

科⽬区分
必修・選択の
別

授業形態 開講時期 単位数

授業概要

到達⽬標

成績評価⽅法

成績評価基準

授業計画

回 授業項⽬ 学習内容 学習⽅法 授業外学習 授業ごとの担当教員

1

2

3

4

⾼齢期理学療法学特別講義 Advanced Geriatric Physical Therapy

准 教 授 丹野 克⼦
⾮常勤講師 ⽯川 雅樹
⾮常勤講師 佐藤 美⾹

丹野 克⼦

丹野 克⼦（芦埜）
永瀬外希⼦（⽯川・佐藤）

理学療法学科 3年

専⾨ 理学療法学科ー選択

講義／演習 後期 1単位

・⾼齢者に対する予防的介⼊を教授する。
・⾼齢者とのコミュニケーション⽅法を教授する。
・介護保険制度下で提供される訪問理学療法について臨床の実際を教授する。
・がん，熱傷，褥瘡への理学療法⼠の介⼊について臨床の実際を教授する。

ディプロマ・ポリシー理学2／理学5に関連して
① ⾼齢者を対象にした介護予防の事業設計を体験する。
② ⾼齢者の理学療法実施に必要なコミュニケーション技術の基本を体験する。
③ がんのリハビリテーションにおける理学療法について、評価・治療上の特徴、留意点を説明できる。
④ 熱傷の理学療法について、評価・治療上の特徴、留意点を説明できる。
⑤ 褥瘡対応チームへの理学療法⼠の関与について、評価・治療上の特徴、留意点を説明できる。
⑥ 訪問による理学療法の実際をイメージできる。

丹野（50％）：授業時の演習成果で評価する。［到達⽬標①・②・⑥］
⽯川（35％）：レポート課題で評価する。［到達⽬標③・④］
佐藤（15％）：レポート課題で評価する。［到達⽬標⑤］

丹野（50％）：授業時の演習の様⼦とプレゼンテ―ションで評価する。［到達⽬標①②⑥］
・特に優れている：グループメンバーと協⼒しあって、課題に対応した適切な内容を⼗分に⾒やすい構成で、極めてわかりやすく説明でき
る。
・優れている：グループメンバーと協⼒しあって、課題に対応した適切な内容を⾒やすい構成でわかりやすく説明できる。
・良好である：課題に対応した適切な内容を⾒やすい構成でわかりやすく説明できる。
・最低限の到達：課題に対応した内容を説明できる。
・⽬標に到達していない：課題に対応した内容を表現できないか、またはグループメンバーと協⼒しようとしない。

⽯川（35％）・佐藤（15％）：レポート課題で評価する。［到達⽬標③④⑤］
・特に優れている：課題に対応した適切な内容を、適切な国語表現・表記で記述し、提出ルールに従って提出できる。
・優れている：課題に対応した適切な内容を、ある程度適切な国語表現・表記で記述し、提出ルールに従って提出できる。
・良好である：課題に対応した適切な内容を、ある程度適切な国語表現・表記で記述し、提出できる。
・最低限の到達：課題に対応したある程度適切な内容を、ある程度適切な国語表現・表記で記述し、提出できる。
・⽬標に到達していない：課題に対応した内容を記述できない。または課題を提出しない。

理学療法実施上のコ
ミュニケーション技
術

理学療法実施上の事例を提⽰
し、演劇的⼿法を⽤いてコミ
ュニケーション技術を演習す
る。

講義
演習
グループワーク

【事前】3年後期科⽬「⾼齢
期理学療法学」で学んだコミ
ュニケーションの基本の復習

丹野

理学療法実施上のコ
ミュニケーション技
術

理学療法実施上の事例を提⽰
し、演劇的⼿法を⽤いてコミ
ュニケーション技術を演習す
る。

講義
演習
グループワーク

【事前】3年後期科⽬「⾼齢
期理学療法学」で学んだコミ
ュニケーションの基本の復習

丹野

がんのリハビリテー
ション

臨床におけるがんのリハビリ
テーションについて学ぶ。 講義

【予習】成⼈⽼年疾病論等で
学習したがんの病因、病態⽣
理、臨床的特徴などの基礎知
識を確認したうえで授業に臨
んでください。

⽯川 ※１

熱傷の理学療法 臨床における熱傷の理学療法
を学ぶ。 講義

【復習】課題を出しますの
で、後⽇レポートを提出して
ください。

⽯川 ※１
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5

6

7

8

⽇付

教科書

参考書

ディプロマ・
ポリシーとの
関連

先修条件指定
科⽬

先修条件指定
科⽬において
あらかじめ修
得しておかな
ければならな
い科⽬

実務経験のあ
る教員

実務経験をい
かした教育内
容

教員の連絡先

備考

褥瘡対応チームにお
ける理学療法⼠の活
動と介⼊

褥瘡の基本的な理解と対応チ
ームにおける理学療法⼠の役
割について講義を⾏う。

講義
【復習】課題を出しますの
で、後⽇レポートを提出して
ください。

佐藤 ※１

訪問理学療法
介護保険・医療保険による訪
問理学療法の実際を理解す
る。

講義
演習

【予習】3年前期科⽬「地域
リハビリテーション学」「⾼
齢期理学療法学」で学んだ介
護保険制度と訪問サービス

芦埜達哉 ※２

⾼齢者に対する介護
予防の事業設計 ⾼齢者の介護予防事業設計 講義

グループワーク

【事前】【予習】3年前期科⽬
「地域リハビリテーション
学」「⾼齢期理学療法学」で
学んだ介護予防

丹野

⾼齢者に対する介護
予防の事業設計 ⾼齢者の介護予防事業設計 講義

グループワーク

【予習】3年前期科⽬「地域
リハビリテーション学」「⾼
齢期理学療法学」で学んだ介
護予防

丹野

授業時に資料を配布します。

Crosslink 理学療法学テキスト ⾼齢者理学療法学．池添冬芽（編）．メジカルビュー社

理学2／理学5

⾮該当

⾮該当

丹野：研究室6 ktanno@yachts.ac.jp
⽯川・佐藤：教務学⽣課

※1 ⼭形⼤学医学部附属病院リハビリテーション科
※2 在宅リハビリ看護ステーションつばさ天童サテライト
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授業科⽬ 科⽬英語表記

職名、担当教
員⽒名

科⽬責任者⽒
名

学内連絡教員
⽒名

学科／分野 学年

科⽬区分
必修・選択の
別

授業形態 開講時期 単位数

授業概要

到達⽬標

成績評価⽅法

成績評価基準

授業計画

回 授業項⽬ 学習内容 学習⽅法 授業外学習 授業ごとの担当教員

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

内科系理学療法学Ⅰ Inter Medical Physical Therapy Ⅰ

講師 ⾚塚 清⽮
講師 鈴⽊栄三郎

⾚塚 清⽮

理学療法学科 2年

専⾨ 理学療法学科ー必修

講義 後期 2単位

内科系疾患（呼吸器疾患、循環器疾患、代謝性疾患）の病態に応じた理学療法を教授する。

ディプロマポリシー理学2／理学5に関連して
① 内科系疾患の各種病態を説明できる。
② 内科系疾患に対する基本的な理学療法（評価および治療技術）を説明できる。

筆記試験 100% 到達⽬標①・②を評価

到達⽬標①・②を評価
特に優れている   ：論理的に正しく、かつ明確に⼗分説明できる。
優れている     ：論理的に正しく、かつ明確に概ね説明できる。
良好である     ：論理的に正しく、概ね説明できる。
最低限の到達    ：⼀部不⼗分な所もあるが、ある程度説明できる。
⽬標に到達していない：説明できない。

内科系理学療法学総
論 内科系理学療法学の解説 講義

関連する解剖学・⽣理学・病
理学・内科学の基礎知識を復
習すること。

⾚塚

代謝性疾患の理学療
法

代謝性疾患総論・エネルギー
消費量・運動強度と運動プロ
グラム・代謝性疾患の運動療
法

講義
関連する解剖学・⽣理学・病
理学・内科学の基礎知識を復
習すること。

⾚塚

代謝性疾患の理学療
法

代謝性疾患総論・エネルギー
消費量・運動強度と運動プロ
グラム・代謝性疾患の運動療
法

講義
関連する解剖学・⽣理学・病
理学・内科学の基礎知識を復
習すること。

⾚塚

腎疾患の理学療法 慢性腎不全の理学療法 講義
関連する解剖学・⽣理学・病
理学・内科学の基礎知識を復
習すること。

⾚塚

循環器疾患の理学療
法 ⼼疾患の理学療法総論 講義

関連する解剖学・⽣理学・病
理学・内科学の基礎知識を復
習すること。

鈴⽊

循環器疾患の理学療
法 虚⾎性⼼疾患の理学療法 講義

関連する解剖学・⽣理学・病
理学・内科学の基礎知識を復
習すること。

鈴⽊

循環器疾患の理学療
法 ⼼不全の理学療法① 講義

関連する解剖学・⽣理学・病
理学・内科学の基礎知識を復
習すること。

鈴⽊

循環器疾患の理学療
法 ⼼不全の理学療法② 講義

関連する解剖学・⽣理学・病
理学・内科学の基礎知識を復
習すること。

鈴⽊

循環器疾患の理学療
法 ⼤⾎管疾患の理学療法 講義

関連する解剖学・⽣理学・病
理学・内科学の基礎知識を復
習すること。

鈴⽊

循環器疾患の理学療
法

末梢動脈・静脈疾患の理学療
法 講義

関連する解剖学・⽣理学・病
理学・内科学の基礎知識を復
習すること。

鈴⽊
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11

12

13

14

15

⽇付

教科書

参考書

ディプロマ・
ポリシーとの
関連

先修条件指定
科⽬

先修条件指定
科⽬において
あらかじめ修
得しておかな
ければならな
い科⽬

実務経験のあ
る教員

実務経験をい
かした教育内
容

教員の連絡先

備考

呼吸器疾患の理学療
法 呼吸疾患の理学療法総論 講義

関連する解剖学・⽣理学・病
理学・内科学の基礎知識を復
習すること。

鈴⽊

呼吸器疾患の理学療
法

慢性閉塞性肺疾患の理学療法
① 講義

関連する解剖学・⽣理学・病
理学・内科学の基礎知識を復
習すること。

鈴⽊

呼吸器疾患の理学療
法

慢性閉塞性肺疾患の理学療法
② 講義

関連する解剖学・⽣理学・病
理学・内科学の基礎知識を復
習すること。

鈴⽊

呼吸器疾患の理学療
法 間質性肺炎の理学療法 講義

関連する解剖学・⽣理学・病
理学・内科学の基礎知識を復
習すること。

鈴⽊

運動負荷試験
トレッドミル、⾃転⾞エルゴ
メータ、6分間歩⾏試験、
Shuttle Walking test−

講義
関連する解剖学・⽣理学・病
理学・内科学の基礎知識を復
習すること。

⾚塚

6.10. 1  (⽕) 4・5
6.10. 8  (⽕) 4・5
6.10.15 (⽕) 4・5
6.10.22 (⽕) 4・5
6.10.29 (⽕) 3・4
6.11. 5  (⽕) 3・4
6.11.12 (⽕) 3・4
6.11.19 (⽕) 3

Crosslink 理学療法学テキスト 内部障害理学療法学．解良武⼠、椿淳裕（編）．メジカルビュー社

・ビジュアルレクチャー 内部障害理学療法学．⾼橋哲也（編）．医⻭薬出版
・⼼臓リハビリテーション必携．株式会社コンパス
・呼吸リハビリテーションマニュアル−運動療法−第2版．照林社
この他は授業中に紹介する。

理学2／理学5

⾮該当

該当

⾚塚 清⽮
鈴⽊栄三郎

⾚塚 清⽮：研究室14 sakatsuka@yachts.ac.jp 
鈴⽊栄三郎：理作共同研究室 esuzuki@yachts.ac.jp

内科系の理学療法を修得すると、理学療法⼠としての幅が広がります。
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授業科⽬ 科⽬英語表記

職名、担当教
員⽒名

科⽬責任者⽒
名

学内連絡教員
⽒名

学科／分野 学年

科⽬区分
必修・選択の
別

授業形態 開講時期 単位数

授業概要

到達⽬標

成績評価⽅法

成績評価基準

授業計画

回 授業項⽬ 学習内容 学習⽅法 授業外学習 授業ごとの担当教員

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

内科系理学療法学Ⅱ Inter Medical Physical Therapy Ⅱ

講   師 ⾚塚 清⽮
講   師 鈴⽊栄三郎
⾮常勤講師 ⾈⾒ 敬成

⾚塚 清⽮

⾚塚 清⽮

理学療法学科 3年

専⾨ 理学療法学科ー必修

講義／演習 前期 1単位

内科系疾患（呼吸器疾患、循環器疾患、代謝性疾患）の病態に応じた理学療法技術を教授する。

ディプロマポリシー理学2／理学5に関連して
① 内科系疾患（呼吸器疾患、循環器疾患、代謝性疾患）に対する基本的な評価および治療技術を説明できる。
② 内科系疾患に対する理学療法実践の最新知⾒（トピックス）を理解できる。

筆記試験                    80% 到達⽬標①を評価
授業「内科系理学療法トピックス」のレポート課題 20％ 到達⽬標②を評価

到達⽬標①・②について
特に優れている   ：論理的に正しく、かつ明確に⼗分説明できる。
優れている     ：論理的に正しく、かつ明確に概ね説明できる。
良好である     ：論理的に正しく概ね説明できる。
最低限の到達    ：⼀部不⼗分な所もあるが、ある程度説明できる。
⽬標に到達していない：説明できない。

呼吸器疾患の理学療
法評価技術 呼吸⾳聴診 講義・実技 内科系理学療法学Ⅰを復習し

て臨むこと。 鈴⽊

呼吸器疾患の理学療
法評価技術 呼吸⾳聴診 講義・実技 内科系理学療法学Ⅰを復習し

て臨むこと。 鈴⽊

呼吸器疾患の理学療
法介⼊技術 呼吸介助⼿技 講義・実技 内科系理学療法学Ⅰを復習し

て臨むこと。 鈴⽊

呼吸器疾患の理学療
法介⼊技術 呼吸介助⼿技 講義・実技 内科系理学療法学Ⅰを復習し

て臨むこと。 鈴⽊

呼吸器疾患の理学療
法介⼊技術 呼吸介助⼿技 講義・実技 内科系理学療法学Ⅰを復習し

て臨むこと。 鈴⽊

循環器疾患の理学療
法評価技術 ⼼電図と不整脈 講義・実技 内科系理学療法学Ⅰを復習し

て臨むこと。 鈴⽊

循環器疾患の理学療
法評価技術 ⼼電図と不整脈 講義・実技 内科系理学療法学Ⅰを復習し

て臨むこと。 鈴⽊

内科系理学療法トピ
ックス

⼼疾患を中⼼に臨床的視点を
学ぶ 講義 内科系理学療法学Ⅰを復習し

て臨むこと。 ⾈⾒

内科系理学療法トピ
ックス

⼼疾患を中⼼に臨床的視点を
学ぶ 講義 内科系理学療法学Ⅰを復習し

て臨むこと。 ⾈⾒

内科系理学療法トピ
ックス

⼼疾患を中⼼に臨床的視点を
学ぶ 講義

内科系理学療法学Ⅰを復習し
て臨むこと。
レポート課題

⾈⾒

運動負荷試験と理学
療法プログラムの作
成

運動負荷試験を⾏い、理学療
法プログラムを作成する 実技 内科系理学療法学Ⅰを復習し

て臨むこと。 ⾚塚

運動負荷試験と理学
療法プログラムの作
成

運動負荷試験を⾏い、理学療
法プログラムを作成する 実技 内科系理学療法学Ⅰを復習し

て臨むこと。 ⾚塚
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13

14

15

⽇付

教科書

参考書

ディプロマ・
ポリシーとの
関連

先修条件指定
科⽬

先修条件指定
科⽬において
あらかじめ修
得しておかな
ければならな
い科⽬

実務経験のあ
る教員

実務経験をい
かした教育内
容

教員の連絡先

備考

運動負荷試験と理学
療法プログラムの作
成

運動負荷試験を⾏い、理学療
法プログラムを作成する 実技 内科系理学療法学Ⅰを復習し

て臨むこと。 ⾚塚

運動負荷試験と理学
療法プログラムの作
成

運動負荷試験を⾏い、理学療
法プログラムを作成する 実技 内科系理学療法学Ⅰを復習し

て臨むこと。 ⾚塚

運動負荷試験と理学
療法プログラムの作
成

運動負荷試験を⾏い、理学療
法プログラムを作成する 実技 内科系理学療法学Ⅰを復習し

て臨むこと。 ⾚塚

6.6.18 (⽕) 3・4
6.6.25 (⽕) 3・4・5
6.7. 2  (⽕) 3・4
6.7. 6  (⽕) 3・4・5
6.7. 9  (⽕) 3・4・5
6.7.16 (⽕) 3・4

Crosslink 理学療法学テキスト 内部障害理学療法学．解良武⼠・椿淳裕（編）．メジカルビュー社

・ビジュアルレクチャー−内部障害理学療法学−．⾼橋哲也（編）．医⻭薬出版株式会社
・⼼臓リハビリテーション必携．⽇本⼼臓リハビリテーション学会（編）．株式会社コンパス
この他は授業中に紹介する。

理学2／理学5

⾮該当

該当

⾚塚 清⽮
鈴⽊栄三郎

⾚塚 清⽮：研究室14 sakatsuka@yachts.ac.jp 
鈴⽊栄三郎：理作共同研究室 esuzuki@yachts.ac.jp

内科系の理学療法を修得すると、理学療法⼠としての幅が広がります。
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授業科⽬ 科⽬英語表記

職名、担当教
員⽒名

科⽬責任者⽒
名

学内連絡教員
⽒名

学科／分野 学年

科⽬区分
必修・選択の
別

授業形態 開講時期 単位数

授業概要

到達⽬標

成績評価⽅法

成績評価基準

授業計画

回 授業項⽬ 学習内容 学習⽅法 授業外学習 授業ごとの担当教員

1

2

3

4

5

6

7

8

⽇付

内科系理学療法学特別講義 Advanced Inter Medical Physical Therapy

講 師 ⾚塚 清⽮
講 師 鈴⽊栄三郎

⾚塚 清⽮

理学療法学科 3年

専⾨ 理学療法学科ー選択

講義／演習 後期 1単位

内科系理学療法に関連した課題への対応を学ぶ。

ディプロマ・ポリシー理学2／理学5に関連して
① ヘルスプロモーションと理学療法について説明できる。
② 急性期・周術期の呼吸理学療法について説明できる。
③ 脳損傷、脊髄損傷の呼吸理学療法について説明できる
④ 種々の呼吸障がいで必要となる喀痰等の吸引技術を習得する。
⑤ 集中治療室における理学療法⼠の役割について説明できる。

レポート課題               50％ 到達⽬標①・②・③を評価
授業「喀痰等の吸引技術」のレポート課題  10％ 到達⽬標④を評価
演習課題                 40％ 到達⽬標⑤を評価

到達⽬標①〜⑤に対して
特に優れている   ：課題内容を理解し、論理的に正しく、かつ明確に⼗分説明できる。
優れている     ：課題内容を理解し、論理的に正しく、かつ明確に概ね説明できる。
良好である     ：課題内容を理解し、論理的に正しく、概ね説明できる。
最低限の到達    ：⼀部不⼗分な所もあるが、ある程度説明できる。
⽬標に到達していない：説明できない。

ヘルスプロモーショ
ンと理学療法

ヘルスプロモーションと理学
療法 講義、討論 内科系理学療法学Ⅰ・Ⅱを復

習して臨むこと。 ⾚塚

ヘルスプロモーショ
ンと理学療法

ヘルスプロモーションと理学
療法 講義、討論

内科系理学療法学Ⅰ・Ⅱを復
習して臨むこと。
レポート課題

⾚塚

急性期・周術期の呼
吸理学療法

急性期・周術期の理学療法評
価と治療 講義、討論 内科系理学療法学Ⅰ・Ⅱを復

習して臨むこと。 鈴⽊

脳損傷・脊髄損傷の
呼吸理学療法

脳損傷・脊髄損傷の呼吸理学
療法評価と治療 講義、討論

内科系理学療法学Ⅰ・Ⅱを復
習して臨むこと。
レポート課題

鈴⽊

喀痰等の吸引技術 喀痰等の吸引技術 講義、実技 ⼝腔、咽頭、喉頭の構造・機
能を復習して臨むこと。 看護学科教員

喀痰等の吸引技術 喀痰等の吸引技術 講義、実技
⼝腔、咽頭、喉頭の構造・機
能を復習して臨むこと。
レポート課題

看護学科教員

集中治療室における
理学療法 集中治療室における理学療法 講義、演習 第３回授業回を復習して臨む

こと。

スポット 県⽴中央病院 諸
橋
⾚塚
鈴⽊

集中治療室における
理学療法 集中治療室における理学療法 講義、演習 第３回授業回を復習して臨む

こと。

スポット 県⽴中央病院 諸
橋
⾚塚
鈴⽊
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教科書

参考書

ディプロマ・
ポリシーとの
関連

先修条件指定
科⽬

先修条件指定
科⽬において
あらかじめ修
得しておかな
ければならな
い科⽬

実務経験のあ
る教員

実務経験をい
かした教育内
容

教員の連絡先

備考

特に指定しない。

授業中に紹介する。

理学2／理学5

⾮該当

⾮該当

⾚塚 清⽮：研究室14 sakatsuka@yachts.ac.jp 
鈴⽊栄三郎：理作共同研究室 esuzuki@yachts.ac.jp

内科系の理学療法を修得すると、理学療法⼠としての幅が広がります。
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授業科⽬ 科⽬英語表記

職名、担当教
員⽒名

科⽬責任者⽒
名

学内連絡教員
⽒名

学科／分野 学年

科⽬区分
必修・選択の
別

授業形態 開講時期 単位数

授業概要

到達⽬標

成績評価⽅法

成績評価基準

授業計画

回 授業項⽬ 学習内容 学習⽅法 授業外学習 授業ごとの担当教員

1

2

3

4

5

6

理学療法技術学 Physical Therapy Intervention

⾮常勤講師 星  真⾏
⾮常勤講師 浅⽥ 啓嗣

星 真⾏

永瀬 外希⼦（星 真⾏先⽣担当）
鈴⽊ 栄三郎（浅⽥ 啓嗣先⽣担当）

理学療法学科 3年

専⾨ 理学療法学科ー選択

講義／演習 後期 1単位

・理学療法治療技術の⼀つである神経⽣理学的アプローチの中で、体系的な治療技術である固有受容性神経筋促通⼿技PNFの理論を説明
し、基本的技術の実技指導を⾏う。
・理学療法の重要な治療⼿段である徒⼿療法の基礎を教授し、基本的技術の指導を⾏う。

ディプロマ・ポリシー理学2／理学5に関連して
① 固有受容性神経筋促通⼿技PNF、徒⼿療法の理論及び基本的技術を理解し、説明できる。
② PNF、徒⼿療法の基本的技術を実施できる。

共通：授業内での実技・プレゼンテーション 60％ 到達⽬標②を評価
第１〜４回：授業内⼩テスト        20％ 到達⽬標①を評価
第５〜８回：レポート課題         20％ 到達⽬標①を評価

到達⽬標① 固有受容性神経筋促通⼿技PNF、徒⼿療法の理論及び基本的技術を理解し、説明できる。
特に優れている   ：適切で⼗分な根拠をふまえて論理的に説明できる。
優れている     ：根拠をふまえて倫理的に説明できる。
良好である     ：根拠を⽤いてある程度論理的に説明できる。
最低限の到達    ：根拠は乏しいがある程度論理的に説明できる。
⽬標に達していない ：説明できない。

到達⽬標② PNF、徒⼿療法の基本的技術を実施できる。
特に優れている   ：適切で⼗分な根拠をふまえて基本的技術を実施できる。
優れている     ：根拠をふまえて基本的技術を実施できる。
良好である     ：根拠を⽤いてある程度基本的技術を実施できる。
最低限の到達    ：根拠は乏しいがある程度基本的技術を実施できる。
⽬標に達していない ：実施できない。

固有受容性神経筋促
通⼿技PNFの概念と
基礎 概要、促通要
素

固有受容性神経筋促通⼿技
PNFに対する基礎的な知識を
習得させる。

講義、実技 グループまたは個⼈で運動課
題に取り組むことがある。 星 真⾏

固有受容性神経筋促
通⼿技PNFの実際 
上肢、肩甲帯

上肢・肩甲帯の実技によっ
て、固有受容性神経筋促通⼿
技PNFに対する基礎的な知識
と技術を習得させる。

講義、実技 グループまたは個⼈で運動課
題に取り組むことがある。 星 真⾏

固有受容性神経筋促
通⼿技PNFの実際 
下肢、⾻盤帯

下肢・⾻盤帯の実技によっ
て、固有受容性神経筋促通⼿
技PNFに対する基礎的な知識
と技術を習得させる。

講義、実技 グループまたは個⼈で運動課
題に取り組むことがある。 星 真⾏

固有受容性神経筋促
通⼿技PNFの臨床的
応⽤（寝返り、起居
動作）、学習状況の確
認（⼩テスト含む）
とまとめ

固有受容性神経筋促通⼿技
PNFに対する臨床的な応⽤を
学び、知識と技術を習得させ
る。

講義、実技、⼩テスト グループまたは個⼈で運動課
題に取り組むことがある。 星 真⾏

徒⼿療法の概念と基
礎

徒⼿療法に対する基礎的な知
識と技術を習得させる。 講義、実技 グループまたは個⼈で運動課

題に取り組むことがある。 浅⽥ 啓嗣

筋に対する評価と治
療

徒⼿療法に対する基礎的な知
識と技術を習得させる。 講義、実技 グループまたは個⼈で運動課

題に取り組むことがある。 浅⽥ 啓嗣
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7

8

⽇付

教科書

参考書

ディプロマ・
ポリシーとの
関連

先修条件指定
科⽬

先修条件指定
科⽬において
あらかじめ修
得しておかな
ければならな
い科⽬

実務経験のあ
る教員

実務経験をい
かした教育内
容

教員の連絡先

備考

関節に対する評価と
治療

徒⼿療法に対する基礎的な知
識と技術を習得させる。 講義、実技 グループまたは個⼈で運動課

題に取り組むことがある。 浅⽥ 啓嗣

神経組織に対する評
価と治療

徒⼿療法に対する基礎的な知
識と技術を習得させる。 講義、実技

グループまたは個⼈で運動課
題に取り組むことがある。
レポート課題
第５〜８回の内容を踏まえて
レポートを作成する。

浅⽥ 啓嗣

PNFマニュアル 改訂第3版．柳澤健・乾公美（編）．南江堂

理学2／理学5

⾮該当

⾮該当

教務学⽣課

集中講義ですので⽋席しないよう注意すること。
講義中にも実技を⾏いますので、動きやすい服装で出席してください。
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授業科⽬ 科⽬英語表記

職名、担当教
員⽒名

科⽬責任者⽒
名

学内連絡教員
⽒名

学科／分野 学年

科⽬区分
必修・選択の
別

授業形態 開講時期 単位数

授業概要

到達⽬標

成績評価⽅法

成績評価基準

授業計画

回 授業項⽬ 学習内容 学習⽅法 授業外学習 授業ごとの担当教員

1

2

3

4

5

物理療法学 Physical Modalities

教 授 鈴⽊ 克彦
講 師 永瀬外希⼦
講 師 室伏 祐介
講 師 鈴⽊栄三郎

鈴⽊ 克彦

理学療法学科 3年

専⾨ 理学療法学科ー必修

講義／演習 前期 2単位

1．種々の物理療法の原理、⽬的、⽣体反応、適応および禁忌、実施⽅法について教授する。
2．温熱、寒冷、⽔治、牽引、電磁波、電気、振動刺激の物理療法を臨床場⾯で安全かつ適切に実践するためのオリエンテーション、リスク
管理、機器操作、効果判定について教授する。

ディプロマポリシー理学2、理学5に関連する。⽣体機能学、物理学、理学療法検査技術学の知識を応⽤する。

① 物理療法の⽣体反応に基づく適応および禁忌を説明できる。
② 物理療法における効果判定を論理的に説明できる。
③ 種々の物理療法についての実施⽅法を説明し、リスクに配慮しながら適切に実施できる。

筆記試験 60％ 到達⽬標①・②を評価
実技試験 30％ 到達⽬標①・②・③を評価
レポート 10％ 到達⽬標①・②を評価

到達⽬標①・②  
 特に優れている   ；論理的に適切かつ明確に⼗分説明できる。
 優れている     ；論理的に適切かつ明確に概ね説明できる。
 良好である     ；論理的に適切かつ明確にある程度説明できる。
 最低限の到達    ；⼀部不⼗分であるが、ある程度説明できる。
 ⽬標に到達していない；説明できない。

到達⽬標③  
 特に優れている   ；適切な実施⽅法が説明でき、リスクを充分に配慮して実施できる。
 優れている     ；実施⽅法が説明でき、リスクを充分に配慮して実施できる。
 良好である     ；実施⽅法が説明でき、リスクにある程度配慮して実施できる。
 最低限の到達    ；実施⽅法がある程度説明でき、不⼗分であるがリスクを配慮して実施できる。
 ⽬標に到達していない；実施⽅法が説明できない。

物理療法学総論
物理療法の総論、鎮痛のメカ
ニズム、温熱療法の効果につ
いて⽣理学的に講義する。

講義
復習課題
講義内容の振り返りシートの
提出

鈴⽊克彦

ホットパック・パラ
フィン

ホットパック、パラフィンの
特徴と温熱メカニズム、適
応・禁忌、実施⽅法について
デモンストレーションを交え
て講義する。

講義
復習課題
講義内容の振り返りシートの
提出

鈴⽊克彦

極超短波療法・超短
波療法

電磁波療法の温熱メカニズ
ム、⽣理的作⽤、適応・禁
忌、実施⽅法をデモンストレ
ーションを交えて講義する。

講義
復習課題
講義内容の振り返りシートの
提出

鈴⽊克彦

超⾳波療法
超⾳波の発⽣原理、物理的特
性、⽣体への影響を講義す
る。

講義
復習課題
講義内容の振り返りシートの
提出

鈴⽊克彦

超⾳波療法
超⾳波療法の適応・禁忌、実
施⽅法をデモンストレーショ
ンを交えて講義する。

講義
復習課題
講義内容の振り返りシートの
提出

鈴⽊克彦
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6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

寒冷療法
寒冷療法の⽣理的作⽤、適
応・禁忌、実施⽅法について
講義する。

講義
復習課題
講義内容の振り返りシートの
提出

鈴⽊克彦

⽔治療法
⽔の特性、⽔治療法の⽣理的
作⽤、適応、禁忌、実施⽅法
について講義する。

講義
復習課題
講義内容の振り返りシートの
提出

鈴⽊克彦

光線療法

⾚外線療法、紫外線療法、レ
ーザー療法の⽣理的作⽤、適
応・禁忌、実施⽅法を講義す
る。

講義
復習課題
講義内容の振り返りシートの
提出

鈴⽊克彦

牽引療法

頸椎および腰椎牽引療法の⽬
的、⽣体に及ぼす効果、適
応・禁忌、実施⽅法について
講義する。

講義
復習課題
講義内容の振り返りシートの
提出

鈴⽊克彦

持続的他動運動
（CPM）療法
バイオフィードバッ
ク（BF）療法

CPMとBF療法の⽬的、⽣理
学的作⽤と原理、実施⽅法、
⽣体に及ぼす効果について実
技を交えて講義する。

講義・演習
復習課題
講義内容の振り返りシートの
提出

鈴⽊克彦

振動刺激療法

振動刺激療法の⽣理的作⽤、
⽬的、実施⽅法、適応・禁忌
について実技を交えながら講
義する。

講義・演習
復習課題
講義内容の振り返りシートの
提出

鈴⽊栄三郎

物理療法演習1-1
ホットパック・パラ
フィン

物理療法機器を使⽤して、実
践的な治療⽅法を実技演習す
る。
提⽰した課題を実践し、治療
の⽣理学的作⽤・効果をグル
ープ討議する。

実技演習+グループ討議

予習課題
実技を担当する物理療法につ
いて、教科書と配布資料を復
習しておいてください。

永瀬外希⼦
室伏 祐介
鈴⽊栄三郎

物理療法演習1-1
ホットパック・パラ
フィン

物理療法機器を使⽤して、実
践的な治療⽅法を実技演習す
る。
提⽰した課題を実践し、治療
の⽣理学的作⽤・効果をグル
ープ討議する。

実技演習+グループ討議

レポート課題
指定の課題について教科書と
配布資料を参考にしてまと
め、レポートを提出してくだ
さい。

永瀬外希⼦
室伏 祐介
鈴⽊栄三郎

物理療法演習1-2
超⾳波・極超短波

物理療法機器を使⽤して、実
践的な治療⽅法を実技演習す
る。
提⽰した課題を実践し、治療
の⽣理学的作⽤・効果をグル
ープ討議する。

実技演習+グループ討議

予習課題
実技を担当する物理療法につ
いて、教科書と配布資料を復
習しておいてください。

永瀬外希⼦
室伏 祐介
鈴⽊栄三郎

物理療法演習1-2
超⾳波・極超短波

物理療法機器を使⽤して、実
践的な治療⽅法を実技演習す
る。
提⽰した課題を実践し、治療
の⽣理学的作⽤・効果をグル
ープ討議する。

実技演習+グループ討議

レポート課題
指定の課題について教科書と
配布資料を参考にしてまと
め、レポートを提出してくだ
さい。

永瀬外希⼦
室伏 祐介
鈴⽊栄三郎

物理療法演習1-3
寒冷・⽔治・振動刺
激

物理療法機器を使⽤して、実
践的な治療⽅法を実技演習す
る。
提⽰した課題を実践し、治療
の⽣理学的作⽤・効果をグル
ープ討議する。

実技演習+グループ討議

予習課題
実技を担当する物理療法につ
いて、教科書と配布資料を復
習しておいてください。

永瀬外希⼦
室伏 祐介
鈴⽊栄三郎

物理療法演習1-3
寒冷・⽔治・振動刺
激

物理療法機器を使⽤して、実
践的な治療⽅法を実技演習す
る。
提⽰した課題を実践し、治療
の⽣理学的作⽤・効果をグル
ープ討議する。

実技演習+グループ討議

レポート課題
指定の課題について教科書と
配布資料を参考にしてまと
め、レポートを提出してくだ
さい。

永瀬外希⼦
室伏 祐介
鈴⽊栄三郎

電気刺激療法総論
経⽪的電気神経刺激
（TENS）
神経筋電気刺激
（NMES）

電気刺激療法の原理、⽣理的
作⽤、⽬的、実施⽅法、適
応・禁忌について講義する。

講義
復習課題
講義内容の振り返りシートの
提出

鈴⽊克彦

⼲渉電流療法
（IFCS）

電気刺激療法の原理、⽣理的
作⽤、⽬的、実施⽅法、適

講義 復習課題
講義内容の振り返りシートの

鈴⽊克彦
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20

21

22

23

⽇付

教科書

参考書

ディプロマ・
ポリシーとの
関連

先修条件指定
科⽬

先修条件指定
科⽬において
あらかじめ修
得しておかな
ければならな
い科⽬

実務経験のあ
る教員

実務経験をい
かした教育内
容

機能的電気刺激
（FES）

応・禁忌について講義する。 提出

物理療法演習2-1
 TENS

電気刺激治療機器を使⽤し
て、実践的な治療⽅法を実技
演習する。
提⽰した課題を実践し、治療
の⽣理学的作⽤・効果をグル
ープ討議する。

実技演習+グループ討議

予習課題
実技を担当する物理療法につ
いて、教科書と配布資料を復
習しておいてください。

鈴⽊克彦

物理療法演習2-2
 NMES

電気刺激治療機器を使⽤し
て、実践的な治療⽅法を実技
演習する。
提⽰した課題を実践し、治療
の⽣理学的作⽤・効果をグル
ープ討議する。

実技演習+グループ討議

予習課題
実技を担当する物理療法につ
いて、教科書と配布資料を復
習しておいてください。

鈴⽊克彦

物理療法演習2-3
 IFCS

電気刺激治療機器を使⽤し
て、実践的な治療⽅法を実技
演習する。
提⽰した課題を実践し、治療
の⽣理学的作⽤・効果をグル
ープ討議する。

実技演習+グループ討議

予習課題
実技を担当する物理療法につ
いて、教科書と配布資料を復
習しておいてください。

レポート課題
指定の課題について教科書と
配布資料を参考にしてまと
め、レポートを提出してくだ
さい。

鈴⽊克彦

物理療法技術の確認 種々の物理療法について習得
レベルを確認する。 実技演習

予習課題
実技を実施した物理療法につ
いて、教科書と配布資料を復
習し、練習しておいてくださ
い。

鈴⽊ 克彦
永瀬外希⼦
室伏 祐介
鈴⽊栄三郎

6.4.  8 (⽉) 3
6.4.15 (⽉) 3・4
6.4.22 (⽉) 3・4
6.5.13 (⽉) 3・4
6.5.20 (⽉) 3・4
6.5.27 (⽉) 3・4
6.6.  3 (⽉) 3・4
6.6.10 (⽉) 3・4
6.6.17 (⽉) 3・4
6.6.24 (⽉) 3・4
6.7.  8 (⽉) 4・5
6.7.22 (⽉) 3・4

Crosslink 理学療法学テキスト 物理療法学．吉⽥英樹（編）．メジカルビュー社

PT・OTビジュアルテキスト エビデンスから⾝につける物理療法．庄本康治（編）．⽺⼟社

理学2／理学5

⾮該当

該当
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教員の連絡先

備考

鈴⽊ 克彦：研究室31 ksuzuki@yachts.ac.jp
永瀬外希⼦：研究室23 tishiguri@yachts.ac.jp
室伏 祐介：研究室40 ymurofushi@yachts.ac.jp
鈴⽊栄三郎：理作共同研究室 esuzuki@yachts.ac.jp

物理療法演習（12〜17回、20〜23回）では、肩関節や⼤腿部を露出することがありますので、あらかじめ可能な服装で出席してください。
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授業科⽬ 科⽬英語表記

職名、担当教
員⽒名

科⽬責任者⽒
名

学内連絡教員
⽒名

学科／分野 学年

科⽬区分
必修・選択の
別

授業形態 開講時期 単位数

授業概要

到達⽬標

成績評価⽅法

成績評価基準

授業計画

回 授業項⽬ 学習内容 学習⽅法 授業外学習 授業ごとの担当教員

1

2

3

4

5

6

7

義肢装具学 Prosthetics and Orthetics

講   師 室伏 祐介
教   授 村    成幸
⾮常勤講師 佐⽵ 將宏

室伏 祐介

理学療法学科 3年

専⾨ 理学療法学科−必修

講義／演習 前期 2単位

義肢装具学は、理学療法⼠にとって重要な治療法のひとつを学ぶ授業である。
装具学では、装具の⽬的および各種装具の基本事項と理学療法、さらに各疾患・障害に対する装具療法について教授する。
義肢学では、切断術とリハビリテーションおよび各種義肢の基本事項と理学療法について教授する。

ディプロマ・ポリシー理学2／理学5に関連して
① 装具の基本構造と各部品の機能について説明できる。
② 下肢装具のチェックアウトを実施できる。
③ 脳卒中⽚⿇痺者に対する装具療法について説明できる。
④ その他各疾患・障害に対する装具療法について説明できる。
⑤ 切断術および切断者の実態について説明できる。
⑥ 義肢の基本構造と各部品の機能について説明できる。
⑦ 義⾜の各アライメントのチェックを実施できる。
⑧ 切断者に対する理学療法について説明できる。
⑨ 切断のリハビリテーションについて説明できる。

筆記試験：70％、授業内テスト：30％ 到達⽬標①〜⑨を評価

到達⽬標①〜⑨に対して

特に優れている   ：適切で⼗分な根拠を踏まえて義肢装具を⽤いたリハビリテーションについて説明できる。
優れている     ：根拠を踏まえて義肢装具を⽤いたリハビリテーションについて説明できる。
良好である     ：根拠を踏まえて義肢装具を⽤いたリハビリテーションについて、ある程度説明できる。
最低限の到達    ：根拠は乏しいが、ある程度義肢装具を⽤いたリハビリテーションについて説明できる。
⽬標に到達していない：説明できない。

ガイダンス 義肢装具学の学習内容につい
ての説明を⾏う。 事前学習型授業（講義）

予習課題
運動学・解剖学の知識が必要
となりますので、復習をして
おいて下さい。

室伏

切断術 切断術の適応、部位の選択、
治癒過程を学ぶ。 講義

どのような疾患、外傷で切断
術の適応となるのかを勉強し
ておいてください。

村

切断術とリハビリテ
ーション

切断術の適応、部位の選択、
治癒過程を学ぶ。 講義

切断部位の選択については、
解剖学的、機能的な特徴も考
慮されます。教科書を読んで
おいてください。

村

脊椎装具
⼿術および脊椎外装で使⽤す
る頸椎、胸腰椎装具の種類を
学ぶ。

講義 脊椎装具の種類とその特徴に
ついて予習してください。 村

脊椎装具
⼿術および脊椎外装で使⽤す
る頸椎、胸腰椎装具の種類を
学ぶ。

学習状況の確認（試験を含
む）

第2、3、4回の講義の内容に
ついて⼗分に復習してくださ
い。

村

装具学①：装具学総
論、装具の基本構造
と各部品の機能

義肢装具に関する基礎テスト
の実施
Lec.1「装具学総論」
Lec.2「パーツ」

講義
・義肢装具学に必要な姿勢・
歩⾏の運動学の知識
・Lec.1とLec.2の予習

佐⽵

装具学②：⻑下肢装
具と短下肢装具

Lec.3「短下肢装具」
Lec.4「⻑下肢装具」 講義 Lec.3とLec.4（⻑下肢装具）

の予習 佐⽵

80



8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

装具学③：その他の
下肢装具

Lec.4「股装具・膝装具」
Lec.5「靴型装具」 講義 Lec.4（股装具・膝装具）と

Lec.5の予習 佐⽵

装具学④：（実習）下
肢装具のチェックア
ウト(1)

KAFO、⾦属⽀柱AFO、プラ
スチックAFOをそれぞれ装着
し、グループ内でチェックア
ウト項⽬に沿ったチェックア
ウト実習を⾏う(1)

実技実習 Lec.3・4・5を復習、Lec.6を
予習 佐⽵

装具学⑤：（実習）下
肢装具のチェックア
ウト(2)

KAFO、⾦属⽀柱AFO、プラ
スチックAFOをそれぞれ装着
し、グループ内でチェックア
ウト項⽬に沿ったチェックア
ウト実習を⾏う(2)

実技実習 （同上） 佐⽵

義肢学①：総論。義
⾜の基本構造と各部
品の機能

「装具学」の復習テスト
義肢学総論、義⾜の構造と部
品

講義

・前回の「装具学」の復習
・事前学習：DVD「リハビリ
テーション医学第2版；切断
と義肢Vol.2」を視聴し、レポ
ートを提出（当⽇までに）
・Lec.1・8とLec.3・6・7の
予習

佐⽵

義肢学②：⼤腿義⾜
と下腿義⾜ ⼤腿義⾜、下腿義⾜ 講義 Lec.12、Lec.13、Lec.14の予

習 佐⽵

義肢学③：その他の
義⾜と義⼿

股義⾜、膝義⾜、サイム義
⾜、⾜部義⾜
上肢切断と義⼿

講義

Lec.7・3・4とLec.5・6・7の
予習
上肢の構造・機能・運動学の
復習とLec.13の予習

佐⽵

義肢学④：（実習）義
⾜アライメント・弾
性包帯の巻き⽅・模
擬義⾜歩⾏体験(1)

⼤腿義⾜と下腿義⾜のベンチ
アライメントを項⽬に沿って
チェックする、弾性包帯を学
⽣相⼿に巻く、模擬義⾜を装
着して義⾜歩⾏を体験する(1)

実技実習 Lec.4と5、Lec.9の弾性包帯
の巻き⽅を予習 佐⽵

義肢学⑤：（実習）義
⾜アライメント・弾
性包帯の巻き⽅・模
擬義⾜歩⾏体験(2)

⼤腿義⾜と下腿義⾜のベンチ
アライメントを項⽬に沿って
チェックする、弾性包帯を学
⽣相⼿に巻く、模擬義⾜を装
着して義⾜歩⾏を体験する(2)

実技実習 （同上） 佐⽵

上肢装具 「義肢学」の復習テスト
Lec.9「上肢装具」 講義

・前回の「義肢学」の復習
・上肢の運動学の復習、装具
学テキストのLec.9を予習

佐⽵

疾患別装具（各障害
に対する装具療法）
①

Lec.12「整形外科疾患」
Lec.13「リウマチ」
Lec.14「対⿇痺・⼩児」

講義 Lec.12、Lec.13、Lec.14の予
習 佐⽵

疾患別装具（各障害
に対する装具療法）
②

Lec.11「脳卒中⽚⿇痺」 講義 Lec.11の予習 佐⽵

疾患別装具（各障害
に対する装具療法）
③

脳卒中患者の歩容から、装具
の適応をグループで考える(1) 演習

・歩⾏分析と異常歩⾏の復習
・脳卒中⽚⿇痺でよく使われ
る装具の復習

佐⽵

疾患別装具（各障害
に対する装具療法）
④

脳卒中患者の歩容から、装具
の適応をグループで考える(2) 演習 （同上） 佐⽵

装具装着体験 ① 下肢装具の装着体験を通し
て、知識を深める。

事前学習型授業（講義）＋演
習

予習課題
下肢装具について復習をして
おいて下さい。
復習課題
授業内容の振り返りシートの
提出

室伏

装具装着体験 ② 体幹装具の装着体験を通し、
知識を深める。

事前学習型授業（講義）＋演
習

予習課題
体幹装具について復習をして
おいて下さい。
復習課題
授業内容の振り返りシートの
提出

室伏
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23

⽇付

教科書

参考書

ディプロマ・
ポリシーとの
関連

先修条件指定
科⽬

先修条件指定
科⽬において
あらかじめ修
得しておかな
ければならな
い科⽬

実務経験のあ
る教員

実務経験をい
かした教育内
容

教員の連絡先

備考

装具装着体験 ③ 上肢装具の装着体験を通し、
知識を深める。

事前学習型授業（講義）＋演
習

予習課題
上肢装具について復習をして
おいて下さい。
復習課題
授業内容の振り返りシートの
提出

室伏

6.5.  1 (⽔) 4
6.5.10 (⾦) 1・2
6.5.17 (⾦) 1・2
6.5.24 (⾦) 1〜5
6.6.21 (⾦) 1〜5
6.7.  5 (⾦) 1〜5
6.7.19 (⾦) 3・4・5

・15レクチャーシリーズ 理学療法テキスト．装具学（第2版）．佐⽵將宏（責任編集）．中⼭書店
・15レクチャーシリーズ 理学療法テキスト．義肢学（第2版）．永冨史⼦（責任編集）．中⼭書店

義肢装具のチェックポイント 第9版．⽇本整形外科学会 / 公益社団法⼈ ⽇本リハビリテーション医学会（監）．医学書院

理学2／理学5

⾮該当

該当

室伏祐介：研究室40 ymurofushi@yachts.ac.jp
村   成幸：研究室35 nmura@yachts.ac.jp 
佐⽵將宏：秋⽥⼤学 satake@hs.akita-u.ac.jp
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授業科⽬ 科⽬英語表記

職名、担当教
員⽒名

科⽬責任者⽒
名

学内連絡教員
⽒名

学科／分野 学年

科⽬区分
必修・選択の
別

授業形態 開講時期 単位数

授業概要

到達⽬標

成績評価⽅法

成績評価基準

授業計画

回 授業項⽬ 学習内容 学習⽅法 授業外学習 授業ごとの担当教員

1

2

3

4

5

6

⽣活⽀援系理学療法学Ⅰ Physical Therapy for Life Support Systems Ⅰ

准教授 丹野 克⼦

丹野 克⼦

理学療法学科 2年

専⾨ 理学療法学科ー必修

講義／演習 後期 2単位

・⽣活⽀援系の理学療法を⾝につけるために、⽇常⽣活活動（ADL）の概要・評価⽅法・分析の視点、⽣活機能障がいの構造、⽣活環境整
備のための基本的知識について、講義や演習を⾏う。
・3年前期「⽣活⽀援系理学療法学Ⅱ」の修得に必要な基本的内容の講義や演習を⾏う。

ディプロマ・ポリシー理学2／理学5／理学6に関連して
① ⽇常⽣活活動（ADL）の概念の説明ができ、具体的動作が列挙できる。
② 評価基準を参照して、基本的ADLと⼿段的ADLの評価ができる。
③ 基本動作の動作分析を観察により⼤まかに説明できる。
④ 理学療法が対象とする代表的な疾患や障がいのある⼈の、⽇常⽣活活動（ADL）の特徴を説明できる。
⑤ ⽣活機能と環境因⼦との関係を説明できる。

到達⽬標①〜⑤に対して
1．課題レポート3回（各回30％）
2．授業への取り組み⽅（10％）

到達⽬標①〜⑤について以下の基準で評価する。
1．課題レポート3回（各回30点配点）
・特に優れている（30点）：課題に対応した適切な内容を、適切な国語表現・表記で記述し、提出ルールに従って提出できる。
・優れている（26点）：課題に対応した適切な内容を、ある程度適切な国語表現・表記で記述し、提出ルールに従って提出できる。
・良好である（22点）：課題に対応した適切な内容を、ある程度適切な国語表現・表記で記述し、提出できる。
・最低限の到達（18点）：課題に対応したある程度適切な内容を、ある程度適切な国語表現・表記で記述し、提出できる。
・⽬標に到達していない（0点）：課題に対応していない内容で提出した。または課題を提出しない。

2．授業への取り組み⽅（総合的に10点）
 出席した授業において、指⽰された事項や意⾒交換等に積極的に参加・関与することにより総合的に10点とする。
 ・常に参加・関与できる：10点
 ・おおよそ参加・関与できる：8点
 ・時に参加・関与できる：6点
 ・ほとんど参加・関与できない：2点
 ・常に参加・関与できない：0点

オリエンテーション
⽇常⽣活活動（ADL）
の概念と範囲

・⽇常⽣活活動の概念
・BADLとIADL

講義
演習

【事前】⾃分の⽇常⽣活上
で、どのような活動をしてい
るかをメモしてくる。
【授業後】授業の復習

丹野

⽇常⽣活活動（ADL）
の概念と範囲 ・BADLとIADL 講義

演習 【授業後】授業の復習 丹野

⽣活環境と⾝体機能
およびADLの関係

・⽣活環境に影響をうける
ADL

講義
演習 【授業後】授業の復習 丹野

観察によるADL動作
分析

・姿勢の名称
・観察による動作分析の視点

講義
実技 【授業後】授業の復習 丹野

観察によるADL動作
分析

・観察によるADL動作の分析
演習

講義
演習

【授業後課題】課題レポート
①作成 丹野

ADLと環境因⼦の関
係

・ADLを⽀援する福祉⽤具と
活⽤⽅法

講義
演習 【授業後】授業の復習 丹野
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7

8

9

10

11

12

13

14

15

⽇付

教科書

参考書

ディプロマ・
ポリシーとの
関連

先修条件指定
科⽬

先修条件指定
科⽬において
あらかじめ修
得しておかな
ければならな
い科⽬

実務経験のあ
る教員

実務経験をい
かした教育内
容

教員の連絡先

備考

ADLと環境因⼦の関
係

・物理的⽣活環境整備の基本
的視点と法・制度

講義
演習 【授業後】授業の復習 丹野

ADLと環境因⼦の関
係 ・ADLの促進・阻害因⼦ 講義 【授業後】授業の復習 丹野

ADLの評価⽅法
・ADLの評価⽅法の紹介
・Barthel Indexの演習
・FIMの演習

講義
演習 【授業後】授業の復習 丹野

ADLの評価⽅法
・LawtonのIADL Index
・⽼研式活動能⼒指標
・その他のADL評価法

講義
演習 【授業後】授業の復習 丹野

代表的な疾患・障が
い別のADL

・理学療法⼠が臨床で介⼊し
やすい代表的疾患のADL 講義 【予習】課題レポート②作成 丹野

理学療法における介
助

・理学療法⼠が⾏う治療的介
助
・基本的介助⽅法

講義
実技 【授業後】授業の復習 丹野

理学療法における介
助

・理学療法⼠が⾏う治療的介
助
・基本的介助⽅法

講義
実技 【授業後】授業の復習 丹野

ICF概念の理解と活⽤
授業まとめ ・ICFモデルの概念、活⽤法 講義

演習 【授業後】授業の復習 丹野

ICF概念の理解と活⽤
授業まとめ

・ICFモデルを⽤いた障がい
構造の理解
・本科⽬全体の振り返り

講義
演習

【授業後課題】課題レポート
③作成 丹野

・PT・OTビジュアルテキスト ADL．柴喜崇ら（編）．⽺⼟社
・Crosslimkリハビリテーションテキスト ⽣活環境学．⾅⽥滋（編）．メジカルビュー社

・ICF国際⽣活機能分類．中央法規
・シンプル理学療法学・作業療法学シリーズ ⽣活環境学テキスト．細⽥多穂（監）．南江堂
・OT・PTのための住環境整備論．野村歡ら（著）．三輪書店

理学2／理学5／理学6

⾮該当

⾮該当

丹野克⼦：研究室6 ktanno@yachts.ac.jp
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授業科⽬ 科⽬英語表記

職名、担当教
員⽒名

科⽬責任者⽒
名

学内連絡教員
⽒名

学科／分野 学年

科⽬区分
必修・選択の
別

授業形態 開講時期 単位数

授業概要

到達⽬標

成績評価⽅法

成績評価基準

授業計画

回 授業項⽬ 学習内容 学習⽅法 授業外学習 授業ごとの担当教員

1

2

3

4

⽣活⽀援系理学療法学Ⅱ Physical Therapy for Life Support Systems Ⅱ

准教授 丹野 克⼦
講 師 ⾚塚 清⽮
講 師 永瀬外希⼦

丹野 克⼦

理学療法学科 3年

専⾨ 理学療法学科ー必修

講義／演習 前期 1単位

理学療法の対象となる代表的な疾患の⽣活障がいとその援助⽅法について、講義と演習を⾏う。

ディプロマポリシー理学2／理学5／理学6に関連して
① 代表的な疾患や障がいに対する⽇常⽣活活動（ADL）の評価、指導、介助の要点を説明できる。
② 代表的な疾患や障がいの⽇常⽣活活動（ADL）の特徴やリスクを説明できる。
③ 物理的⽣活環境について基準に基づいて評価できる。
④ 国際⽣活機能分類（ICF）の概念を⽤いて⽣活機能障がいの構造を説明できる。
⑤ 授業に主体的・意欲的・積極的に参加できる。

・レポート（90％）：丹野担当分（45％）、⾚塚担当分（20％）、永瀬担当分（25％）：到達⽬標①〜④を評価
・授業への取り組み⽅（10％）：主体的・意欲的・積極的な態度を評価する。：到達⽬標⑤を評価

１．レポート（90％）
① 丹野担当分（45％）：レポートを3回課す。1回分を15点配点とする。
② ⾚塚担当分（20％）：レポートを2回課す。1回分を10点配点とする。
③ 永瀬担当分（25％）：レポートを1回課す。25点配点とする。
評価基準は共通して以下の通り。
・特に優れている：課題に対応した適切な内容を、適切な国語表現・表記で記述し、提出ルールに従って提出できる。
・優れている：課題に対応した適切な内容を、ある程度適切な国語表現・表記で記述し、提出ルールに従って提出できる。
・良好である：課題に対応した適切な内容を、ある程度適切な国語表現・表記で記述し、提出できる。
・最低限の到達：課題に対応したある程度適切な内容を、ある程度適切な国語表現・表記で記述し、提出できる。
・⽬標に到達していない：課題に対応していない内容で提出した。または課題を提出しない。

２．授業への取り組み⽅（10％）
主体的・意欲的・積極的な態度を評価する。
・特に優れている：⾃ら進んで適切に⾏える。
・良好である：指名等の促しがあれば適切に⾏える。
・到達しているといえない：指⽰や指摘を⾏っても主体性・意欲・積極性が教員に伝わらない。または不適切な⾔動を⾏う。

オリエンテーション
移動・移乗動作介助
の基本

移動・移乗介助実技 実技

【授業前予習】⽣活⽀援系理
学療法学Ⅰで学修した移乗介
助⽅法を復習してから出席す
る。

丹野

移動・移乗動作介助
の基本 移動・移乗介助実技 実技

【授業前予習】⽣活⽀援系理
学療法学Ⅰで学修した移乗介
助⽅法を復習してから出席す
る。

丹野

脳⾎管障がい患者の
ADL

・脳⾎管障がい患者の動作の
特徴
・基本動作や⾞椅⼦操作の介
助⽅法
・5〜7回授業の事例提⽰と準
備

実技

【授業前予習】⽣活⽀援系理
学療法学Ⅰで学修した移乗介
助⽅法を復習してから出席す
る。

丹野

脳⾎管障がい患者の
ADL

・脳⾎管障がい患者の動作の
特徴
・基本動作や⾞椅⼦操作の介
助⽅法
・5〜7回授業の事例提⽰と準
備

実技

【授業前予習】⽣活⽀援系理
学療法学Ⅰで学修した移乗介
助⽅法を復習してから出席す
る。

丹野
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5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

⽇付

教科書

参考書

ディプロマ・
ポリシーとの
関連

先修条件指定
科⽬

物理的⽣活環境整備
演習

・⾝体障がい（脳⾎管疾患後
⽚⿇痺と⽩内障）のある⼈を
想定し、物理的環境の評価
・物理的環境整備の検討およ
び成果の発表

グループ演習

【授業前予習】⽣活⽀援系理
学療法学Ⅰの物理的環境整備
の基本
【授業後課題】レポート

丹野

物理的⽣活環境整備
演習

・⾝体障がい（脳⾎管疾患後
⽚⿇痺と⽩内障）のある⼈を
想定し、物理的環境の評価
・物理的環境整備の検討およ
び成果の発表

グループ演習

【授業前予習】⽣活⽀援系理
学療法学Ⅰの物理的環境整備
の基本
【授業後課題】レポート

丹野

物理的⽣活環境整備
演習

・⾝体障がい（脳⾎管疾患後
⽚⿇痺と⽩内障）のある⼈を
想定し、物理的環境の評価
・物理的環境整備の検討およ
び成果の発表

グループ演習

【授業前予習】⽣活⽀援系理
学療法学Ⅰの物理的環境整備
の基本
【授業後課題】レポート

丹野

神経難病の⼈のADL 神経難病の⼈のADL動作の実
際をDVD等で学ぶ。 講義

【授業前予習】⽣活⽀援系理
学療法学Ⅰの神経筋疾患の⼈
のADL
【授業後課題】レポート

丹野

神経難病の⼈のADL 神経難病の⼈のADL動作の実
際をDVD等で学ぶ。 講義

【授業前予習】⽣活⽀援系理
学療法学Ⅰの神経筋疾患の⼈
のADL
【授業後課題】レポート

丹野

脊髄損傷者・頸髄損
傷者のADL①

脊髄損傷者の⽅に来学してい
ただき、グループごとにADL
を評価する。

グループ演習

【事前準備】ADL評価のため
の事前準備が必要
【授業後課題】レポート（第
11回授業と合わせて1課題）

永瀬
丹野

脊髄損傷者・頸髄損
傷者のADL①

脊髄損傷者の⽅に来学してい
ただき、グループごとにADL
を評価する。

グループ演習

【事前準備】ADL評価のため
の事前準備が必要
【授業後課題】レポート（第
10回授業と合わせて1課題）

永瀬
丹野

⾞椅⼦の要点 ⾞椅⼦のチェックポイントに
ついて理解する。 講義と演習 【授業後課題】レポート ⾚塚

⾃助具の要点
⾃助具の作成と評価から、ユ
ーザビリティについて理解す
る。

講義と演習 【授業後課題】レポート ⾚塚

脊髄損傷者・頸髄損
傷者のADL②

脊髄損傷の損傷⾼位に対応す
る⾃助具の適応と種類 講義と演習

【事前準備】第10、11回授業
で⾏った脊髄損傷者のレポー
ト内容を確認しておくこと。

永瀬

障がい構造の理解と
分析

国際⽣活機能分類（ICF）モ
デルに基づく障がいの理解 演習 【授業後課題】レポート 丹野

6.4.18 (⽊) 1・2
6.4.25 (⽊) 1・2
6.5.10 (⾦) 3・4・5
6.5.16 (⽊) 1・2
6.5.23 (⽊) 1・2
6.5.30 (⽊) 1・2
6.6.  6 (⽊) 1・2

・PT・OTビジュアルテキスト ADL．柴喜崇・下⽥信明（編）．⽺⼟社
・Crosslink リハビリテーションテキスト ⽣活環境学．⾅⽥滋（編）．メジカルビュー社

・ICF国際⽣活機能分類．世界保健機関．中央法規出版
・シンプル理学療法学・作業療法学シリーズ ⽣活環境学テキスト．細⽥多穂（監）．南江堂
・動画で学ぶ脊髄損傷のリハビリテーション．⽥中 宏太佳・園⽥ 茂（編）．医学書院

理学2／理学5／理学6

⾮該当
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先修条件指定
科⽬において
あらかじめ修
得しておかな
ければならな
い科⽬

実務経験のあ
る教員

実務経験をい
かした教育内
容

教員の連絡先

備考

該当

丹野：研究室  6    ktanno@yachts.ac.jp
⾚塚：研究室14 sakatsuka@yachts.ac.jp
永瀬：研究室23 tishiguri@yachts.ac.jp

・各回に該当する2年次「⽣活⽀援系理学療法学Ⅰ」の内容を復習して出席してください。
・学習⽅法が実技の場合は、実技にふさわしい服装と⾝だしなみで出席してください。
・授業内容により実施場所が異なります。授業前に連絡します。
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授業科⽬ 科⽬英語表記

職名、担当教
員⽒名

科⽬責任者⽒
名

学内連絡教員
⽒名

学科／分野 学年

科⽬区分
必修・選択の
別

授業形態 開講時期 単位数

授業概要

到達⽬標

成績評価⽅法

成績評価基準

授業計画

回 授業項⽬ 学習内容 学習⽅法 授業外学習 授業ごとの担当教員

1

2

3

4

5

6

7

地域リハビリテーション学 Community Based Rehabilitation

准教授 丹野 克⼦

丹野 克⼦

理学療法学科 3年

専⾨ 理学療法学科ー必修

講義／演習 前期 1単位

地域リハビリテーションの概念、歴史的背景、活動、仕組み、関連諸制度の理解を⽬的とする。

ディプロマ・ポリシー理学2／理学3／理学5／理学6に関連して
① 地域リハビリテーションの概念、歴史的背景、活動、関係職種、対象者を理解し、説明できる。
② 地域リハビリテーションに関する基本的制度と社会資源を理解し、説明できる。
③ 地域リハビリテーションにおける理学療法⼠の活動を理解し、説明できる。

1．筆記試験（60％）
2．レポート（40％）
筆記試験の得点が6割に満たない場合は再試験、2回のレポートの得点合算で6割に満たない場合は再提出を課す。

到達⽬標①・②・③を以下により評価する。

１．筆記試験：到達⽬標①・②・③の知識を中⼼に評価：60点配点

２．レポート：到達⽬標①・②・③の思考・説明⼒を中⼼に評価：40点配点（レポート2回・1回20点配点）
 特に優れている（20点）：課題に対応した内容を⼗分に論理的に構成し、国語表記の誤りなくルールに従って作成・提出できる。
 優れている（18点）：課題に対応した内容を論理的に構成し、国語表記の誤りなくルールに従って作成・提出できる。
 良好である（16点）：課題に対応した内容を論理的に構成し、国語表記に多少の誤りがあってもルールに従って作成・提出できる。
 最低限の到達（12点）：課題に対応した内容を⼀部不⼗分だが論理的に構成し、国語表記に多少の誤りがあってもルールに従って作成・提
出できる。
 ⽬標に到達していない（0点）：レポートの作成ができない。または提出しない。（0点）

筆記試験とレポートの得点を合算し、最終の学修評価A〜Fとする。ただし、再試験・再提出のいずれにも該当した場合の評価は原則として
「D」または「F」とする。

地域リハビリテーシ
ョンの概要①

地域リハビリテーションの定
義と対象 講義 【授業後】授業の復習 丹野

地域リハビリテーシ
ョンの概要②

・地域包括ケアシステムと共
⽣社会
・地域リハビリテーションに
おける⾃⽴⽀援

講義 【授業後】授業の復習 丹野

地域リハビリテーシ
ョンの関係諸制度と
理学療法⼠の関与①

介護保険制度 講義 【授業後】授業の復習 丹野

地域リハビリテーシ
ョンの関係諸制度と
理学療法⼠の関与②

・介護予防
・障がい予防 講義 【授業後】授業の復習 丹野

地域リハビリテーシ
ョンの関係諸制度と
理学療法⼠の関与③

・障害者総合⽀援法等の関連
諸制度
・医療圏と地域医療連携パス

講義 【授業後】授業の復習 丹野

地域リハビリテーシ
ョンの関係諸制度と
理学療法⼠の関与④

地域リハビリテーションにお
ける理学療法⼠の職域

講義
演習 【授業後】授業の復習 丹野

地域リハビリテーシ
ョンにおける理学療
法⼠の活動①

災害時の活動 講義
演習 【授業後】授業の復習 丹野

88



8

9

10

11

12

13

14

15

⽇付

教科書

参考書

ディプロマ・
ポリシーとの
関連

先修条件指定
科⽬

先修条件指定
科⽬において
あらかじめ修
得しておかな
ければならな
い科⽬

実務経験のあ
る教員

実務経験をい
かした教育内
容

地域リハビリテーシ
ョンにおける理学療
法⼠の活動②

⽇本のCBR 講義 【授業後課題】第8〜10回の
学習成果レポート

佐藤美⾥ ※1
丹野

地域リハビリテーシ
ョンにおける理学療
法⼠の活動③

海外のCBR 講義 【授業後課題】第8〜10回の
学習成果レポート

Eleonor Rose A. Lopez ※2
丹野

地域リハビリテーシ
ョンにおける理学療
法⼠の活動④

理学療法の国際⽐較 講義 【授業後課題】第8〜10回の
学習成果レポート

須賀康平 ※3
丹野

地域在住者の⽣活リ
ハビリテーションの
多様な視点①

⽣活を⽀える視点に⽴つリハ
ビリテーション

講義
演習

【授業後課題】第11〜13回の
学習成果レポート 丹野

地域在住者の⽣活リ
ハビリテーションの
多様な視点②

理学療法学、看護学、社会
学、社会福祉学などを基礎と
する専⾨職の職種間の視点の
類似と相違

パネルディスカッション参加
（看護学科「ジェネラリズム
看護論」と共同実施）

【授業後課題】第11〜13回の
学習成果レポート

丹野
遠藤（和） ※４ 
⼭⽥ ※5 
外部講師 ※6 

地域在住者の⽣活リ
ハビリテーションの
多様な視点③

理学療法学、看護学、社会
学、社会福祉学などを基礎と
する専⾨職の職種間の視点の
類似と相違

パネルディスカッション参加
（看護学科「ジェネラリズム
看護論」と共同実施）

【授業後課題】第11〜13回の
学習成果レポート

丹野
遠藤（和） ※４ 
⼭⽥ ※5 
外部講師 ※6 

地域リハビリテーシ
ョンにおける理学療
法⼠の役割①

地域リハビリテーションにお
ける理学療法⼠の役割を、こ
こまでの授業と課題レポート
を踏まえて討論する。

演習・討論 【授業前課題】２つの学習成
果レポートを振り返っておく 丹野

地域リハビリテーシ
ョンにおける理学療
法⼠の役割②

地域リハビリテーションにお
ける理学療法⼠の役割を、こ
こまでの授業と課題レポート
を踏まえて討論する。

演習・討論 【授業前課題】２つの学習成
果レポートを振り返っておく 丹野

6.4.10 (⽔) 3
6.4.17 (⽔) 3
6.4.24 (⽔) 3
6.5.  1 (⽔) 3
6.5.  8 (⽔) 3
6.5.15 (⽔) 3
6.5.22 (⽔) 3
6.5.29 (⽔) 3
6.6.  5 (⽔) 3・4
6.6.12 (⽔) 3
6.6.20 (⽊) 1・2
6.6.26 (⽔) 3・4

標準理学療法学 専⾨分野 地域理学療法学 牧⽥光代（監）．医学書院

理学療法⼠・作業療法⼠のためのヘルスプロモーション．⽇本ヘルスプロモーション理学療法学会（編）．南江堂

理学2／理学3／理学5／理学6

⾮該当

該当
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教員の連絡先

備考

丹野克⼦：研究室6 ktanno@yachts.ac.jp

※1 佐藤美⾥（理学療法⼠、なごみの陽訪問看護ステーション）
※2 Eleonor Rose A. Lopez（理学療法⼠、De La Salle University⾮常勤講師、ALRES PHILIPPINES THERAPY CENTER理学療法⼠）
※3 須賀康平（理学療法⼠、Physical Conditioning IKI）
※4 本学看護学科教授
※5 本学看護学科講師
※6 調整中
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授業科⽬ 科⽬英語表記

職名、担当教
員⽒名

科⽬責任者⽒
名

学内連絡教員
⽒名

学科／分野 学年

科⽬区分
必修・選択の
別

授業形態 開講時期 単位数

授業概要

到達⽬標

成績評価⽅法

成績評価基準

授業計画

回 授業項⽬ 学習内容 学習⽅法 授業外学習 授業ごとの担当教員

1

2

3

地域理学療法学 Community Based Physical Therapy

准教授 丹野 克⼦

丹野 克⼦

理学療法学科 4年

専⾨ 理学療法学科ー必修

講義／演習 前期 1単位

・地域理学療法として実施されている具体的な場⾯と活動を教授する。
・地域における理学療法⼠への期待を実践者である他の専⾨職が教授する。

ディプロマポリシー理学3／理学5／理学６に関連して
① 地域理学療法の領域と内容を述べることができる。
② 通所サービスと訪問サービスにおける理学療法の特徴と内容を述べることができる。
③ 地域における理学療法⼠に対するニーズと求められる役割を述べることができる。

1．レポートによる評価（80％）
2．演習への参加状況と成果（20％）

到達⽬標①・②・③を以下により評価する。

1．レポートによる評価 80点配点（到達⽬標①②③）
 特に優れている（80点）：課題に対応した内容を⼗分に論理的に構成し、国語表記の誤りなくルールに従って作成・提出できる。
 優れている（70点）：課題に対応した内容を論理的に構成し、国語表記の誤りなくルールに従って作成・提出できる。
 良好である（60点）：課題に対応した内容を論理的に構成し、国語表記に多少の誤りがあってもルールに従って作成・提出できる。
 最低限の到達（50点）：課題に対応した内容を⼀部不⼗分だが論理的に構成し、国語表記に多少の誤りがあってもルールに従って作成・提
出できる。
 ⽬標に到達していない（0点）：レポートの作成ができない。または提出しない。（0点）

2．演習への参加状況と成果 20点配点（到達⽬標③）
 特に優れている（20点）：グループワークに積極的に、メンバーと協⼒して論理的で整合性のある結論に⾄ることができる。
 優れている（18点）：グループワークに積極的に参加し、メンバーと協⼒してある程度論理的で整合性のある結論に⾄ることができる。
 良好である（16点）：グループワークに参加し、メンバーと協⼒してある程度論理的で整合性のある結論に⾄ることができる。
 最低限の到達（12点）：グループワークに参加し、⼀定の結論に⾄ることができる。
 ⽬標に達していない（0点）：演習への参加ができない。または参加していてもグループメンバーとの協⼒がない。

1と２の得点を合算し、最終の学修評価A〜Fとする。
A：100点〜90点
B：89点〜80点
C：79点〜70点
D：69点〜60点
F：59点以下

地域理学療法の概要

・狭義の「地域」における理
学療法⼠の職域と役割を理解
する
・地域において連携する他職
種の種類を理解する

講義・演習
【事前】3年後期科⽬「地域
リハビリテーション学」の復
習

丹野

介護保険制度のケア
プランと理学療法プ
ログラム

・介護保険サービスで提供さ
れる理学療法のプログラム
と，ケアプランの関係を理解
する

講義・演習 【事前】第1回授業の復習 丹野

通所サービスにおけ
る理学療法

・介護保険・医療保険の通所
サービスの種類を理解する
・通所サービスで実施する理
学療法を理解する

講義・演習 【事前】第1回・第2回授業の
復習 丹野
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4

5

6

7

8

⽇付

教科書

参考書

ディプロマ・
ポリシーとの
関連

先修条件指定
科⽬

先修条件指定
科⽬において
あらかじめ修
得しておかな
ければならな
い科⽬

実務経験のあ
る教員

実務経験をい
かした教育内
容

教員の連絡先

備考

訪問サービスにおけ
る理学療法

・介護保険・医療保険の訪問
サービスの種類を理解する
・訪問サービスで実施する理
学療法を理解する

講義・演習 【事前】第1回・第2回授業の
復習 丹野

在宅療養⽣活を⽀え
る理学療法

・在宅における終末期医療，
⼩児医療，障がい者，難病・
呼吸器疾患の⼈への関与を理
解する
・在宅療養⽀援施策における
理学療法の位置づけを理解す
る

講義 【事前】配布資料の通読 丹野

⾼齢者の領域から理
学療法⼠に期待する
こと

・理学療法⼠に対する他職種
からの期待を理解する 講義 【事前】第2回授業の復習 寺﨑 ※1

丹野

障がい者の領域から
理学療法⼠に期待す
ること

・理学療法⼠に対する他職種
からの期待を理解する 講義 【事前】総合⽀援法等，障が

い者に関する制度の復習
会⽥ ※1
丹野

地域における理学療
法⼠の役割

・理学療法⼠に対する他職種
からの期待を理解する
・期待される役割の担い⽅を
検討する

グループワーク 【授業後課題】課題作成
寺﨑 ※1
会⽥ ※1
丹野

6.4.  9 (⽕) 3・4
6.4.15 (⽉) 2・3
6.4.22 (⽉) 2・3
6.4.30 (⽕) 3・4

標準理学療法学 専⾨分野 地域理学療法学．牧⽥光代（監）．医学書院

随時紹介

理学3／理学5／理学6

⾮該当

⾮該当

丹野克⼦：研究室6 ktanno@yachts.ac.jp

※1 居宅介護⽀援事業所⼼⾳
・3年前期科⽬「地域リハビリテーション学」に連続する科⽬です。復習して臨んでください。
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授業科⽬ 科⽬英語表記

職名、担当教
員⽒名

科⽬責任者⽒
名

学内連絡教員
⽒名

学科／分野 学年

科⽬区分
必修・選択の
別

授業形態 開講時期 単位数

授業概要

到達⽬標

成績評価⽅法

成績評価基準

授業計画

回 授業項⽬ 学習内容 学習⽅法 授業外学習 授業ごとの担当教員

1

2

3

4

5

6

7

理学療法研究法 Foundations of Physical Therapy Research Science

講師 室伏 祐介

室伏 祐介

理学療法学科 3年

専⾨ 理学療法学科ー必修

講義／演習 前期 1単位

研究論⽂を読み、理解するために必要となる基礎的な構成要素を講義・演習を通して教授する。

ディプロマポリシー理学4／理学5に関連して
① 医学系研究論⽂の基本的な読み⽅を理解できる。
② ⽂献検索の⽅法を理解できる。
③ 理学療法学科教員の研究内容について理解できる。

課題レポート 100％ 到達⽬標①・②・③を評価

到達⽬標①・②・③を以下により評価する。

特に優れている   ：適切で⼗分な根拠を踏まえて論理的に説明できる。
優れている     ：根拠をふまえて論理的に説明できる。
良好である     ：根拠を⽤いてある程度論理的に説明できる。
最低限の到達    ：根拠は乏しいがある程度論理的に説明できる。
⽬標に到達していない：説明できない。

理学療法と研究  理学療法⼠にとっての研究と
は何かについて講義する。 講義 予習

教科書を⼀読すること 室伏

論⽂の読み⽅① 論⽂の構成や種類、PECOな
どについて説明する。 講義

予習
教科書13−26ページを読むこ
と
復習
振り返りシートの提出

室伏

論⽂の読み⽅② 研究デザイン・バイアスにつ
いて説明する。 講義

予習
教科書43-55ページまでを読
むこと
復習
振り返りシートの提出

室伏

研究倫理について 研究倫理について説明する。 講義

予習
教科書56-71ページまで読む
こと
復習
振り返りシートの提出

室伏

⽂献検索の⽅法① ⽂献検索の⽅法について説明
する。 講義

予習
教科書27-42ページまでを読
むこと
復習
振り返りシートの提出

室伏

⽂献検索の⽅法② 論⽂の検索を⾏い、読んだ論
⽂についてまとめる。 講義＋演習

予習
第5回授業の内容について復
習すること
復習
振り返りシートの作成

室伏

研究紹介① 理学療法学科教員の研究内容
について説明する。 講義

予習
理学療法学科の教員専⾨につ
いて調べておくこと
復習
振り返りシートの提出

学科
全教員
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8

⽇付

教科書

参考書

ディプロマ・
ポリシーとの
関連

先修条件指定
科⽬

先修条件指定
科⽬において
あらかじめ修
得しておかな
ければならな
い科⽬

実務経験のあ
る教員

実務経験をい
かした教育内
容

教員の連絡先

備考

研究紹介② 理学療法学科教員の研究内容
について説明する。 講義

予習
理学療法学科の教員専⾨につ
いて調べておくこと
復習
振り返りシートの提出

学科
全教員

6.4. 8  (⽉) 2
6.4.15 (⽉) 1・2
6.4.22 (⽉) 2
6.5.13 (⽉) 1・2
6.5.20 (⽉) 1・2

最新理学療法学講座 理学療法研究法．対⾺栄輝（編著）．医⻭薬出版

理学4／理学5

⾮該当

該当

室伏祐介：研究室40  ymurofushi@yachts.ac.jp

94



授業科⽬ 科⽬英語表記

職名、担当教
員⽒名

科⽬責任者⽒
名

学内連絡教員
⽒名

学科／分野 学年

科⽬区分
必修・選択の
別

授業形態 開講時期 単位数

授業概要

到達⽬標

成績評価⽅法

成績評価基準

授業計画

回 授業項⽬ 学習内容 学習⽅法 授業外学習 授業ごとの担当教員

1

2

3

理学療法研究法演習 Practice of Physical Therapy Research Science

教 授 鈴⽊ 克彦
教 授 加藤  浩
教 授 ⽯川  仁
教 授 村  成幸
教 授 渡部 潤⼀
准教授 丹野 克⼦
准教授 南澤 忠儀
講 師 ⾚塚 清⽮
講 師 永瀬外希⼦
講 師 室伏 祐介
講 師 鈴⽊栄三郎
助 教 ⼯藤 ⼤輔

鈴⽊ 克彦

室伏 祐介

理学療法学科 3年

専⾨ 理学療法学科ー必修

講義／演習 後期 1単位

理学療法学における研究の必要性や⽅法を教授する。

ディプロマ・ポリシー理学4／理学5に関連して
到達⽬標①  研究に必要な以下の項⽬について、ゼミを通して実施できる。
      ・理学療法に関する研究テーマの設定
      ・研究テーマを設定していくための先⾏研究検索・収集・読解
      ・研究⽅法の理解
      ・研究計画作成過程における討論
到達⽬標②  研究計画を発表することができる。
      ・研究発表の⽅法の理解
      ・研究計画のプレゼンテーション実施

到達⽬標①②について
指導教員がゼミでの取り組みや成果、卒業研究計画発表を通して評価する：100％

到達⽬標①
特に優れている   ：内容が適切で明確な発表資料となっている。
優れている     ：内容が明確な発表資料となっている。
良好である     ：内容が概ね明確な発表資料となっている。
最低限の到達    ：内容が⼀部明確でない資料となっている。
⽬標に到達していない：資料が完成していない。

到達⽬標②
特に優れている   ：発表内容が明確で、適切に発表できる。
優れている     ：発表内容が明確で、概ね適切に発表できる。
良好である     ：発表内容が概ね明確で、発表できる。
最低限の到達    ：発表内容の⼀部に不明確な部分があり、発表できても⼗分なアドバイスが必要である。
⽬標に到達していない：発表できない。

ゼミ配置オリエンテ
ーション

ゼミ配置決定、研究室での接
遇、卒業研究の全体スケジュ
ール

講義
予習
理学療法学科教員の研究内容
について調べておくこと

室伏 祐介

理学療法研究におけ
るデータ解析

医療分野の論⽂の投稿規定に
おける統計学の取り扱いにつ
いて
理学療法学分野における統計
学⼿法の変遷、データ表記

講義

⾃らの研究課題で使⽤する統
計⼿法のみならず他の学⽣の
データ解析⼿法も理解できる
よう講義の復習を重ねてくだ
さい。

⽯川 仁

理学療法研究におけ
るデータ解析

統計学的検定に必要な基礎知
識、P値、交絡因⼦、オッズ
⽐

講義

⾃らの研究課題で使⽤する統
計⼿法のみならず他の学⽣の
データ解析⼿法も理解できる
よう講義の復習を重ねてくだ
さい。

⽯川 仁
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4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

⽇付

教科書

参考書

ディプロマ・
ポリシーとの
関連

理学療法研究におけ
るデータ解析

ロジスティック回帰分析、相
関と回帰、重回帰分析 講義

⾃らの研究課題で使⽤する統
計⼿法のみならず他の学⽣の
データ解析⼿法も理解できる
よう講義の復習を重ねてくだ
さい。

⽯川 仁

理学療法研究におけ
るデータ解析

95％信頼区間、統計学的有意
と臨床学的有意、カプランマ
イヤー⽣存分析、COX⽐例ハ
ザードモデル

講義

⾃らの研究課題で使⽤する統
計⼿法のみならず他の学⽣の
データ解析⼿法も理解できる
よう講義の復習を重ねてくだ
さい。

⽯川 仁

理学療法研究におけ
るデータ解析

感度、特異度、カットオフ
値、トレードオフ、偽陽性、
偽陰性、メタ・アナリシス

講義

⾃らの研究課題で使⽤する統
計⼿法のみならず他の学⽣の
データ解析⼿法も理解できる
よう講義の復習を重ねてくだ
さい。

⽯川 仁

ゼミ
 先⾏研究検討
 研究計画作成
 研究計画発表⽅法

各指導教員が、研究に必要な
⽂献の収集⽅法や研究実施⽅
法等について定期的あるいは
必要に応じて集中的に指導す
る。

演習
研究課題設定・計画作成のた
め、⾃ら先⾏研究や情報の収
集・検討を⾏う。

各指導教員

ゼミ
 先⾏研究検討
 研究計画作成
 研究計画発表⽅法

各指導教員が、研究に必要な
⽂献の収集⽅法や研究実施⽅
法等について定期的あるいは
必要に応じて集中的に指導す
る。

演習
研究課題設定・計画作成のた
め、⾃ら先⾏研究や情報の収
集・検討を⾏う。

各指導教員

ゼミ
 先⾏研究検討
 研究計画作成
 研究計画発表⽅法

各指導教員が、研究に必要な
⽂献の収集⽅法や研究実施⽅
法等について定期的あるいは
必要に応じて集中的に指導す
る。

演習
研究課題設定・計画作成のた
め、⾃ら先⾏研究や情報の収
集・検討を⾏う。

各指導教員

ゼミ
 先⾏研究検討
 研究計画作成
 研究計画発表⽅法

各指導教員が、研究に必要な
⽂献の収集⽅法や研究実施⽅
法等について定期的あるいは
必要に応じて集中的に指導す
る。

演習
研究課題設定・計画作成のた
め、⾃ら先⾏研究や情報の収
集・検討を⾏う。

各指導教員

ゼミ
 先⾏研究検討
 研究計画作成
 研究計画発表⽅

各指導教員が、研究に必要な
⽂献の収集⽅法や研究実施⽅
法等について定期的あるいは
必要に応じて集中的に指導す
る。

演習
研究課題設定・計画作成のた
め、⾃ら先⾏研究や情報の収
集・検討を⾏う。

各指導教員

ゼミ
 先⾏研究検討
 研究計画作成
 研究計画発表⽅法

各指導教員が、研究に必要な
⽂献の収集⽅法や研究実施⽅
法等について定期的あるいは
必要に応じて集中的に指導す
る。

演習
研究課題設定・計画作成のた
め、⾃ら先⾏研究や情報の収
集・検討を⾏う。

各指導教員

卒業研究計画発表会
オリエンテーショ
ン、発表準備

発表者としてのコミュニケー
ション・スキル 発表 発表に向けての資料作成を進

める。 室伏 祐介

卒業研究計画発表会 研究紹介とポスターでの討論 発表
発表時の討論とその後のゼミ
を通して計画を適宜修正す
る。

学科全教員

卒業研究計画発表会 研究紹介とポスターでの討論 発表
発表時の討論とその後のゼミ
を通して計画を適宜修正す
る。

学科全教員

授業中およびゼミ中に紹介する。

理学4／理学5
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先修条件指定
科⽬

先修条件指定
科⽬において
あらかじめ修
得しておかな
ければならな
い科⽬

実務経験のあ
る教員

実務経験をい
かした教育内
容

教員の連絡先

備考

⾮該当

⾮該当

鈴⽊ 克彦：研究室31・ksuzuki@yachts.ac.jp
加藤  浩：研究室36 hikato@yachts.ac.jp
⽯川  仁：研究室24   hishikawa@yachts.ac.jp
村  成幸：研究室35 nmura@yachts.ac.jp
渡部 潤⼀：研究室39 jwatanabe@yachts.ac.jp
丹野 克⼦：研究室6     ktanno@yachts.ac.jp
南澤 忠儀：研究室18 tminamisawa@yachts.ac.jp
⾚塚 清⽮：研究室14   sakatsuka@yachts.ac.jp
永瀬外希⼦：研究室23 tishiguri@yachts.ac.jp
室伏 祐介：研究室40 ymurofushi@yachts.ac.jp
鈴⽊栄三郎：共同研究室 esuzuki@yachts.ac.jp
⼯藤 ⼤輔：共同研究室 dkudo@yachts.ac.jp
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授業科⽬ 科⽬英語表記

職名、担当教
員⽒名

科⽬責任者⽒
名

学内連絡教員
⽒名

学科／分野 学年

科⽬区分
必修・選択の
別

授業形態 開講時期 単位数

授業概要

到達⽬標

成績評価⽅法

成績評価基準

理学療法卒業研究 Physical Therapy Graduation Thesis

教 授 鈴⽊ 克彦
教 授 加藤  浩
教 授 ⽯川  仁
教 授 村  成幸
教 授 渡部 潤⼀
准教授 丹野 克⼦
准教授 南澤 忠儀
講 師 ⾚塚 清⽮
講 師 永瀬外希⼦
講 師 室伏 祐介
講 師 鈴⽊栄三郎
助 教 ⼯藤 ⼤輔

永瀬外希⼦

理学療法学科 4年

専⾨ 理学療法学科−必修

演習 通年 4単位

研究計画に基づいて研究を実施し、卒業論⽂を完成させるまでの⼀連の過程を経験する。
研究結果をまとめ、ポスターまたは⼝述での発表を⾏う。

ディプロマ・ポリシー理学4／理学5に関連して
① 理学療法に関する研究テーマを⾒出し、その検証のために積極的に⾏動できる。
② 研究テーマに関する先⾏研究の検索と読解を⾏い、適切に引⽤できる。
③ ⾃らの研究テーマを検証するための研究計画を⽴案することができる。
④ 研究計画に従って研究を実施し、得られた結果をまとめ、結果に対する妥当な考察、結論の導出ができる。
⑤ 研究内容を他者に伝えるための発表と論⽂作成ができる。

到達⽬標 ①〜⑤を評価
評価者：指導教員 100％
ゼミを通して、研究発表、論⽂作成を含む研究への取り組み⽅や成果を評価します。

ゼミでの取り組み   到達⽬標①、②、③、④、⑤を評価
① 理学療法に関する研究テーマを⾒出し、その検証のために積極的に⾏動できる。

特に優れている   ：研究テーマを⾒出し、その検証のために積極的に⾏動できる。
優れている     ：研究テーマを⾒出し、その検証のために⾏動できる。
良好である     ：研究テーマを⾒出し、その検証のためにある程度⾏動できる。
最低限の到達    ：研究テーマを⾒出し、その検証のために最低限⾏動できる。
⽬標に到達していない：研究テーマを⾒出せず、⾏動できない。

② 研究テーマに関する先⾏研究の検索と読解を⾏い、適切に引⽤できる。
特に優れている   ：先⾏研究の検索と読解を⼗分⾏い、適切に引⽤できる。
優れている     ：先⾏研究の検索と読解を⾏い、適切に引⽤できる。
良好である     ：先⾏研究の検索と読解をある程度⾏い、適切に引⽤できる。
最低限の到達    ：先⾏研究の検索と読解を最低限⾏い、引⽤できる。
⽬標に到達していない：先⾏研究の検索と読解を⾏えず、引⽤できない。

③ ⾃らの研究テーマを検証するための研究計画を⽴案することができる。
特に優れている   ：⾃らの研究テーマを検証するための研究計画を適切に⽴案できる。
優れている     ：⾃らの研究テーマを検証するための研究計画を⽴案できる。
良好である     ：⾃らの研究テーマを検証するための研究計画をある程度⽴案できる。
最低限の到達    ：⾃らの研究テーマを検証するための研究計画を最低限⽴案できる。
⽬標に到達していない：研究計画を⽴案することができない。

④ 研究計画に従って研究を実施し、得られた結果をまとめ、結果に対する妥当な考察、結論の導出ができる。
特に優れている   ：適切に研究を実施し、結果をまとめ、考察し、結論を導出できる。
優れている     ：研究を実施し、結果をまとめ、考察し、結論を導出できる。
良好である     ：ある程度研究を実施し、結果をまとめ、考察し、結論を導出できる。
最低限の到達    ：最低限の研究を実施し、結果をまとめ、考察し、結論を導出できる。
⽬標に到達していない：研究を実施し、結果をまとめ、考察し、結論を導出することができない。

⑤ 研究内容を他者に伝えるための発表と論⽂作成ができる。
特に優れている   ：発表と論⽂作成ができ、研究内容が他者に⼗分伝わる。
優れている     ：発表と論⽂作成ができ、研究内容が他者に伝わる。
良好である     ：発表と論⽂作成ができ、研究内容が他者にある程度伝わる。
最低限の到達    ：発表と論⽂作成ができ、研究内容が他者に最低限伝わる。
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授業計画

回 授業項⽬ 学習内容 学習⽅法 授業外学習 授業ごとの担当教員

卒業
研究

⽇付

教科書

参考書

ディプロマ・
ポリシーとの
関連

先修条件指定
科⽬

先修条件指定
科⽬において
あらかじめ修
得しておかな
ければならな
い科⽬

実務経験のあ
る教員

実務経験をい
かした教育内
容

教員の連絡先

備考

⽬標に到達していない：発表と論⽂作成ができず、研究内容が他者に伝わらない。

研究の実施、研究の
まとめ、プレゼンテ
ーション、討論

研究の実施：対象者への説明
と同意、測定や調査の実施、
研究結果の解析、⽬的や仮説
に応じた考察、結論の導出な
どについて各指導教員の指導
をもとに実施する。
研究のまとめ：卒業論⽂や発
表⽤スライドを指導教員の指
導をもとに作成する。
プレゼンテーション：ポスタ
ーまたは⼝述発表を実施す
る。
⼝述発表では、座⻑および掲
⽰係を学⽣が担当する。

演習（ゼミナール）、プレゼ
ンテーション

⾃らの研究課題に関する情報
の収集に努めるとともに、研
究計画を基に指導教員による
指⽰に従いながら、積極的に
研究を実⾏してください。

理学療法学科全教員

指定なし。
研究テーマに関する資料、参考図書等は、指導教官と相談しながら選定します。

指定なし

理学4／理学5

⾮該当

⾮該当

鈴⽊ 克彦：31研究室 ksuzuki@yachts.ac.jp
加藤  浩：36研究室 hikato@yachts.ac.jp
⽯川  仁：24研究室 hishikawa@yachts.ac.jp
村  成幸：35研究室 nmura@yachts.ac.jp
渡部 潤⼀：39研究室 jwatanabe@yachts.ac.jp
丹野 克⼦： 6研究室 ktanno@yachts.ac.jp
南澤 忠儀：18研究室 tminamisawa@yachts.ac.jp
⾚塚 清⽮：14研究室 sakatsuka@yachts.ac.jp
永瀬外希⼦：23研究室 tishiguri@yachts.ac.jp
室伏 祐介：40研究室 ymurofushi@yachts.ac.jp
鈴⽊栄三郎：理学・作業共同研究室 esuzuki@yachts.ac.jp
⼯藤 ⼤輔：理学・作業共同研究室 dkudo@yachts.ac.jp

測定機器は⾮常に⾼額で、他の学⽣や⼤学院⽣、教員も共同使⽤します。使⽤⽅法を遵守し、慎重に取り扱ってください。
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授業科⽬ 科⽬英語表記

職名、担当教
員⽒名

科⽬責任者⽒
名

学内連絡教員
⽒名

学科／分野 学年

科⽬区分
必修・選択の
別

授業形態 開講時期 単位数

授業概要

到達⽬標

成績評価⽅法

成績評価基準

授業計画

臨床実習Ⅰ Clinical Education Ⅰ

講 師 ⾚塚 清⽮
教 授 鈴⽊ 克彦
教 授 加藤  浩
教 授 渡部 潤⼀
准教授 丹野 克⼦
准教授 南澤 忠儀
講 師 永瀬外希⼦
講 師 室伏 祐介
講 師 鈴⽊栄三郎
助 教 ⼯藤 ⼤輔

⾚塚 清⽮

理学療法学科 1年

専⾨ 理学療法学科ー必修

実習若しくは実技 後期 1単位

臨床実習Ⅰは臨床場⾯での初めての実習である。実習では多様化する理学療法を考慮し、各実習施設の⽬的や役割、組織等はもとより、そ
こで活躍する理学療法⼠の役割や業務内容を学習する。

ディプロマポリシー理学1／理学2／理学3／理学5／理学6に関連して
① 清潔で適切な⾝だしなみ、⾔葉遣い、礼儀正しい態度で対象者に接することができる。
② 実習施設等の規則や⼼得を遵守できる。
③ 与えられた課題を確実に遂⾏することができる。
④ 対象者、家族のニーズ・要望などに対し、⾃⾝の感情を制御して接することができる。
⑤ 指導者と⼗分なコミュニケーションを保って良好な関係を維持することができる。
⑥ 理学療法業務の概略を理解できる。
⑦ 病院・施設における理学療法部⾨の位置付けを把握できる。
⑧ 理学療法に対する意欲や向上⼼がみられる。
⑨ 守秘義務を果たし、プライバシーを守ることができる。
⑩ チーム医療の必要性を認識することができる。
⑪ 実習施設で経験した内容の報告ができる。

実習後発表（30％）、課題レポート（20％）、臨床実習Ⅰ評価（50%）にて、到達⽬標の①〜⑪を評価。

到達⽬標①②③④⑤⑨⑩
 特に優れている   ：正しく理解し⼗分実施できる。
 優れている     ：正しく理解し概ね実施できる。
 良好である     ：正しく理解しある程度実施できる。
 最低限の到達    ：⼀部不⼗分な所もあるが、ある程度実施できる。
 ⽬標に到達していない：実施できない。

到達⽬標⑥⑦
 特に優れている   ：論理的に正しく、かつ明確に⼗分説明できる。
 優れている     ：論理的に正しく、かつ明確に概ね説明できる。
 良好である     ：論理的に正しく概ね説明できる。
 最低限の到達    ：⼀部不⼗分な所もあるが、ある程度説明できる。
 ⽬標に到達していない：説明できない。

到達⽬標⑧
 特に優れている   ：⾃ら設定した⽬標に対し、積極的に⾏動することができる。
 優れている     ：⾃ら設定した⽬標に対し、概ね積極的に⾏動することができる。
 良好である     ：⾃ら設定した⽬標に対し、ある程度、積極的に⾏動することができる。
 最低限の到達    ：⾃ら設定した⽬標に対し、不⼗分であるが⾏動することができる。
 ⽬標に到達していない：⾃ら設定した⽬標に対し、⾏動することができない。

到達⽬標⑪
 特に優れている   ：課題内容を理解し、構成⼒、表現⼒、説得⼒が⼗分な報告ができる。
 優れている     ：課題内容を理解し、構成⼒、表現⼒、説得⼒が概ね⼗分な報告ができる。
 良好である     ：課題内容を理解し、構成⼒、表現⼒、説得⼒がある程度⼗分な報告ができる。
 最低限の到達    ：課題内容を理解し、⼀部不適切な部分はあるが、報告ができる。
 ⽬標に到達していない：報告できない。
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回 授業項⽬ 学習内容 学習⽅法 授業外学習 授業ごとの担当教員

オリ
エン
テー
ショ
ン

実習

⽇付

教科書

参考書

ディプロマ・
ポリシーとの
関連

先修条件指定
科⽬

先修条件指定
科⽬において
あらかじめ修
得しておかな
ければならな
い科⽬

実務経験のあ
る教員

実務経験をい
かした教育内
容

教員の連絡先

備考

実習前セミナー
実習後セミナー

実習前セミナーでは、臨床実
習Ⅰの学習内容や諸⼿続きに
ついて説明し、臨床実習に臨
む⼼構えについて、グループ
討議を⾏なう。
実習後セミナーでは、レポー
トと評価書を提出する。実習
内容を説明し、⾃⼰評価によ
る⽬標達成度や課題を発表す
る。

講義と演習

復習課題
臨床実習の⼿引き、臨床実習
評価表、チェックリストを確
認する。

⾚塚清⽮、他

各実習施設における
臨床実習

① 病院・施設内の各部⾨を⾒
学する。
② 理学療法の評価・治療を⾒
学する。
③ ⽇常業務に参加する。
④ カンファレンスや勉強会に
参加する。

実習
各実習施設での臨床実習で
は、臨床実習指導者の指⽰に
従うこと。

理学療法⼠教員

臨床実習の⼿引き、臨床実習評価表、チェックリスト

理学1／理学2／理学3／理学5／理学6

⾮該当

⾮該当

科⽬の担当者と臨床実習指導者講習会を受講した理学療法⼠等が指導します。

本科⽬は、実習指導者（実習施設に勤務する理学療法⼠）の指導の下、臨床現場での⾒学を⾏い、各施設の⽬的や役割、理学療法⼠の役割
や業務内容を学ぶ科⽬です。
「Ⅴ補⾜２」の記載内容程度とします。

⾚塚：研究室14 sakatsuka@yachts.ac.jp

初めての臨床実習です。臨床実習施設では責任ある態度と⾔動に⼼がけること。
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授業科⽬ 科⽬英語表記

職名、担当教
員⽒名

科⽬責任者⽒
名

学内連絡教員
⽒名

学科／分野 学年

科⽬区分
必修・選択の
別

授業形態 開講時期 単位数

授業概要

到達⽬標

成績評価⽅法

成績評価基準

授業計画

回 授業項⽬ 学習内容 学習⽅法 授業外学習 授業ごとの担当教員

1

2

3

4

5

臨床特論 Seminar of Clinical Education

教 授 鈴⽊ 克彦
教 授 加藤  浩
教 授 渡部 潤⼀ 
准教授 丹野 克⼦
准教授 南澤 忠儀
講 師 ⾚塚 清⽮
講 師 永瀬外希⼦
講 師 室伏 祐介
講 師 鈴⽊栄三郎
助 教 ⼯藤 ⼤輔

丹野 克⼦

理学療法学科 3年

専⾨ 理学療法学科ー必修

講義／演習 前期 1単位

1．臨床実習に向け、これまでの学内学習を総合的・応⽤的に振り返り、補填しておくべき技術を教授する。
2．臨床実習における主体性・協調性・積極性，計画実⾏能⼒・質問⼒・内省⼒を養うグループ学習を指導する。

ディプロマポリシー（DP）理学1／理学2／理学3／理学5／理学6に関連して
① 臨床実習でお世話になる⽅々（患者等の対象者・指導者・他職種を含む実習施設職員）と適切にコミュニケーションできるような⾔動が
できる。：DP1・3・5
② 理学療法における適切な記録ができる。：DP５・６
③ 観察による動作分析⽅法ができる。：DP2・５
④ 患者等に対して必要な介助ができる。：DP2・5
⑤ 患者等から直接、必要で⼗分な情報収集ができる。：DP2・5
⑥ グループで知識・技術の確認・実施を⾏える。：DP1・2・3・５・６

到達⽬標①〜⑥すべてを評価
到達⽬標に関するレポート課題、グループ学習への参加度で評価する。

・特に優れている：課題に適応した内容を、適切な国語表記で記述し、提出ルールを守って提出できる。かつ、グループ学習を相互協⼒して
⼗分に⾏える。
・優れている：課題に適応した内容を、おおよそ適切な国語表記法で記述し、提出ルールを守って提出できる。かつ，グループ学習を相互協
⼒して⼗分に⾏える。
・良好である：課題に適応した内容を、おおよそ適切な国語表記法で記述し、提出ルールを守って提出できる。
・最低限の到達：課題におおよそ適応しているが、内容や国語表記法に指導を指導を受けて再提出できる。または内容および国語表記は問題
ないが、提出ルールを守れない。
・到達していない：指導や助⾔を受けた後の再提出によっても、最低限の到達に⾄らない。または提出しない。

ガイダンス
統合と解釈の進め⽅

科⽬の理解（内容とスケジュ
ール、成績評価⽅法、グルー
プ学習⽅法）
「統合と解釈」を学ぶ

講義・演習 【授業後課題】学習内容をグ
ループ学習に反映させる。 丹野・室伏・⼯藤

グループ学習の計画
既習の知識・技術を整理し、
グループ学習の計画を作成す
る。

グループ学習 【授業後課題】学習内容をグ
ループ学習に反映させる。 丹野・室伏・⼯藤

記録法
症例レポート、症例報告レジ
ュメ、実習ノート、SOAPの
記録⽅法を学ぶ。

演習 【授業後課題】学習内容をグ
ループ学習に反映させる。 南澤

リスクの気づきと配
慮⽅法

臨床場⾯で起こるインシデン
ト・アクシデントリスクに気
づき、配慮する⽅法

講義・演習 【授業後課題】学習内容をグ
ループ学習に反映させる。 丹野・⼯藤

介助法 基本的なリフティングの⽅法 実技

【授業後課題】介助法が⾝に
つくように繰り返し練習して
ください。
【授業後課題】学習内容をグ
ループ学習に反映させる。

永瀬・⾚塚・鈴⽊栄
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6

7

8

⽇付

教科書

参考書

ディプロマ・
ポリシーとの
関連

先修条件指定
科⽬

先修条件指定
科⽬において
あらかじめ修
得しておかな
ければならな
い科⽬

実務経験のあ
る教員

実務経験をい
かした教育内
容

教員の連絡先

備考

医療⾯接 模擬患者との⾯接演習 演習

【事前準備】
模擬患者さんに失礼のないよ
うな⾝だしなみにしておくこ
と。
模擬患者の情報をふまえて医
療⾯接の練習をしてくださ
い。
【授業後課題】
学習内容をグループ学習に反
映させる。

井上京⼦［スポット：元⼭形
県⽴保健医療⼤学看護学科准
教授］・永瀬・他

臨床実習におけるコ
ミュニケーション
（指導者編）

臨床実習を想定し、⼼構え、
態度、コミュニケーションを
学ぶ。

演習・実技 【授業後課題】学習内容をグ
ループ学習に反映させる。 丹野・⼯藤

臨床実習におけるコ
ミュニケーション
（その他編）

臨床実習を想定し、⼼構え、
態度、コミュニケーションを
学ぶ。

演習・実技 【授業後課題】学習内容をグ
ループ学習に反映させる。 丹野・⼯藤

6.4.12 (⾦) 3・4・5
6.4.19 (⾦) 3・4・5
6.4.26 (⾦) 3・4・5
6.5.17 (⾦) 3・4・5
6.5.31 (⾦) 3・4・5

・指定なし。
・講義時に資料を配布する。

適宜紹介する。

理学1／理学2／理学3／理学5／理学6

⾮該当

該当

丹野：研究室6 ktanno@yachts.ac.jp
室伏：研究室40 ymurofushi@yachts.ac.jp
⼯藤：理作共同研究室 dkudo@yachts.ac.jp
鈴⽊(克)：研究室31 ksuzuki@yachts.ac.jp
加藤：研究室36 hikato@yachts.ac.jp
渡部：研究室39 jwatanabe@yachts.ac.jp
南澤：研究室18 tminamisawa@yachts.ac.jp
⾚塚：研究室14 sakatsuka@yachts.ac.jp
永瀬：研究室23 tishiguri@yachts.ac.jp
鈴⽊(栄)：理作共同研究室 esuzuki@yachts.ac.jp

到達⽬標に⾄るためには、教員から学ぶだけでなく、学⽣同⼠が主体的に計画・実⾏するグループ学習が鍵になります。グループ学習を有益
に活⽤してください。
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授業科⽬ 科⽬英語表記

職名、担当教
員⽒名

科⽬責任者⽒
名

学内連絡教員
⽒名

学科／分野 学年

科⽬区分
必修・選択の
別

授業形態 開講時期 単位数

授業概要

到達⽬標

成績評価⽅法

成績評価基準

授業計画

回 授業項⽬ 学習内容 学習⽅法 授業外学習 授業ごとの担当教員

臨床実習Ⅱ Clinical Education Ⅱ

講 師 ⾚塚 清⽮
教 授 鈴⽊ 克彦
教 授 加藤  浩
教 授 渡部 潤⼀
准教授 丹野 克⼦
准教授 南澤 忠儀
講 師 永瀬外希⼦
講 師 室伏 祐介
講 師 鈴⽊栄三郎
助 教 ⼯藤 ⼤輔

⾚塚清⽮

⾚塚清⽮

理学療法学科 3年

専⾨ 理学療法学科ー必修

実習若しくは実技 通年 4単位

臨床実習Ⅱは、客観的臨床能⼒試験（Objective Structured Clinical Examination：OSCE(オスキー)）、⼭形県⽴中央病院でのプレ実習と各
実習施設での4週間の臨床実習から構成される。
OSCEでは、模擬理学療法場⾯での医療⾯接、検査・測定、報告の技術を試験する。
プレ実習では、理学療法場⾯の⾒学や体験を通し、各実習施設での実習へ向かうための事前学習を実践する。
各実習施設の実習では、診療参加型臨床実習にて理学療法を実施する上で必要な情報を収集した上で、対象者に検査・測定を適切に実施
し、それらの内容の統合と解釈を⾏う。さらに、問題点の抽出と⽬標設定の⽅法について学習する。

ディプロマ・ポリシー理学1／理学2／理学3／理学5／理学6に関連して
① 模擬理学療法場⾯での医療⾯接、検査・測定、報告を⾏うことができる。
② 検査・測定や対象疾患に対する基本的な知識がある。
③ 検査項⽬・情報収集項⽬の抽出・取捨選択の理由を説明することができる。
④ 検査・測定を正確に実施することができる。
⑤ 対象者が抱える課題を抽出し、その抽出理由について説明することができる。
⑥ 短期ゴール、⻑期ゴールを設定することができる。
⑦ 基本的治療・指導項⽬を選択し、プログラムを⽴案できる。
⑧ 実施内容を診療記録に記載することができる。
⑨ 症例に関する⼝頭および⽂書による報告を適切に⾏うことができる。
⑩ 指導者の助⾔を仰ぎながら、他部⾨との情報交換ができる。
⑪ 指導者の助⾔を仰ぎながらリスクの配慮、管理ができる。
⑫ 実習施設で経験した症例のプレゼンテーションができる。

成績評価は、実習前評価（OSCE）、実習後評価（報告会、実習後試験）および臨床実習Ⅱ評価にて、到達⽬標の①〜⑫を評価。
実習前評価（25%）、実習後評価（25%）、臨床実習Ⅱ評価（50%）

到達⽬標①④⑥⑦⑧⑨⑩⑪
 特に優れている   ：正しく理解し⼗分実施できる。
 優れている     ：正しく理解し概ね実施できる。
 良好である     ：正しく理解しある程度実施できる。
 最低限の到達    ：⼀部不⼗分な所もあるが、ある程度実施できる。
 ⽬標に到達していない：実施できない。

到達⽬標②③⑤
 特に優れている   ：論理的に正しく、かつ明確に⼗分説明できる。
 優れている     ：論理的に正しく、かつ明確に概ね説明できる。
 良好である     ：論理的に正しく概ね説明できる。
 最低限の到達    ：⼀部不⼗分な所もあるが、ある程度説明できる。
 ⽬標に到達していない：説明できない。

到達⽬標⑫
 特に優れている   ：課題内容を理解し、構成⼒、表現⼒、説得⼒が⼗分なプレゼンテーションができる。
 優れている     ：課題内容を理解し、構成⼒、表現⼒、説得⼒が概ね⼗分なプレゼンテーションができる。
 良好である     ：課題内容を理解し、構成⼒、表現⼒、説得⼒がある程度⼗分なプレゼンテーションができる。
 最低限の到達    ：課題内容を理解し、⼀部不適切な部分はあるが、プレゼンテーションができる。
 ⽬標に到達していない：プレゼンテーションできない。
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オリ
エン
テー
ショ
ン

実習

⽇付

教科書

参考書

ディプロマ・
ポリシーとの
関連

先修条件指定
科⽬

先修条件指定
科⽬において
あらかじめ修
得しておかな
ければならな
い科⽬

・臨床実習指導者会
議前セミナー
・臨床実習指導者会
議での⾯談
・臨床実習前セミナ
ー
・OSCEガイダンス
・臨床実習後セミナ
ー

・臨床実習指導者会議前セミ
ナーでは、実習先施設の開⽰
と臨床実習指導者会議での指
導者との⾯談⽅法について説
明する。
・臨床実習指導者会議での⾯
談では、臨床実習指導者と情
報交換を⾏う。
・臨床実習前セミナーでは、
臨床実習Ⅱの学習内容や諸⼿
続について説明する。
・OSCEガイダンスでは、
OSCEの説明を⾏う。
・臨床実習後セミナーでは、
実習関係書類の提出と実習内
容を説明し、⾃⼰評価による
⽬標達成度や課題を発表す
る。

講義
臨床実習の⼿引き、臨床実習
評価表、チェックリストを確
認する。

・臨床実習前セミナー：⾚塚 
他
・OSCEガイダンス：丹野・
⾚塚 他
・臨床実習後セミナー：⾚塚 
他

・OSCE
・プレ実習
・各実習施設での臨
床実習
・報告会資料作成
・報告会
・実習後試験

・OSCEでは、模擬患者を対
象にした理学療法の検査・測
定、評価と報告を⾏う。
・プレ実習では、⼭形県⽴中
央病院において臨床の場を体
験する。
・各実習施設での臨床実習で
は、診療参加型臨床実習に
て、①症例に関する情報収
集、②検査・測定、③⼀般情
報、検査・測定結果の整理、
統合、④問題点の抽出、⑤⽬
標の設定、⑥基本的な治療プ
ログラムの⽴案、⑦記録およ
び報告、を⾏う。
・報告会資料作成は、学内で
の報告会に向けた資料を作成
する。
・報告会は、各実習施設で経
験した症例に関して、報告と
デイスカッションを⾏う。
・実習後試験は各実習施設で
経験した症例に関して、実技
プレゼンテーションによる試
験を⾏う。

・OSCE：試験
・プレ実習：実習
・各実習施設での臨床実習：
実習
・報告会資料作成：演習
・報告会：演習
・実習後試験：試験

各実習施設での臨床実習で
は、臨床実習指導者の指⽰に
従うこと。

・OSCE：理学療法⼠教員
・プレ実習：⾚塚、室伏、鈴
⽊（栄）
・各実習施設での臨床実習：
理学療法⼠教員
・報告会資料作成：理学療法
⼠教員
・報告会：理学療法⼠教員
・実習後試験：理学療法⼠教
員

6.  7.  1（⽉）3・4
6.  7.10（⽔）1〜5
6.  9.  2（⽉）
  〜
6.  9.27（⾦）
6.  9.30（⽉）1
6.10.  3（⽊）1〜3

臨床実習の⼿引き、臨床実習評価表、チェックリスト

理学1／理学2／理学3／理学5／理学6

⾮該当

⾮該当
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実務経験のあ
る教員

実務経験をい
かした教育内
容

教員の連絡先

備考

科⽬の担当者と臨床実習指導者講習会を受講した理学療法⼠が指導します。

本科⽬は、実習指導者（実習施設に勤務する理学療法⼠）の指導の下、臨床現場で担当症例の検査・測定等の評価及び問題点の抽出を⾏
い、基本的な治療プログラムの⽴案まで⾏う科⽬です。
「Ⅴ補⾜２」の記載内容程度とします。

⾚塚清⽮：研究室14 sakatsuka@yachts.ac.jp

理学療法⼠になる⽴場であることを⼗分に⾃覚し、責任ある態度と⾔動に⼼がけること。
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授業科⽬ 科⽬英語表記

職名、担当教
員⽒名

科⽬責任者⽒
名

学内連絡教員
⽒名

学科／分野 学年

科⽬区分
必修・選択の
別

授業形態 開講時期 単位数

授業概要

到達⽬標

成績評価⽅法

成績評価基準

授業計画

回 授業項⽬ 学習内容 学習⽅法 授業外学習 授業ごとの担当教員

オリ
エン
テー
ショ
ン

臨床実習Ⅲ Clinical Education Ⅲ

講 師 ⾚塚 清⽮
教 授 鈴⽊ 克彦
教 授 加藤  浩
教 授 渡部 潤⼀
准教授 丹野 克⼦
准教授 南澤 忠儀
講 師 永瀬外希⼦
講 師 室伏 祐介
講 師 鈴⽊栄三郎
助 教 ⼯藤 ⼤輔

⾚塚 清⽮

理学療法学科 3年

専⾨ 理学療法学科ー必修

実習若しくは実技 後期 8単位

臨床実習施設において、臨床実習指導者の適切な指導･監督のもと基本的な理学療法を⾏う。

ディプロマ・ポリシー理学1／理学2／理学3／理学5／理学6に関連して
① 総合臨床実習を⾏ううえでの理学療法の基礎的知識がある。
② 治療プログラムに関する⽬的、技術等の基本的知識がある。
③ 問題点やゴールに対応した治療プログラムを⽴案することができる。
④ 治療におけるオリエンテーションと動機付けができる。
⑤ 基本的な治療（技術）を実施できる。
⑥ 症状や治療結果に合わせて、適切に治療プログラムを変更することができる。
⑦ 実習施設で経験した症例のプレゼンテーションができる。

成績評価は、実習前評価（実習前試験）、実習後評価（報告会、実習後試験）および臨床実習Ⅲ評価にて、到達⽬標①〜⑦を評価。
実習前評価（25%）、実習後評価（25%）、臨床実習Ⅲ評価（50%）

到達⽬標①②
 特に優れている   ：論理的に正しく、かつ明確に⼗分説明できる。
 優れている     ：論理的に正しく、かつ明確に概ね説明できる。
 良好である     ：論理的に正しく概ね説明できる。
 最低限の到達    ：⼀部不⼗分な所もあるが、ある程度説明できる。
 ⽬標に到達していない：説明できない。

到達⽬標③④⑤⑥
 特に優れている   ：正しく理解し⼗分実施できる。
 優れている     ：正しく理解し概ね実施できる。
 良好である     ：正しく理解しある程度実施できる。
 最低限の到達    ：⼀部不⼗分な所もあるが、ある程度実施できる。
 ⽬標に到達していない：実施できない。

到達⽬標⑦
 特に優れている   ：課題内容を理解し、構成⼒、表現⼒、説得⼒が⼗分なプレゼンテーションができる。
 優れている     ：課題内容を理解し、構成⼒、表現⼒、説得⼒が概ね⼗分なプレゼンテーションができる。
 良好である     ：課題内容を理解し、構成⼒、表現⼒、説得⼒がある程度⼗分なプレゼンテーションができる。
 最低限の到達    ：課題内容を理解し、⼀部不適切な部分はあるが、プレゼンテーションができる。
 ⽬標に到達していない：プレゼンテーションできない。

・臨床実習指導者会
議前セミナー
・臨床実習指導者会
議での⾯談
・臨床実習前セミナ
ー
・臨床実習後セミナ
ー

・臨床実習指導者会議前セミ
ナーでは、実習先施設の開⽰
と臨床実習指導者会議での指
導者との⾯談⽅法について説
明する。
・臨床実習指導者会議での⾯
談では、臨床実習指導者と情
報交換を⾏う。
・臨床実習前セミナーでは、
臨床実習Ⅲの学習内容や諸⼿

講義 臨床実習の⼿引き、臨床実習
評価表、チェックリストを確
認する。

・臨床実習前セミナー：⾚塚 
他
・臨床実習後セミナー：⾚塚 
他
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実習

⽇付

教科書

参考書

ディプロマ・
ポリシーとの
関連

先修条件指定
科⽬

先修条件指定
科⽬において
あらかじめ修
得しておかな
ければならな
い科⽬

実務経験のあ
る教員

実務経験をい
かした教育内
容

教員の連絡先

備考

続について説明する。
・臨床実習後セミナーでは、
実習関係書類の提出と実習内
容を説明し、⾃⼰評価による
⽬標到達度や課題を発表す
る。

・各実習施設での臨
床実習
・報告会資料作成
・報告会
・実習後試験

・各実習施設での臨床実習内
容：①症例に関する情報収
集、②検査・測定、③⼀般情
報、検査・測定結果の整理、
統合、④問題点の抽出、⑤⽬
標の設定、⑥治療プログラム
の⽴案、⑦治療プログラムの
実施、⑧再評価、を実施す
る。
・報告会資料作成は、学内で
の報告会に向けた資料を作成
する。
・報告会は、各実習施設で経
験した症例に関して、報告と
デイスカッションを⾏う。
・実習後試験は各実習施設で
経験した症例に関して、実技
プレゼンテーションによる試
験を⾏う。

・各実習施設での臨床実習：
実習
・報告会資料作成：演習
・報告会：演習
・実習後試験：試験

各実習施設での臨床実習で
は、臨床実習指導者の指⽰に
従うこと。

・各実習施設での臨床実習：
理学療法⼠教員
・報告会資料作成：理学療法
⼠教員
・報告会：理学療法⼠教員
・実習後試験：理学療法⼠教
員

臨床実習の⼿引き、臨床実習評価表、チェックリスト

理学1／理学2／理学3／理学5／理学6

該当

⾮該当

科⽬の担当者と臨床実習指導者講習会を受講した理学療法⼠が指導します。

本科⽬は、実習指導者（実習施設に勤務する理学療法⼠）の指導の下、臨床現場で担当症例の検査・測定等の評価及び問題点の抽出を⾏
い、治療プログラムを⽴案の上、基本的な理学療法を実施する科⽬です。
「Ⅴ補⾜２」の記載内容程度とします。

⾚塚清⽮：研究室14 sakatsuka@yachts.ac.jp

理学療法⼠になる⽴場であることを⼗分に⾃覚し、責任ある態度と⾔動に⼼がけること。
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授業科⽬ 科⽬英語表記

職名、担当教
員⽒名

科⽬責任者⽒
名

学内連絡教員
⽒名

学科／分野 学年

科⽬区分
必修・選択の
別

授業形態 開講時期 単位数

授業概要

到達⽬標

成績評価⽅法

成績評価基準

授業計画

回 授業項⽬ 学習内容 学習⽅法 授業外学習 授業ごとの担当教員

オリ
エン
テー
ショ
ン

臨床実習Ⅳ Clinical Education Ⅳ

講 師 ⾚塚 清⽮
教 授 鈴⽊ 克彦
教 授 加藤  浩
教 授 渡部 潤⼀
准教授 丹野 克⼦
准教授 南澤 忠儀
講 師 永瀬外希⼦
講 師 室伏 祐介
講 師 鈴⽊栄三郎
助 教 ⼯藤 ⼤輔

⾚塚 清⽮

理学療法学科 4年

専⾨ 理学療法学科ー必修

実習若しくは実技 前期 8単位

臨床実習施設において、臨床実習指導者の適切な指導･監督のもと基本的な理学療法を⾏う。

ディプロマポリシー理学1／理学2／理学3／理学5／理学6に関連して
① 総合臨床実習を⾏ううえでの理学療法の基礎的知識がある。
② 治療プログラムに関する⽬的、技術等の基本的知識がある。
③ 問題点やゴールに対応した治療プログラムを⽴案することができる。
④ 治療におけるオリエンテーションと動機付けができる。
⑤ 基本的な治療（技術）を実施できる。
⑥ 症状や治療結果に合わせて，適切に治療プログラムを変更することができる。
⑦ 実習施設で経験した症例のプレゼンテーションができる。

成績評価は、実習前評価（実習前試験）、実習後評価（報告会、実習後試験）および臨床実習Ⅳ評価にて、到達⽬標①〜⑦を評価。
実習前評価（25%）、実習後評価（25%）、臨床実習Ⅳ評価（50%）

到達⽬標①②
 特に優れている   ：論理的に正しく、かつ明確に⼗分説明できる。
 優れている     ：論理的に正しく、かつ明確に概ね説明できる。
 良好である     ：論理的に正しく概ね説明できる。
 最低限の到達    ：⼀部不⼗分な所もあるが、ある程度説明できる。
 ⽬標に到達していない：説明できない。

到達⽬標③④⑤⑥
 特に優れている   ：正しく理解し⼗分実施できる。
 優れている     ：正しく理解し概ね実施できる。
 良好である     ：正しく理解しある程度実施できる。
 最低限の到達    ：⼀部不⼗分な所もあるが、ある程度実施できる。
 ⽬標に到達していない：実施できない。

到達⽬標⑦
 特に優れている   ：課題内容を理解し、構成⼒、表現⼒、説得⼒が⼗分なプレゼンテーションができる。
 優れている     ：課題内容を理解し、構成⼒、表現⼒、説得⼒が概ね⼗分なプレゼンテーションができる。
 良好である     ：課題内容を理解し、構成⼒、表現⼒、説得⼒がある程度⼗分なプレゼンテーションができる。
 最低限の到達    ：課題内容を理解し、⼀部不適切な部分はあるが、プレゼンテーションができる。
 ⽬標に到達していない：プレゼンテーションできない。

・臨床実習指導者会
議前セミナー
・臨床実習指導者会
議での⾯談
・臨床実習前セミナ
ー
・臨床実習後セミナ
ー

・臨床実習指導者会議前セミ
ナーでは、実習先施設の開⽰
と臨床実習指導者会議での指
導者との⾯談⽅法について説
明する。
・臨床実習指導者会議での⾯
談では、臨床実習指導者と情
報交換を⾏う。
・臨床実習前セミナーでは、
臨床実習Ⅲの学習内容や諸⼿

講義 臨床実習の⼿引き、臨床実習
評価表、チェックリストを確
認する。

・臨床実習前セミナー：⾚塚 
他
・臨床実習後セミナー：⾚塚 
他
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実習

⽇付

教科書

参考書

ディプロマ・
ポリシーとの
関連

先修条件指定
科⽬

先修条件指定
科⽬において
あらかじめ修
得しておかな
ければならな
い科⽬

実務経験のあ
る教員

実務経験をい
かした教育内
容

教員の連絡先

備考

続について説明する。
・臨床実習後セミナーでは、
実習関係書類の提出と実習内
容を説明し、⾃⼰評価による
⽬標到達度や課題を発表す
る。

・各実習施設での臨
床実習
・報告会資料作成
・報告会
・実習後試験

・各実習施設での臨床実習内
容：①症例に関する情報収
集、②検査・測定、③⼀般情
報、検査・測定結果の整理、
統合、④問題点の抽出、⑤⽬
標の設定、⑥治療プログラム
の⽴案、⑦治療プログラムの
実施、⑧再評価、を実施す
る。
・報告会資料作成は、学内で
の報告会に向けた資料を作成
する。
・報告会は、各実習施設で経
験した症例に関して、報告と
デイスカッションを⾏う。
・実習後試験は各実習施設で
経験した症例に関して、実技
プレゼンテーションによる試
験を⾏う。

・各実習施設での臨床実習：
実習
・報告会資料作成：演習
・報告会：演習
・実習後試験：試験

各実習施設での臨床実習で
は、臨床実習指導者の指⽰に
従うこと。

・各実習施設での臨床実習：
理学療法⼠教員
・報告会資料作成：理学療法
⼠教員
・報告会：理学療法⼠教員
・実習後試験：理学療法⼠教
員

6.4.  8 (⽉) 2・3
6.5.13 (⽉)
 〜
6.7.  5 (⾦)
6.7.  8 (⽉) 1
6.7.11 (⽊) 1・2・3

臨床実習の⼿引き、臨床実習評価表、チェックリスト

理学1／理学2／理学3／理学5／理学6

⾮該当

⾮該当

科⽬の担当教員と臨床実習指導者講習会を受講した理学療法⼠が指導します。

本科⽬は、実習指導者（実習施設に勤務する理学療法⼠）の指導の下、臨床現場で担当症例の検査・測定等の評価及び問題点の抽出を⾏
い、治療プログラムを⽴案の上、基本的な理学療法を実施する科⽬です。
「Ⅴ補⾜２」の記載内容程度とします。

⾚塚清⽮：研究室14 sakatsuka@yachts.ac.jp

理学療法⼠になる⽴場であることを⼗分に⾃覚し、責任ある態度と⾔動に⼼がけること。
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授業科⽬ 科⽬英語表記

職名、担当教
員⽒名

科⽬責任者⽒
名

学内連絡教員
⽒名

学科／分野 学年

科⽬区分
必修・選択の
別

授業形態 開講時期 単位数

授業概要

到達⽬標

成績評価⽅法

成績評価基準

授業計画

回 授業項⽬ 学習内容 学習⽅法 授業外学習 授業ごとの担当教員

オリ
エン
テー
ショ
ン

実習

臨床実習Ⅴ Clinical Education Ⅴ

講 師 ⾚塚 清⽮
教 授 鈴⽊ 克彦
教 授 加藤  浩
教 授 渡部 潤⼀
准教授 丹野 克⼦
准教授 南澤 忠儀
講 師 永瀬外希⼦
講 師 室伏 祐介
講 師 鈴⽊栄三郎
助 教 ⼯藤 ⼤輔

⾚塚 清⽮

理学療法学科 4年

専⾨ 理学療法学科ー必修

講義／演習／実習若しくは実技 前期 1単位

通所リハビリテーション、訪問リハビリテーションの⾒学を⾏い、実践的な地域理学療法を学ぶ。

ディプロマ・ポリシー理学1／理学2／理学3／理学5／理学6に関連して
① 地域包括ケアシステムにおける理学療法⼠の役割を説明することができる。
② 通所リハビリテーションの理学療法を説明することができる。
③ 訪問リハビリテーションの理学療法を説明することができる。

1．実習レポート（50％）：個⼈作成
2．プレゼンテーション（50％）：グループ作成

1．実習レポート（50%） 到達⽬標①②③
・特に優れている：課題に対応した適切な内容を、適切な国語表現・表記で記述し、提出ルールに従って提出できる。
・優れている：課題に対応した適切な内容を、ある程度適切な国語表現・表記で記述し、提出ルールに従って提出できる。
・良好である：課題に対応した適切な内容を、ある程度適切な国語表現・表記で記述し、提出できる。
・最低限の到達：課題に対応したある程度適切な内容を、ある程度適切な国語表現・表記で記述し、提出できる。
・⽬標に到達していない：課題に対応していない内容で提出した。または課題を提出しない。

2．プレゼンテーション（50%） 到達⽬標①②③
・特に優れている：課題に対応した適切な内容を、⼗分に⾒やすい構成・わかりやすい説明で表現し、かつグループメンバーが協⼒し合って
プレゼンテーションできる。
・優れている：課題に対応した適切な内容を、⾒やすい構成・わかりやすい説明のいずれか⼀⽅に不⼗分さがあっても表現し、かつグループ
メンバーが協⼒し合ってプレゼンテーションできる。
・良好である：課題に対応した適切な内容を、⾒やすい構成・わかりやすい説明のいずれにも不⼗分さがあっても表現し、かつグループメン
バーが協⼒し合ってプレゼンテーションできる。
・最低限の到達：課題に対応した適切な内容を表現し、かつグループメンバーが協⼒し合ってプレゼンテーションできる。
・⽬標に到達していない：課題に対応した適切な内容を表現できない。またはグループメンバーと協⼒できない。

臨床実習Ⅴにおける
⽬標・内容・評価⽅
法・スケジュール等
の説明

学内実習と学外実習に関し
て、以下を理解する
・⽬標と⽬的の確認
・内容の理解
・評価⽅法の理解
・実習施設とスケジュールの
確認

講義（説明）

【授業後課題】
・実習施設の情報収集
・実習レポートの作成準備
・「地域リハビリテーション
学」、「地域理学療法学」の復
習

丹野
⾚塚

・地域理学療法の実
際の学習
・通所リハビリテー
ション提供施設での
実習
・訪問リハビリテー
ション提供施設での
実習
・各回とも学外実習
後に実習内容のまと
め（実習レポート作

・地域理学療法の実際：通所
リハビリテーション、訪問リ
ハビリテーションにおける理
学療法を学習する。
・通所リハビリテーション提
供施設での実習
・訪問リハビリテーション提
供施設での実習
・実習内容のまとめの全体
会：実習成果についてのディ
スカッション

・地域理学療法の実際：講義
と演習
・通所リハビリテーション提
供施設での実習：実習
・訪問リハビリテーション提
供施設での実習：実習
・実習内容のまとめの全体
会：演習
・実習後報告会：演習

・通所リハビリテーションお
よび訪問リハビリテーション
の施設での実習の終了後は、
各回のまとめを⾏い、実習レ
ポートおよび全体会・報告会
に備える。

・地域理学療法の実際：丹
野・⾚塚
・通所リハビリテーション提
供施設での実習：理学療法⼠
教員
・訪問リハビリテーション提
供施設での実習：理学療法⼠
教員
・実習内容のまとめの全体
会：丹野・⾚塚

111



⽇付

教科書

参考書

ディプロマ・
ポリシーとの
関連

先修条件指定
科⽬

先修条件指定
科⽬において
あらかじめ修
得しておかな
ければならな
い科⽬

実務経験のあ
る教員

実務経験をい
かした教育内
容

教員の連絡先

備考

成を含む）
・実習後報告会（プ
レゼンテーションを
含む）

・実習後報告会：実習成果の
プレゼンテーション

・実習後報告会：理学療法⼠
教員

6.7.16 (⽕)
   〜
6. 8. 2 (⾦)

資料は適宜、配布します。

資料は適宜、配布します。

理学1／理学2／理学3／理学5／理学6

⾮該当

⾮該当

科⽬の担当教員と臨床実習指導者講習会を受講した理学療法⼠が指導します。

本科⽬は、実習指導者（実習施設に勤務する理学療法⼠）の指導の下、通所リハビリテーション、訪問リハビリテーションの⾒学を⾏い、実
践的な地域理学療法を学ぶ科⽬です。
「Ⅴ補⾜２」の記載内容程度とします。

⾚塚清⽮：研究室14 sakatsuka@yachts.ac.jp  
丹野克⼦：研究室6 ktanno@yachts.ac.jp 

理学療法⼠になる⽴場であることを⼗分に⾃覚し、責任ある態度と⾔動に⼼がけること。

112


	表紙　理学
	目次　理学
	04_専門教育科目（理学専門科目）
	1 理学療法学概論
	2 運動学Ⅰ
	3 運動学Ⅱ
	4 運動学演習
	5 運動療法学
	6 理学療法管理運営論
	7 理学療法検査技術学Ⅰ
	8 理学療法検査技術学Ⅱ
	9 理学療法検査技術学演習
	10 理学療法評価学Ⅰ
	11 理学療法評価学Ⅱ
	12 生体計測学演習
	13 筋骨格系理学療法学Ⅰ
	14 筋骨格系理学療法学Ⅱ
	15 筋骨格系理学療法学特別講義
	16 神経系理学療法学Ⅰ
	17 神経系理学療法学Ⅱ
	18 神経系理学療法学特別講義
	19 小児理学療法学Ⅰ
	20 小児理学療法学Ⅱ
	21 小児理学療法学特別講義
	22 高齢期理学療法学
	23 高齢期理学療法学特別講義
	24 内科系理学療法学Ⅰ
	25 内科系理学療法学Ⅱ
	26 内科系理学療法学特別講義
	27 理学療法技術学
	28 物理療法学
	29 義肢装具学
	30 生活支援系理学療法学Ⅰ
	31 生活支援系理学療法学Ⅱ
	32 地域リハビリテーション学
	33 地域理学療法学
	34 理学療法研究法
	35 理学療法研究法演習
	36 理学療法卒業研究
	37 臨床実習Ⅰ
	38 臨床特論
	39 臨床実習Ⅱ
	40 臨床実習Ⅲ
	41 臨床実習Ⅳ
	42 臨床実習Ⅴ




